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２０１０年４月から前任の中川英之先生から引き継ぎ、留学生センター長を務めさせていただいて

おります。

福井大学留学生センターは、平成１５年４月に設置されました。現在、留学生数は研究生、特別

聴講生も入れれば、２３０名余に上ります。そうした留学生に対して留学生センターは、教育の面

では日本語研修コースや短期留学プログラムなどを中心とした取組みを、支援面では、多様な交

流活動や相談、就職支援などの取組みを進めてきています。また、行政や経済界さらには民間の

間での社会貢献活動にも取組んでいるところです。

ところで、高等教育はユニバーサル化とグローバル化の時代を迎える中、その教育の質保証が

求められています。ユニバーサル化という面では、学生の学力や意欲の低下ということを受けて、

どう教育を再構築するかということが課題ですし、グローバル化という面からは、国際的な双方

向の交流を通しての質保証が求められています。産業界が求めているのも、語学的な能力はもち

ろんですが、社会的に自立した人格というものを求めており、それに応える大学教育の再構築と

いうことが課題となっているわけです。

ところが２００９年のデータをみても、留学生の受け入れは１３万人を超えているにも拘わらず、他

方の海外に留学する日本人の学生は約７万５千人と減少傾向にあります。これからの時代、アジ

アでの双方向の交流ということは大きな課題になってきていますが、韓国や ASEAN１０か国から

の留学生は日本よりも中国の方が３倍くらい多いこと、日本からアジアの国への留学が極めて少

ないという現状は努力して変えていかなければならないと思います。

福井大学でも、これからの社会・企業等が求める語学の能力を身につける語学センター構想の

検討が具体的し始めています。またこれからの時代に求められる能力の形成を図るための共通教

育（教養教育）の見直しなども始まっています。専門教育も含め、国際的に通用する質保証を備

えた教育への改革は今日的な大きな課題です。留学生センターの事業は、その取組みのいわば中

核的な役割を担うものとして、今後ますます重要な役割を担うものと言っても過言ではありませ

ん。

この報告書が広く読まれることで、センターの事業を知っていただく機会を提供するとともに、

これからのセンターの課題をともに考えて行く一助になれば幸いです。

は じ め に

留学生センター長 寺 岡 英 男
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�．沿 革

１－１．はじめに

留学生センターは、外国人留学生に対し日本語等に関する教育を実施するとともに、外国人留

学生及び海外留学を希望する本学学生に、修学上及び生活上の指導助言を一元的に行うことによ

り、本学における留学生教育の充実及び留学生交流の推進に寄与することを目的としている。同

時に、外国で学ぼうとする本学の学生のために情報提供やガイダンスを行うという役割や地域社

会における国際交流への貢献も担っている。

福井大学への外国人留学生は、昭和４５年度の１名から始まって、昭和５５年度５名、平成２年度

８３名、平成１２年度１４５名、平成２２年度（５月）２３６名と、ここ２０年間に急速に増加している。この

間、本学では、留学生担当教員の配置（昭和６３、平成元年、平成２、平成６年度）、留学生相談

室の設置（平成７年度）、学内措置としての留学生センターの設置（平成１２年度）、短期留学プロ

グラムや国際総合工学特別コースの開設（平成１３年度）、留学生同窓会の設立（平成１５年度）、留

学生センターニュース誌の創刊（平成１３年度）などを経て、学内共同教育研究施設（省令施設）

としての留学生センターの設置（平成１５年度）へと、留学生教育の充実と学習支援体制の整備を

進めてきた。また、卒業・修了留学生を中心とした「留学生国際シンポジウム」の開催（平成１４、

平成１５、平成１９年、平成２０年）や留学生同窓会海外支部の設立（マレーシア、タイ、インドネシ

ア、韓国、西安、上海、杭州、台湾、北京、ハンブルグ、日本国内、バングラデシュ：平成１６年

度～平成２１年度）など同窓会活動、更に、在学中の留学生による留学生会の結成（平成１６年度）

と各種イベントの企画・参加などの活動を継続して行ってきている。一方、海外の大学や研究機

関との間での学術交流協定を積極的に締結してきており、その締結数は平成２２年５月現在で６８件

（大学間交流協定３３、部局間交流協定３５）に達している。これらの協定締結時には、殆どの場合

「学生の交流の覚え書き」も同時に取り交わしており、現在では、多くの学生が協定校から留学

してくるようになっている。

１－２．留学生センター関係の経緯（平成２２年３月現在）

昭和６３年４月１日 日本語・日本事情担当教員１名配置（教育学部教授）

平成元年４月１日 留学生専門教育担当教員１名配置（工学部講師→教授）

平成元年１０月２５日 福井県留学生交流推進協議会設立

平成２年４月１日 留学生専門教育担当教員１名配置（教育学部講師）

平成６年４月１日 日本語・日本事情担当教員１名配置（教育学部教授）

平成７年１月１１日 留学生指導相談室（学内措置）設置

平成１２年４月１日 留学生センター（学内措置）設置

平成１３年４月１日 短期留学プログラム開設

ⅠⅠ．．留留学学生生セセンンタターーのの概概要要
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国際総合工学特別コース（大学院工学研究科博士後期課程）開設

平成１３年１１月３０日 福井大学留学生センターニュース「こころねっと」創刊号発行

平成１４年９月１２日 第１回留学生国際シンポジウム開催（福井大学国際コングレス）

平成１５年４月１日 留学生センター（省令施設）設置

平成１５年１０月１日 福井大学・福井医科大学の統合

平成１５年１１月３０日 第１回福井大学留学生同窓会大会開催

平成１５年１２月２日 第２回留学生国際シンポジウム開催

平成１６年４月１日 国立大学法人福井大学発足

福井大学留学生会発足

平成１６年１０月１日 日韓共同理工系学部留学生プログラム開設

平成１６年１２月１１日 福井大学留学生同窓会マレーシア支部設立

平成１６年１２月１５日 福井大学留学生同窓会タイ支部設立

平成１７年１月２６日 福井大学留学生同窓会インドネシア支部設立

平成１７年９月２日 福井大学留学生同窓会韓国支部設立

平成１７年９月９日 福井大学留学生同窓会西安支部設立

平成１７年１２月１８日 福井大学留学生同窓会上海支部設立

平成１８年９月６日 福井大学外国人留学生支援会設置

平成１８年１０月２９日 福井大学留学生同窓会杭州支部設立

平成１８年１２月１６日 福井大学留学生同窓会台湾支部設立

平成１９年２月３日 福井大学留学生同窓会北京支部設立

平成１９年８月３日 福井大学留学生同窓会ハンブルク支部設立

平成１９年１０月２日 第３回留学生国際シンポジウム開催

平成２０年９月２７日 第４回留学生国際シンポジウム開催

平成２０年１１月２３日 福井大学留学生同窓会国内支部設立大会

第５回留学生国際シンポジウム開催

平成２１年１１月２２日 福井大学留学生同窓会国内支部総会開催

平成２１年１２月１７日 福井大学留学生同窓会バングラデシュ支部設立大会

１－３．外国人留学生数の推移と現状

福井大学への外国人留学生数は昭和５９年から平成６年の１０年間に急激に増加しているが、これ

は、国の「留学生１０万人計画」に沿ったものであり、また、平成７年から平成１２年の停滞期は、

日本の経済停滞に対応するものである。ここまでの推移は全国共通の現象であり、福井大学に限

ったものではない。

福井大学では、平成１２年から平成１３年にかけて、学内措置での留学生センターの設置、短期留

学プログラム及び工学研究科国際総合特別コースの開設、留学生同窓会組織の立ち上げ、留学生

センターニュース「こころねっと」の発刊、旧電子計算機室を改修しての留学生の集いの場の設

置、など、留学生教育に本格的に取りかかり、かつ、諸外国の大学との学術交流協定を飛躍的に

伸ばしている。
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平成１５年には留学生数が２００名を突破し、留学生センターも専任教員５名を擁する省令施設に

格上げされた。教育地域科学部２号館の一角を改修したものではあるが、独立したセンター建物

が整備され、日本語教育を中心とした留学生教育の場が確保されたのもこの時期である。平成２２

年５月現在での留学生数は２３６名に達し、福井大学学生総数５，１６３名の約５％にあたり、国立大学

の全国平均から見ればその比率は高いということができるだろう。しかし、留学生交流を基軸に

して国際化を図る本大学としては、この留学生比率は必ずしも高いとは言えない。今後も、優秀

な外国人留学生を確保し、日本人学生も含めての教育の質の向上を目指して、新たな施策を考え、

実行していかなくてはならないだろう。

留学生の６０％は中国から来ており、中国の大学等との協定校数２３が全体６８の約３０％であること

を考えると高い比率になっている。また、中国人留学生１４３名中１３３名（９３％）が私費留学生であ

り、健全な学習環境を保障するために何らかの施策が必要である。

マレーシアからは３１名の留学生が来ているが、このうち３０名がマレーシア政府派遣留学生であ

る。学費負担別留学生数の内、外国政府派遣は全てマレーシアからの留学生である。学部留学生

が２８名、博士前期課程学生が３名であり、以前に比べ大学院生が若干増えている。

その他の国からの留学生数は極端に少なくなるが、２１カ国からの留学生を受け入れている。

在学段階別では、大学院生１１９名が全体の５０％を占め、研究生も加えると５６％に昇る。これは、

全大学院生９４２名の１３％になり、大学院だけを考えると、留学生の比率が高く国際化はかなり進

んでいると言える。特に、工学研究科博士後期課程での留学生４１名は在籍者１１３名の３６％になる。

福井大学で博士号を取得して帰国した学生の多くが、教育界、研究分野、経済界などで重要な役

割を果たしていることを考えると、今後も積極的に博士課程の留学生を確保していくべきであろ

う。

図�－１ 福井大学の外国人留学生数の推移
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図�－２ 国別留学生数（平成２１年５月現在）

図�－３ 在学段階別留学生数（平成２１年５月現在）

図�－４ 専攻分野別留学生数（平成２１年５月現在）
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�．現 況

２－１．運営組織

センターでは運営の責任者としてセンター長を、その職務を補佐するために副センター長を置

き、センターの運営に関する事項の審議するためにセンター運営委員会を置いて、センターの目

的達成に努めている。また、センターでの留学生教育及びそれに関連する日常的な業務を円滑に

進めるため、センターの専任教員で構成する「留学生センター専任教員会議」を置いている。セ

ンター業務の事務及び総括は事務局学務部国際課及び松岡キャンパス学務室で所掌している。

外国人留学生に関する事項及び学生の留学に関する事項を審議する全学委員会として留学生委

員会を、その下に各学部・各研究科留学生委員会を置いている。

図�－５ 学費負担別留学生数（平成２１年５月現在）

図�－６ センター組織図
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（１）留学生センター長

センター長は、学長が、各学部長又は各学部長候補者の意見を聴取の上、本学の副学長又は教

授のうちから選考し、その任期は２年である。センターの運営の責任者であり、その業務を掌理

する。現在では、教育・学生担当の副学長が兼務している。留学生委員会及び留学生センター運

営委員会の委員長を務める。

（２）留学生センター副センター長

副センター長は、センター長の職務を補佐し、センター長に事故があるときは、その職務を代

行する。

（３）留学生センター運営委員会

センターの円滑な運営を図るために置かれている委員会であり、センター長、副センター長、

センター専任教員、各学部選出の教員各１名、国際課長、及び委員会が必要と認めた者で構成さ

れている。

（４）留学生センター専任教員会議

センター専任教員で構成する会議であり、センターの業務執行計画策定、自己点検・評価、ホ

ームページ作成などの広報活動、などについて打合せ・議論する月例の会議である。

（５）留学生委員会

全学の委員会であり、センターに所属する委員会ではないが、留学生の教育、学習支援、日本

人学生の海外派遣など、留学生に関わる重要事項を審議・決定する委員会である。教育・学生担

当の理事が委員長を務め、各学部選出教員各１名、留学生センター長、留学生センター専任教員、

学務部長、及び委員会が必要と認めた者で構成される。

（６）学務部国際課

留学生センターに係る事務は事務局学務部国際課が担当している。国際係、留学生係及び留学

生生活関係の専門職員が配置されている。留学生にとっては、勉学、生活に関する諸問題を解決

するための窓口になっている。医学部の留学生に対しては、松岡キャンパス学務室に担当職員が

配置されている。ただし、平成２２年４月の事務局組織改編に伴い、現在は留学生係及び留学生生

活関係の専門職員は学生サービス課に、国際係は研究推進課となった。

２－２．教員組織

留学生センターには、その基本的業務である「日本語・日本事情教育」、「留学生指導・相談」、

「各種交流活動」及び「日本人学生の留学指導・相談」を遂行するために、専任教員５名（教授

３名、准教授２名）及び非常勤教員５名、謝金講師が５名配置されている。詳細は以下の通りで

ある。（平成２２年度４月現在）

センター長 教 授 寺岡 英男（教育・学生担当副学長）
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日本語・日本事情教育部門

教 授 今尾ゆき子

教 授 山中 和樹

准教授 膽吹 覚

准教授 桑原 陽子

指導・相談部門 教授・副センター長 中島 清

非常勤講師 市村 葉子、澤崎 幸江、敷田 紀子、酢谷 尚子、村上 洋子

謝金講師 斉藤 ますみ、高瀬 公子、勝木 禮子、廣谷 幸子、柳原 智子

２－３．歴代センター長

平成１２年４月―平成１３年３月 本多 義明（学生部長、建築建設工学）

平成１３年４月―平成１４年３月 黒木 哲徳（学務担当副学長、理数教育）

平成１４年４月―平成１６年３月 長谷川守男（教育地域科学部教授、教育学）

平成１６年４月―平成１８年３月 山本富士夫（工学部教授、機械工学）

平成１８年４月―平成１９年３月 内田 高峰（教育・学生担当副学長、理数教育）

平成１９年４月―平成２２年３月 中川 英之（教育・学生担当副学長、電気電子工学）

平成２２年４月― 寺岡 英男（教育・学生担当副学長、教職開発専攻）

２－４．施 設

（１）教 室

留学生センターの日本語クラスは、文京キャンパスの留学生センターで行われている。センタ

ー内の教室等の内訳は以下の通りである。

①留学生センター（文京キャンパス）

現在の留学生センターは平成１５年４月に、教育地域科学部２号館の一角を改修して造られた

ものである。１階フロアーの入り口には、リフレッシュコーナーが設けられ、海外留学関連雑

誌等が置かれ、留学に興味を持つ学生が自由に閲覧できる場となっている。又、平成２１年８月

には、１８㎡の教室２室を１室に改修した。

１階フロアー

教員室 １室 （１８㎡）

非常勤講師室 １室 （１８㎡）

教室 ２室 （１８㎡×１、３６㎡×１）

２階フロアー

教員室 １室 （１７㎡）

教室 ２室 （１７㎡×１、３２㎡×１）

②留学生センター分室（文京キャンパス）

工学部の旧電子計算機室を改修整備して、留学生サービスに供してきている。ラウンジ、教

員室からなっている。ラウンジには留学生が気軽に集える雰囲気がある。毎月の第１、第３、
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第５木曜日には、留学生と日本人学生の参加する「国際交流ラウンジ」が開催されている。

教員室 １室 （２３㎡）

ラウンジ １室 （７８㎡）

教室 １室 （４５㎡）

多目的室 １室 （２４㎡）

センターの教室環境の最も大きな問題は、教室の不足である。現在、留学生センターには４つ

の教室があるが、そのうち１階のフロアーの２つは１８㎡と３６㎡の教室であるが、年々学習者が増

加しているため、教室２つでは学習活動が難しくなってきている。また２階のフロアーの１教室

は多少広いものの、２０名が限度であり、学期末試験の実施等には充分な広さがない。留学生セン

ター分室には比較的広い教室があるが、センターから多少距離があるため、使用が不便である。

円滑なクラス運営のためには、３０名程度のクラスが実施可能な教室が、少なくとも２つは留学生

センターに必要である。

また、現在留学生センターに教員室がある教員は２名であり、他の１名は工学部（留学生セン

ター分室）、他の２名は教育地域科学部に研究室がある。センターの業務全体の効率的な遂行の

ためにも、センター施設の集中化が必要であろう。（「Ⅲ学生支援 ２－１相談業務参照」）

（２）教育機器

本センターの教育用機器等の整備状況は以下の通りである。

①教室設置用機器

・ＤＶＤビデオプレイヤー ４台（各教室１台ずつ）

・ＣＤテープレコーダー ４台（各教室１台ずつ）

②非常勤講師室設置用機器

・教員用デスクトップ型パーソナルコンピュータ １台

・事務員用ノート型パーソナルコンピュータ １台

・プリンター １台

・ＤＶＤビデオプレイヤー ２台

・コピー機 １台

・印刷機 １台

・ＣＤテープレコーダー １台

・テープレコーダー １台

③リフレッシュコーナー

・学生用デスクトップ型パーソナルコンピュータ １台

④ラウンジ

・学生用デスクトップ型パーソナルコンピュータ ６台

・プリンター １台

・ビデオプレイヤー １台

・テレビ １台
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⑤その他

・学生貸し出し用小型カセットレコーダー 33台

・教員用ノート型パーソナルコンピュータ １台

・ビデオカメラ １台

・プロジェクター １台

（３）図 書

留学生センターでは、日本語教科書を中心に書籍の充実を図っている。現在センターが所有す

る書籍等は以下の通りである。教員が授業・研究のために使用する書籍だけでなく、日本語能力

試験対策用書籍を中心とした留学生貸し出し用の書籍を、センター独自に所有し、学生の積極的

な利用を勧めている。

①非常勤講師室配架図書

・日本語教科書 ３２４冊

・辞書・事典 ３１冊

・その他専門書 ２８冊

・視聴覚教材（テープ、ＣＤ、ＤＶＤなど） ９５セット

・論文集等

世界の日本語教育 １２冊 （１９９５～２００６）

第二言語としての日本語の習得研究 １２冊 （１９９７～２００９）

音声研究 ７冊 （２００１～２００３）

計量国語学 ９冊 （２０００～２００３）

講座 日本語教育（早稲田大学） ３９冊 （１９６５～２００４）

日本語教育年間年鑑 ９冊 （２０００～２００８）

②留学生貸し出し用図書（ラウンジ配架）

・日本語教科書 ４０冊

・辞書・事典 ５冊

・視聴覚教材（テープ、ＣＤなど） ５５セット

・日本語能力試験対策参考書・問題集 ５５冊

（日本語能力試験対策参考書・問題集 リフレッシュコーナー配架 ４０冊）

・英語学習用参考書・問題集 ４５冊

・就職関連参考書 ２０冊

・その他図書 ３０冊

③定期刊行物

・福井新聞（ラウンジ閲覧用）

・Japan Times（ラウンジ閲覧用）

・日本語ジャーナル（ラウンジ閲覧用）

・日本語教育新聞（非常勤講師室閲覧用）（２０１０年４月号まで 会社倒産）
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（４）居住施設

①留学生会館

外国人留学生のための居住施設であり、単身室２５（１６㎡）、夫婦室２（３５㎡）、家族室２（５３

㎡）、及び共用スペースからなっている。ただし、入居期間は１年以内に限られている。文京

キャンパスからは至近の位置にあり、学生宿舎に隣接している。

②国際交流学生宿舎

本学学生の勉学及び生活のための良好な環境を整備すると共に、本学の日本人学生と外国人

留学生との相互理解を深め、国際交流を促進することを目的とする学生宿舎であり、部屋数２０９

（全て単身室）の内３５室（１２㎡）が留学生に使われている。留学生と日本人学生が共に暮らす

タイプの宿舎である。文京キャンパスからは至近の位置にある。

③国際交流会館（松岡キャンパス）

本学の医学部、医学系研究科、高エネルギー医学研究センター等における外国人留学生、外

国人研究者等の居住その他国際交流に関する事業の用に供し、教育及び研究に係る国際交流の

促進に寄与することを目的とする会館であり、単身棟（単身室１０室＜１５㎡＞、ラウンジ、キッ

チン、談話室、洗濯室）及び世帯棟（夫婦室２室＜４３㎡＞、家族室４室＜５３㎡＞）からなって

いる。松岡キャンパス（医学部）の中に置かれており、館長は医学部長である。

２－５．財 務

本センターの過去３ヵ年（平成１９年～２１年）の予算は、以下の通りである。

留学生センターの教育機器・図書等については、毎年充実してきているが、コース運営を支え

る非常勤講師予算については、まだ不十分な状況である（「Ⅱ教育」参照）。しかし、大学全体

科目・事項 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 執 行 計 画

教官研究費等 １，９９２，０００ １，９９２，０００ １，９９２，０００

【非常勤講師】

非常勤講師手当 ３，６１２，０００ ３，５１９，０００ ３，５１９，０００

非常勤講師旅費 ２３４，６００ ２２０，８００ ３０２，４５０

事務補佐員人件費 １，２０９，９５２ １，１９２，５９５ １，２１２，４９３

事務管理費 ４，３５１，３９１ ５，７２３，０２２ ５，１８２，５９６
授業用図書、消耗品、複写機、設
備保全、ホームページ管理等、印
刷費、実習経費

センター事業費 ２，７５４，８５５ １，９９８，４２１ ２，４７２，６２９

各種イベント、日本留学フェア参
加費及び旅費、留学生同窓会支部
会議費及び旅費、進学説明会・研
究会等参加費及び旅費

合 計 １４，１５４，７９８ １４，６４５，８３８ １４，６８１，１６８

表�－１ 留学生センターの予算（平成１９～２１年度）
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で人件費の削減が行われているのが実情であり、今後は外部資金の確保等に努力が必要であると

言えるだろう。

�．主な業務と活動

３－１．留学生センターにおける主な業務と活動

本センターは、外国人留学生及び海外留学を希望する本学の学生に対して、必要な教育及び指

導助言等を行うとともに、教育指導の充実及び留学生交流の推進に寄与することを目的として、

以下の業務を行う。

（１）外国人留学生に対する日本語・日本事情教育

（２）外国人留学生に対する大学院等入学前予備教育

（３）外国人留学生に対する修学上及び生活上の指導助言

（４）海外留学希望学生に対する修学上及び生活上の指導助言

（５）留学生教育の充実及び向上のための調査研究

（６）外国人留学生と地域社会との交流推進

（７）留学生ネットワーク構築

（８）福井大学留学生会館に関する業務

（９）その他、センターの目的を達成するために必要な業務

これらの業務を行うため、センターでは以下の２つの活動部門を設定している。

【１】日本語・日本事情教育部門

日本語・日本事情教育部門では、主として留学生に対する日本語教育に携わっており、以下①

～⑤の日本語コースを開講している。さらに、各教員が日本語、日本語教育、日本文化に関わる

各専門領域について、研究を行っている。各コースの内容については「Ⅱ教育」を、各教員の専

門領域については「Ⅳ研究」及び巻末の個人データを参照されたい。

①日本語研修コース

本学及び福井県とその近隣にある大学の大学院に進学する国費留学生に対して、６ヶ月間の

日本語集中授業を行う。

②短期留学プログラム

福井大学と学術交流協定を締結している海外の大学から留学生を受け入れ、日本語・日本事

情等の他、主として英語による専門分野の授業を行う。

③日本語研修特別コース

福井大学に在学する大学推薦の国費留学生に対し、指導教員の承諾を得て、６ヶ月間の日本

語集中授業を行う。

④日韓共同理工系学部留学生プログラム

日韓共同理工系学部留学生事業により本学工学部に受け入れた留学生に対して留学に必要な

日本語と専門科目の授業を予備教育として半年間行う。

⑤全学向け日本語コース
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福井大学に在籍する留学生を対象に、日常生活に必要な日本語や、大学の授業を受けられる

日本語の力を養うことを目的として、日本語Ⅰ（初級）～日本語Ⅳ（中・上級）の４クラスを

開講している。

【２】指導・相談部門

①留学生の指導・相談

本学で学ぶ留学生が生活面、学習面、異文化適応面で困難に出会った時など、その解決のた

めの指導・助言を行う。また、進学や就職の相談も受ける。特に留学生の国内就職支援を重点

的に行っており、過去１０年間に１５０名以上が国内に就職している。

②地域交流活動

留学生の日本理解や国際性涵養、及び地域社会の国際化支援を目的として、県内小中学校、

公民館、国際交流機関などに留学生を一日講師等として派遣している。また、福井県の産官学

民の各界、特に福井県、福井国際交流協会、自治体国際交流課、商工会議所、福井労働局、入

国管理局等と連携しながら、活動を展開している。

③地域・国際交流ネットワーク構築のための留学生同窓会活動推進

地域交流及び国際交流活動を推進するために、福井大学留学生同窓会（平成１５年１１月設立）

及びその各国支部と連携して活動している。また、その活動を推進するために、福井大学留学

生センターネットワーク誌「こころねっと」を発行している。平成２１年度までに、マレーシア、

タイ、インドネシア、上海、西安、杭州、北京、韓国、台湾、ハンブルグ、バングラデシュ、

及び日本支部の合計１２支部体制が出来上がっている。また、福井大学留学生会も平成１６年に発

足しており、国際交流ラウンジ、ビデオショウ、歓送迎会、国際交流キャンプ、国際交流スキ

ー、各種スポーツ大会等を企画・実施している。

④日本人学生の海外留学支援・相談

グローバル化する国際社会で活躍できる人材育成のために、日本人学生の海外留学を積極的

に推進している。そのための個別相談を受け付けている。

３－２．全学的貢献

１）教 育

留学生センター教員は、留学生センターの授業以外に以下の授業を担当している。平成２２年３

月現在の留学生センター教員の担当科目は以下の通りである。詳細については、「Ⅱ教育」を参

照されたい。

共通教育外国語科目（８科目）

日本語Ａ～Ｈ

共通教育「文化」日・中言語文化系（８科目）

多文化コミュニケーション（異文化コミュニケーション）Ａ～Ｃ

日本の文化、応用日本語Ⅰ、応用日本語Ⅱ、日本事情Ａ、日本事情Ｂ、

教育地域科学部（９科目）

日本アジア文化論、異文化教育論、情報化と日本語、日本語文章表現、
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日本語音声表現、日本語文法論、日本語教育論、日本文化講義、専門セミナー

教育学研究科（７科目）

国語学特論、国語学特別演習Ⅱ、日本語教育特論、日本語教育特別演習、国文学特論、

国文学特別演習Ⅰ、国語科教育実践研究

工学部（４科目）

工業日本語Ⅰ～Ⅳ

工学研究科（２科目）

工業日本語特論Ⅰ、工業日本語特論Ⅱ

２）学内運営

留学生センター教員は、センターの業務に関わる学内の委員会に出席している。平成２２年３月

現在の学内委員会等の担当状況は以下の通りである。これまでの各教員の委員担当状況について

は個人データを参照されたい。

全学留学生委員会：今尾ゆき子、中島清、山中和樹、膽吹覚、桑原陽子

留学生センター運営委員会：今尾ゆき子、中島清、山中和樹、膽吹覚、桑原陽子

教育地域学部・教育学研究科留学生委員会：膽吹覚

工学部・工学研究科留学生委員会：中島清（副委員長）

工学部・工学研究科英語教育実施運営委員会：中島清

工学部・工学研究科ネットワーク委員会：中島清

国際交流委員会：中島清

共通教育留学生共通教育部会幹事：今尾ゆき子、中島清、山中和樹、膽吹覚（部会長）、

桑原陽子

共通教育第３分野「文化」日本語・日本文化系幹事：山中和樹

３－３．広 報

１）外国人学生のための進学説明会

JASSO主催の「外国人学生のための進学説明会」には本学教職員が参加し、広報活動に寄与

している。平成１９年～２１年の参加状況は以下の通りである。

平成１９年 ７月１日（東京会場）７月１５日（大阪会場）

平成２０年 ７月６日（大阪会場）

平成２１年 ７月１２日（大阪会場）

２）刊 行 物

本センターの活動に対する理解を深めてもらうことを目的として、以下の報告及び資料を作成

し関係機関に配布を行っている。なお、留学生センターニュース「こころねっと」については、

「Ⅴ社会貢献」を参照されたい。
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①センターニュース（毎年発行）

＜主な掲載内容＞

・各日本語コースの授業報告

・日本語コース受講留学生のエッセイ（各コースより１～２名ずつ）

・海外留学体験者（日本人学生）のエッセイ

・相談交流部門の活動報告

・当該年度の主な行事

・教職員紹介

②留学生センターパンフレット（ほぼ１年に１度改稿）

＜主な掲載内容＞

・センターの沿革・目的、活動

・教職員組織

・留学生会館・国際交流学生宿舎・国際交流会館紹介

③留学生センター紀要・年報（毎年発行）

＜主な掲載内容（年報部分）＞

・日本語・日本事情教育部門各日本語コース報告

・共通教育日本語科目、日本語・日本事情科目報告

・相談交流活動部門報告

（紀要部分については、「Ⅳ研究」を参照のこと）

４）留学生センターホームページ

本センターでは、平成１６年より留学生センター公式ホームページの作成に着手し、平成１９年３

月現在、日本語版と英語版が公開されている。本学留学生の中で中国人留学生が多数を占めるこ

とを考慮し、平成１９年度内には中国語版を作成する予定である。

①ホームページ掲載情報

掲載情報は次頁の通りである。

②管理運営体制

平成１６年度から、センター専任教員１名が国際課のホームページ管理担当職員の協力を得て、

全体を管理している。留学生センターホームページのためのサーバー管理は、当初工学研究科

の大学院生に依頼していたが、平成１８年度より工学部技術部に委託している。また、ホームペ

ージのデザイン作成及び更新作業も、当初は工学研究科の大学院生に依頼していたが、サーバ

ー管理同様、平成１８年度より工学部技術部に委託している。

半年に１度（学期ごと）の授業に関わる情報更新と、行事関連情報やニュース等の不定期の

情報更新（通常１ヶ月に１度）が行われている。更新情報作成担当は、情報の内容によって決

まっており、各担当者が必要に応じて作成した原稿は、管理運営担当教員を通して、工学部技

術部へ送られることになっている。

平成１８年度に、サーバー管理とホームページデザイン作成・更新作業が工学部に委託されて

から、ホームページの管理運営は非常に効率的になった。さらに、管理体制も組織的になって

おり、円滑な管理運営が行われている。
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図�－７ 留学生センターホームページ階層図
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�．概 要

平成１５年４月の省令化以降、平成２１年度までの６年間に留学生センターが開講する科目は年を

追う毎に増加し充実したものとなっている。平成１９年度から２１年度では、平成２０年度に短期留学

プログラムの日本語・日本事情系科目が７科目、さらに、平成２１年度に全学向け日本語コースに

「日本語能力対策講座」が新規開講し、中・上級レベルの学生を対象とする日本語教育の充実が

図られた。

平成１５年４月 留学生センター省令化。

「日本語補講」が「全学補講日本語コース」と名称変更し、短期留学プログラ

ムとの合同授業を廃止し、独自開講とする。

平成１５年１０月 「日本語研修コース」（大学院入学前予備教育）開始。

平成１６年４月 「全学補講日本語コース」が「全学向け日本語コース」と名称変更。

短期留学プログラムの「日本語初級」「日本語初中級」「日本語中級」を週４コ

マ連続授業（８単位）とする。

共通教育日本語科目に「日本語Ｇ」と「日本語Ｈ」を新設し、中級・上級各４

科目編成とする。

平成１７年４月 短期留学プログラムに技能別科目「はじめての漢字」「はじめての作文」「はじ

めての会話」を新設。

平成１７年１０月 日本語研修特別コース（大学推薦国費留学生対象）を新設。

平成２０年１０月 短期留学プログラムに「日本語中級」「日本語上級」「多文化コミュニケーショ

ン１」「多文化コミュニケーション２」「応用日本語１」「応用日本語２」「日本

の文化」を新設。

平成２１年９月 全学向け日本語コースに「日本語能力試験対策講座」を開設。

平成１９年度から２１年度まで留学生センター教員が関与してきた本学での教育について、次章２．

において以下のように詳述する。

２．留学生センターが実施またはコーディネートする教育

２－１ 日本語研修コース（大学院入学前予備教育コース）及び日本語研修特別コース

２－２ 短期留学プログラム

２－３ 日韓共同理工系学部留学生プログラム

２－４ 全学向け日本語コース

２－５ 英語補講

ⅡⅡ．．教教 育育
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３．全学向けの教育

３－１ 共通教育

３－２ 学部専門教育

３－３ 大学院教育

�．留学生センターが実施またはコーディネートする教育

２－１．日本語研修コース（大学院入学前予備教育）及び日本語研修特別コース

１．日本語研修コース（大学院入学前予備教育）

（１）本コースの目的

本コースは、大学院に進学する文部科学省の大使館推薦の国費研究留学生及び教員研修留学生

を対象とした半年間の日本語集中コースである。受講生は、主として日本語未習者を含む初級日

本語学習者である。本コースの目的は以下の２つである。

１）日本での生活に必要な基礎的な日本語を身につける。買い物、食事等の留学生活に不可欠

な日本語、研究室での指導教員や他の学生とのコミュニケーションに必要な日本語を習得す

る。

２）留学生活に対する不安を軽減し、自律的に生活・学習する態度を学ぶ。

（２）受講状況

平成１９年度から２１年度までの日本語研修コースの受講者数は表Ⅱ－１の通りである。

（３）運営状況

１）カリキュラムの現状

受講生のほとんどが、日本語未習及び初級前半の学習者であるため、本コースでは、ひらがな、

カタカナ等の文字学習をはじめ、基礎から日本語学習を開始する。１週間に１０コマの文型・文法

クラスと、会話、漢字、作文、情報処理、文化、修了発表特別演習の６つの技能クラスが開講さ

れている。標準的な時間割と各クラスの授業内容は以下のとおりである。なお、「日本語（修了

発表特別演習）」は、平成２０年から新たに追加された科目である。これについては、次項の「２）

修了発表」の項目を参照されたい。

実施年度
平成１９年度
後期

平成２０年度
後期

平成２１年度
後期

受講者数 ４ ２ ４

表�－１ 日本語研修コースの受講者数
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日本語（文型・文法）クラスが本コースの中心であり、このクラスの学習進度に合わせて他の

技能クラスのおおよそのスケジュールが決定する。平成１９、２０年度の日本語（文型・文法）クラ

スでは、「みんなの日本語初級」の１課から３２～３４課までを学習した。その後、平成２１年度より、

「日本語（文型・文法）」のⅠ限部分だけ、全学日本語向けコース「日本語Ⅰ」クラスとの合同

授業になり、学習範囲は「みんなの日本語Ⅰ」（１課～２５課）のみとなっている。

全学日本語向けコースとの合同授業開始の経緯は、以下の通りである。表Ⅱ－１に示したよう

に、日本語研修コースの受講生は、例年５名以下である。同じメンバーでの少人数クラスでは、

クラス活動の停滞（話題が広がらない、ある程度の人数を必要とするクラス活動ができない）な

どの問題があった。また、平成２０年度のように２名になると、クラスの維持が危うくなる。そこ

で、週１０コマ中５コマを全学日本語コースの「日本語Ⅰ」との合同クラスにし、日本語（文型・

文法）クラスの１０コマ中５コマは、１０人以上の受講生数を維持できるようにした。

２）修了発表

本コースのコース修了時には、学習のまとめとして、受講者全員が Power Pointを用いた日本

語による発表を行う。修了発表会の発表題目を表Ⅱ－３に示す。

修了発表の指導は、当初、日本語（文型・文法）の担当教員３名（うち２名は非常勤講師）が

あたっていたが、授業時間外に個別指導を行う必要があり、担当教員にとって負担が大きかった。

そこで、平成１９年度からは、日本語（作文）と日本語（情報処理）との連携を密にして修了発表

の準備を行い、授業時間外の個別指導の負担軽減を図ると同時に、指導担当をすべて専任教員が

行うこととした。さらに、平成２０年度からは、補講扱いであった修了発表指導の時間を授業扱い

とし、「日本語（修了発表指導特別演習）」を設けた。

月 火 水 木 金

Ⅰ限 日本語（文型文法） 日本語（文型文法） 日本語（文型文法） 日本語（文型文法） 日本語（文型文法）

Ⅱ限 日本語（文型文法） 日本語（文型文法） 日本語（文型文法） 日本語（文型文法） 日本語（文型文法）

Ⅲ限 日本語（情報処理） 日本語（漢字） 日本語（作文） 日本語（会話） 日本語（修了発表特別演習）

Ⅳ限 日本語（文化）

表�－２ 日本語研修コースの標準的な時間割

≪授業内容及び使用教材≫
日本語（文型・文法）：文法を中心とした総合練習。「みんなの日本語初級」Ⅰ及びⅡ
日本語（会話）：「文型・文法クラス」の内容に準じた会話及び簡単なスピーチ。「みんなの日本語初級」

Ⅰ及びⅡ
日本語（漢字）：ひらがな・カタカナ練習と漢字１００字程度の読み書きの学習。「みんなの日本語初級Ⅰ漢

字英語版」
日本語（作文）：課題作文をもとに修了発表レポートを作成
日本語（情報処理）：Microsoft word, power pointを使った修了発表の準備。
日本語（文化）：華道（池坊）、俳画、書道、陶芸（越前焼）の日本文化体験学習。
日本語（修了発表特別演習）：修了発表のための原稿作成、パワーポイントによるスライド作成、発表練

習の個別指導を行う。
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３）成績評価及び管理

本コースは、単位認定のないコースであるが、各クラスの成績については個々に基準が設定さ

れている。それらの成績は、コース終了時にコーディネータがとりまとめを行い、留学生係で保

管されている。表Ⅱ－４は、成績表の例である。

＜７期 平成１９年度後期＞

たいまつ アルベン・ラゴ・ゴメス（フィリピン）

私の学校の行事 キン・ニョー・ニョー・シン（ミャンマー）

夢－学生のゆめのじつげんにむかって－ ベルマ・リチュアル（フィリピン）

私の仕事：教育は自由への入り口 ミレヤ・ゴメズ・ペナ（コロンビア）

＜８期 平成２０年度後期＞

教師の仕事―知識を次ぎの世代へ ギルバート・カーアラム・ガラガテ（フィリピン）

教育―成功へのドアを開ける鍵― ミラグロス・ベロカル（ペルー）

＜９期 平成２１年度後期＞

マダガスカルとわたしのしごとについて ハリズ・ディアス・ファニバナ（マダガスカル）

私の仕事 カイン・プイン・リン・アウン（ミャンマー）

わたしのしごと イングリッド・ベルスカ・ピコン・ゴメス（ペルー）

わたしのしごと：Radiaopharmacy（放射性医薬）の研究 アロンソ・マルティネス・ルイス・ミシェル（キューバ）

表�－３ 日本語研修コース修了発表会 発表題目及び発表者一覧

表�－４ 日本語研修コース成績表例
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（４）教育の効果

来日時に日本語が全く或いはほとんどわからなかった受講生たちが、最終的には日本語で短い

プレゼンテーションが行えるまでになることは、大きな進歩と言うことができる。

また、本コース在籍中は、受講生のほとんどが常に一緒に学習しているため、その結束力は大

変強く、協力し合って学習を進めることができる。同期の受講生だけでなく、来日年度の異なる

学習者間の連帯感も強く、今後の大学生活を支える重要な基盤となっている。来日当初は、研修

コースの仲間といることに安心し、日本人学生との交流に消極的になりがちな面も見られるが、

時間がたつにつれて他の学習者との交流に積極的になれるのは、研修コースが安定した生活基盤

となっているからこそであろう。研修コース修了後の研究活動にスムーズに入るための準備期間

として、重要な役割を果たしていると言える。

研修コース修了後、ほとんどの学習者が日本語学習の継続を希望し、全学向け日本語コースの

日本語クラスを受講する。本コースの日本語（文型・文法）クラスの総合評価が「可」以上（６０

点以上）の受講生は、全学日本語コースの「日本語Ⅱ」クラスへ進むことができる。本コースの

日本語（文型・文法）クラスの総合評価が「不可」（５９点以下）であった場合は、全学日本語コ

ースの「日本語Ⅰ」クラスを再度受講することになる。

（５）評 価

日本語（文型・文法）の受講者に対し、コース修了時に授業に対する評価アンケートを実施し

た。その結果を表Ⅱ－５に示す。本コースは概ね高い評価を得ていると言える。

（６）課 題

１）学習者間の日本語力の差

学習者の日本語力の伸びにかなりの差が生じ、クラス運営が困難になるケースが生じた。今回

のケースは、受講生の個人的な事情でコース途中に一時帰国するなど特殊なケースであった。こ

れに対しては、以下のように対処した。

①１週間に１～２時間、補習を行う。

②日本語（漢字）、日本語（作文）の受講を免除する。

早い段階で漢字クラス、作文クラス受講の免除など学習者の負担を軽減する対処をしたこと、

学習者の不安を軽減するために時間をとり、学習者との信頼関係構築を図ったことなどにより、

学習意欲を維持することができた。しかし、学習者間の日本語力の差が生じた場合、補習の実施

は避けられず、その結果、教員の負担が大きくなる。

２）全学日本語コースとの合同授業

平成２１年度より、日本語（文型・文法）クラス（週１０コマ）のうち半数を全学日本語コースの

日本語Ⅰとの合同授業とした。これにより、多様なクラス活動が可能になり、安定したクラス運

営が可能になった。その一方で、クラスの進度が以前より遅れることとなった。以前は『みんな

の日本語初級』の３４課程度まで学習が可能であったが、合同授業以後は２５課までとなった。その

ため、修了発表のための指導スケジュールの見直しが必要となっている。
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表�－５ 日本語（文型・文法）についてのアンケート結果（平成１９～２１年度 後期のみ）
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２．日本語研修特別コース

日本語研修コースが国費留学生（大使館推薦）を受け入れるコースであるのに対し、日本語研

修特別コースは国費留学生（大学推薦）を受け入れるコースである。受講生の募集は、留学生係

から各学生の受け入れ教員を通して行われている。

本コースの受け入れに関しては、クラス運営上の必要から、以下の規定を設けている。

（１）日本語（文型・文法）１０コマすべてに参加できる学習者に限る。

（２）受講する際には、指導教員の承認を受ける。

（３）日本語研修コースの学習者を含めてクラスの定員を１０名とし、それを超えた場合は、受

け入れを認めない。

平成１９～２１年では、平成１９年度後期に、１名（インドネシア）を受け入れた。

２－２．短期留学プログラム

１．概 要

（１）受け入れ

短期留学プログラム（UFSEP）は福井大学と交流協定を締結している大学等から１年以内の

短期留学生を受け入れるプログラムである。平成１３年１０月に２カ国４協定校から最初の学生６名

を受け入れて以来、派遣を希望する協定校の数は増加し続け、国籍も多彩になっている。平成１９

年度から２１年度の３年間に本プログラムは１３カ国、２３協定校から６２名の学生を受け入れている（表

Ⅱ－６）。

受け入れ状況
受け入れ年度

平成１９ 平成２０ 平成２１ 累計

学生数 ２０ ２１ ２１ ６２

学部（工学：教育） １８：２ １９：２ １７：４ ５４：８

派遣協定校数 １３ １５ １３ ２３

派遣国数 ８ ６ ６ １３

学生の国籍（学生数） 中国（１１）
ＵＳＡ（３）
マレーシア（１）
フランス（１）
イラン（１）
インドネシア（１）
バングラデシュ（１）
モンゴル（１）

中国（１４）
韓国（２）
ドイツ（２）
シリア（１）
タイ（１）
ポーランド（１）

中国（１０）
ＵＳＡ（４）
韓国（３）
フランス（２）
ドイツ（１）
インドネシア（１）

中国（３５）
ＵＳＡ（７）
韓国（５）
ドイツ（３）
フランス（３）
インドネシア（２）
ポーランド（１）
マレーシア（１）
バングラデシュ（１）
タイ（１）
イラン（１）
シリア（１）
モンゴル（１）

表�－６ 短期留学プログラムＡコース（UFSEP）
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（２）UFSEP修了者の本学大学院進学

平成１８年度から平成２０年度までに工学部が受け入れた UFSEP留学生５３名のうち、平成２０年度

から平成２２年度に本学大学院へ入学した留学生総数は２３名にのぼる。内訳は博士前期課程１９名、

博士後前期課程・後期課程３名、後期課程１名である。年度別に見ると、平成１８年度修了生１６名

中半数の８名（５０．０％）が博士前期課程に入学し、そのうち３名が後期課程に進学している。平

成１９年度は１８名中４名が博士前期課程、１名が博士後期課程に入学（２７．８％）。平成２０年度は１９

名中１０名と半数以上が博士前期課程に入学している。この３年間の UFSEP修了生は約４割（４３．４

％）が本学大学院入学という実績を示しており、質の高い大学院生の確保にも貢献している。

２．開講科目と受講状況

UFSEPの開講科目は共通科目と専攻科目があり、留学生センターでは共通科目の日本語・日

本事情系１４科目と伝統産業系２科目を開講している。留学生センター教員はこれらの科目に関す

る授業の計画及び実施に携わるとともに、受講者の日本語力、要望、受講状況等を考慮して日本

語科目の整理統合と増設を繰り返し実情に即したカリキュラム編成を行ってきた。

短期プログラムＡコースは、当初、日本語力初級レベルの学生を中心としたカリキュラムであ

ったが、近年、中・上級レベルの学生が本コースに参加するようになりその対応に迫られてきた。

平成１９年度後期は、初級レベルと判定された学生の日本語能力にばらつきがあり、初級を２クラ

ス開講した。その結果、予算の関係上、中級クラスを開講することができず、中級レベルの学生

１名を初中級に組み入れざるを得なかった。その反省を踏まえて、中・上級レベルの学生にも十

分な日本語指導ができるように、平成２０年度に以下のような日本語科目および日本事情科目を新

設した。

＜平成２０年度新設科目＞

１）日本語科目

①日本語中級（「日本語Ａ」「日本語Ｃ」（前期）、「日本語Ｂ」「日本語Ｄ」（後期）と合同授業）

②日本語上級（「日本語Ｅ」「日本語Ｇ」（前期）、「日本語Ｆ」「日本語Ｈ」（後期）と合同授業）

２）日本事情科目

③多文化コミュニケーション１（後期：「多文化コミュニケーションＡ」と合同授業）

④多文化コミュニケーション２（前期：「多文化コミュニケーションＢ／Ｃ」と合同授業）

⑤応用日本語１（後期：「応用日本語Ⅱ」と合同授業）

短期プログラム受け入れ時期 平成１８ 平成１９ 平成２０
累計

大学院入学時期 平成２０ 平成２１ 平成２２

工学部受け入れ学生数 １６ １８ １９ ５３

大学院入学者数

博士前期課程 ５ ４ １０ １９

博士前期・後期課程 ３ ０ ― ３

博士後期課程 ０ １ ― １

累計 ８（５０．０％） ５（２７．８％） １０（５２．６％）２３（４３．４％）

表�－７ UFSEP修了生の本学大学院進学状況
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⑥応用日本語２（前期：「応用日本語Ⅰ」と合同授業）

⑦日本の文化（前期：「日本の文化」と合同授業）

授業科目 担当教員 教 科 書 コマ／週 単位

日本語初中級Ａ
膽吹 覚
村上洋子

『みんなの日本語初級Ⅱ』 ４ ８

日本語初中級Ｂ
桑原陽子
市村葉子

『みんなの日本語初級Ⅱ』 ４ ８

日本語中級
（日本語Ａ） 桑原陽子

『中・上級者用日本語テキスト
大学で学ぶための日本語ライティング』

１
４

（日本語Ｃ） 山中和樹 プリント １

日本語上級
（日本語Ｅ） 膽吹覚 『なめらか日本語会話』 １

４
（日本語Ｇ） 今尾ゆき子『日本語上級読解』 １

はじめての漢字 今尾ゆき子『みんなの日本語初級Ⅰ漢字 英語版』 １ ２

はじめての作文 山中和樹 『みんなの日本語初級やさしい作文』 １ ２

はじめての会話 山中和樹 『みんなの日本語初級Ⅱ』 １ ２

日本事情２ 膽吹覚 プリント １ ２

多文化コミュニケーション２ 膽吹覚 プリント １ ２

応用日本語２ 山中和樹 プリント １ ２

日本の文化 膽吹覚 プリント １ ２

授業科目 担当教員 教 科 書 コマ／週 単位

日本語初級１
今尾ゆき子
市村葉子

『みんなの日本語初級Ⅰ』 ４ ８

日本語初級２
山中和樹
村上洋子

『みんなの日本語初級Ⅰ』 ４ ８

日本語初中級
膽吹 覚
酢谷尚子

『みんなの日本語初級Ⅱ』 ４ ８

日本語中級
（日本語Ｂ） 山中和樹 『速読文化エピソード』 １

４
（日本語Ｄ） 膽吹 覚 『大学・大学院留学生の日本語①読解編』 １

日本語上級
（日本語Ｆ） 桑原陽子 プリント １

４
（日本語Ｈ） 今尾ゆき子『日本語上級読解』 １

日本事情１ 今尾ゆき子 プリント『日本を知る』 １ ２

多文化コミュニケーション１ 山中和樹 プリント １ ２

表�－８ 開講科目一覧

平成２１年度 春学期

平成２１年度 秋学期
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応用日本語１ 山中和樹 DVD『僕の生きる道』 １ ２

伝統産業１ 中島 清 プリント １ ２

開講年度
開講科目

平成19 平成20 平成21
計

春期 秋期 春期 秋期 春期 秋期

日本語初級１＊１） ― ７ ― ７ ― ８ ２２

日本語初級２ ― ４ ― ６ ― ５ １５

日本語初中級（Ａ） ６ ５ ７ １ ６ ４ ２９

日本語初中級（Ｂ） ― ― ４ ― ６ ― １０

日本語中級（日本語Ａ／日本語Ｃ）＊２） ６ ― ５ ― １ ― １２

日本語中級（日本語Ｂ／日本語Ｄ） ― ― ― ３ ― ３ ６

日本語上級（日本語Ｅ／日本語Ｇ）＊３） ― ― ― ― ２ ― ２

日本語上級（日本語Ｆ／日本語Ｈ） ― ― ― １ ― ０ １

はじめての漢字 ２ ― ５ ― ５ ― １２

はじめての作文 ４ ― ８ ― ５ ― １７

はじめての会話 ７ ― １１ ― ９ ― ２７

日本事情１ ― ０ ― ４ ― ３ ７

日本事情２ ４ ― ４ ― ３ ― １１

多文化コミュニケーション１＊４） ― ― ― ４ ― １ ５

多文化コミュニケーション２ ― ― ― ― ０ ― ０

応用日本語１＊４） ― ― ― ０ ― ２ ２

応用日本語２ ― ― ― ― ２ ― ２

日本の文化＊４） ― ― ― ― ４ ― ４

伝統産業１ ― １６ ― １８ ― ２０ ５４

表�－９ 開講科目と受講者数

＊１）：平成２０年度秋学期の日本語初級クラス：「日本語初級Ａ」「日本語初級Ｂ」
＊２）：平成２０年度秋学期以降、「日本語中級」は共通教育科目の「日本語Ａ／日本語Ｃ」（春学期）、「日本語Ｂ／

日本語Ｄ」（秋学期）と合同授業。
＊３）：平成２０年度秋学期、「日本語上級」を開講。共通教育科目の「日本語Ｅ」／「日本語Ｇ」（春学期）「日本

語Ｆ」／「日本語Ｈ」（秋学期）と合同授業。
＊４）：平成２０年度秋学期、「多文化コミュニケーション１」（秋学期）、「多文化コミュニケーション２」（春学

期）、「応用日本語１」（秋学期）、「応用日本語２」（春学期）、「日本の文化」（春学期）を開講。
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３．運営状況

（１）プレースメントテスト

渡日前に学生の日本語力に関する調査を行うとともに、秋学期開始前にプレースメントテスト

を実施し、学生の日本語力に応じてクラス分けを行っている。短期プログラムＡコースは日本語

力初級レベルの学生を対象としているが、この数年来、初中級～中級レベルの学生が増加し、さ

らに１年の留学期間に日本語能力試験合格を目指す学生が本コースに参加するようになった。ま

た、「話す・聞く」力がありコミュニケーションがある程度できても「読む・書く」力が不足し

ているために、学生の日本語力がプレースメントテストの結果に適正な形で反映されないケース

が生じた。４技能のアンバランスをはじめ学生の日本語力が多様化する状況下において、従来の

初級から上級までをカバーする大まかなテスト問題では、初級と初中級レベルの学生の日本語力

を詳細に測定することが難しく、クラス分けの判定も困難となった。そこで平成２２年度受け入れ

に向けて、初級担当の専任教員と非常勤講師がプレースメントテストの問題を検討し、初級・初

中級の文法項目到達度を測定する問題を新規に作成した。一方、中級レベル以上と判定された学

生は必要に応じて中・上級用のプレースメントテスト問題で対応することとした。

（２）授業運営

以下に、留学生センターが開講する科目の授業運営および評価と課題について記す。

１）日本語科目

①「日本語初級」

「日本語初級」は短期プログラム生のみの授業である。週４コマを専任教員１名と非常勤講

師１名のティームティーチングで行い、コーディネーターは専任教員である。

②「日本語初中級」

「日本語初中級」は短期プログラム生のみの授業である。週４コマを専任教員１名と非常勤

講師１名のティームティーチングで行い、コーディネーターは専任教員である。

開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目 標

１９年秋期
～

２１年秋期

日本語初級Ａ

［今尾ゆき子］

『みんなの日本
語初級Ⅰ』

・初級の基本的
な文型と語彙
の習得

・渡日が遅れた学生には、本
来の授業と同時進行で補習
授業を実施し、進度格差を
是正する努力をしている。

１９年秋期＊

～
２１年秋期

日本語初級Ｂ

［山中和樹］

『みんなの日本
語初級Ⅰ』

・初級の基本的
な文型と語彙
の習得

・第３週からディクテーショ
ンを実施したが、長音とカ
タカナ表記の誤りは最後ま
で出現した。

表�－１０ 「日本語初級」

＊平成１９年秋期は山中教員の病気欠勤により、専任教員の授業担当はなく、非常勤講師２名が週４コマを担当
し、コーディネーターとして今尾教員が入った。
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③「日本語中級」

平成１９年度から２０年度春学期までは、短期プログラム生のみの授業で週１コマ２単位であっ

た。２０年秋学期から正規学部留学生や交換留学生等が受講する共通教育科目の「日本語Ａ」～

「日本語Ｄ」との合同授業となり、春学期は「日本語Ａ」と「日本語Ｃ」、秋学期は「日本語

Ｂ」と「日本語Ｄ」を履修して４単位とする。成績評価は各教科の成績をもとに担当教員２名

で総合的に判断している。

開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目標および成績評価

１９年秋期
～

２１年秋期

日本語
初中級Ａ

［桑原陽子］

『みんなの日本
語初級Ⅱ』

・初中級の基本
的な文法・語
彙の習得と円
滑なコミュニ
ケーションが
できる。

・コース終了後全員が帰国す
るため、受講生に達成感を
持たせるよう、留学生活に
役立つ学習活動を取り入れ
る必要がある。

１９年秋期
～

２１年秋期

日本語
初中級Ｂ

［膽吹覚］

『みんなの日本
語初級Ⅱ』

・初中級レベル
の文法・語彙
の習得とコミ
ュニケーショ
ンができる。

・毎回３分間スピーチを導入
した結果、学生の授業への
参加意欲が向上した。
・会話練習の要望があった。
時間的に困難であるが、今
後の検討課題としたい。

開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目 標

１９年春期
～

２０年春期

日本語中級

［山中和樹］

『日本語中級Ｊ
３０１』

・中級段階への
橋渡し

・教材が易しすぎたきらいが
ある。
・会話練習、新聞読解の希望
があった。生教材の使用も
要検討である。

２０年秋期 日本語中級
（日本語Ｂ）

［膽吹覚］

『大学で学ぶた
めの日本語ライ
ティング』

・レポート、論
文などの文章
を書く技術の
習得

・課毎の課題作文の提出と教
員の添削により作文能力が
向上した。
・非漢字圏学生の漢字力向上
のため授業に漢字学習を取
り入れたい。

日本語中級
（日本語Ｄ）

［山中和樹］

プリント
（『実践日本語
の作文』）

・初級文法の定
着
・レポートや論
文を書く技術
の習得

・作文練習の成果が認められ
た。

表�－１１ 「日本語初中級」

表�－１２ 「日本語中級」
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④「日本語上級」

「日本語上級」は共通教育科目の「日本語Ｅ」～「日本語Ｈ」との合同授業で、春学期は「日

本語Ｅ」と「日本語Ｇ」、秋学期は「日本語Ｆ」と「日本語Ｈ」を履修して４単位とする。成

績評価は各教科の成績をもとに担当教員２名で総合的に判断している。

２１年春期 日本語中級
（日本語Ａ）

［桑原陽子］

『大学で学ぶた
めの日本語ライ
ティング』

・レポート作成
に必要な表現
や文型を学ぶ。

・練習問題（毎回）とレポー
ト作成（２回）を課すこと
で日本語力が著しく向上し
た。

日本語中級
（日本語Ｃ）

［山中和樹］

プリント
（雑誌記事）

・擬音語・擬態
語、助詞の使
い分け

・読解力、文法知識、語彙力
の向上が見られた。

２１年秋期 日本語中級
（日本語Ｂ）

［山中和樹］

プリント
（『速読文化エ
ピソード』）

・速読による内
容理解

・平易なテキストに変更した
結果、アンケートで「大い
に満足」との回答を得た。

日本語中級
（日本語Ｄ）

［膽吹覚］

『大学・大学院
留学生の日本
語①読解編』

・論理的な文章
読解技術の習
得

・毎回、作文を課して教員が
添削。少人数のため丁寧な
指導ができた。

開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目 標

２０年秋期 日本語上級
（日本語Ｆ）

［今尾ゆき子］

『日本語能力試
験［１級］対策
問題集』

・日本語能力１
級レベルの文
法・語彙の習
得

・共通教育科目との合同授業
となり、当初、学部生・交
換留学生等とのレベル差が
大きく心配されたが、語彙
力が大きく向上した。

日本語上級
（日本語Ｈ）

［桑原陽子］

プリント
（新聞記事等）

・新聞記事等を
読み、討論す
ることで総合
的に日本語力
を伸ばす。

・共通教育科目との合同授業
で、短プロ学生にはレベル
が多少高かった。非漢字系
学生が受講する場合は、レ
ベル設定が課題となろう。

２１年春期 日本語上級
（日本語Ｅ）

［膽吹覚］

『なめらか日本
語会話』

・大学生活で役
に立つ実際的
な会話力を養
う。

・共通教育科目との合同授業
で受講生が２５名と多く、発
音練習やロールプレイ等が
十分できなかった。

日本語上級
（日本語Ｇ）

［今尾ゆき子］

『日本語上級読
解』

・文章要約によ
り語彙力、読
解力、文章作
成力を養う。

・毎回の課題作文提出と添削
で、語彙力、表現力の向上
が見られた。

・読解の授業は非漢字圏の学生
には漢字語彙・表現が難しす
ぎた。レベル設定が課題である。

表�－１３ 「日本語上級」
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⑤日本語技能別科目：

技能別科目は、初級および初中級レベルの学生が受講する「はじめての漢字」「はじめての

会話」「はじめての作文」の３科目が春学期に開講され、専任教員が担当している。秋学期の

「日本語初級」修了時に学生から受講希望をとり、科目によって受講者数にバラツキがあるも

のの、原則として学生の希望どおりに受講を認めてきた。しかし、「はじめての会話」は毎回

受講者多数で授業運営に支障をきたすことから、平成２３年度受け入れから２クラス体制をとる

ことにしている。

２）日本事情科目

日本事情科目は中級以上の学生を対象として、秋学期に３科目（「日本事情１」「多文化コミ

ュニケーション１」「応用日本語１」）、春学期に４科目（「日本事情２」「多文化コミュニケーシ

ョン２」「応用日本語２」「日本の文化」）が開講されている。

開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目 標

１９年秋期
～

２１年秋期

はじめての漢
字

［今尾ゆき子］

『みんなの日本
語初級Ⅰ 漢字
英語版』

・漢字の読み方、
書き方を学ぶ。
１１２漢字、１７０
漢字語の習得

・全員非漢字圏の学生で熱心
かつ成績優秀。
・漢字の読みに誤表記が目立
つ。文法クラスとの連携が
必要。

１９年秋期
～

２１年秋期

はじめての作
文

［山中和樹］

『みんなの日本
語初級やさしい
作文』

・基本的な文型
や表現を習得
し、様々なテ
ーマで作文を
行う。

・出席・授業態度、課題提出
状況は良好。
・個々の学生の誤りで、間違
えやすいものは板書して情
報を共有。

１９年秋期
～

２１年秋期

はじめての会
話

［中島清］＊

『みんなの日本
語初級Ⅰ』
『みんなの日本
語初級Ⅱ』

・学内・学外の
会話で自分の
趣味や専門な
ど話せるよう
にする。

・受講者多数により、会話練
習、発表の時間がとれなか
った。
・発表は話題が広範囲に及ぶ
ため他の学生が興味をもて
ない。
・受講者にレベル差があり、
低い方に合わせる必要があ
った。

表�－１４ 日本語技能別科目

＊平成２１年度秋期担当教員：山中和樹
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開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目 標

１９年秋期
～

２１年秋期

日本事情１

［今尾ゆき子］

プリント（『日
本を知る』）

・日本の社会構
造や文化、価
値観を学ぶ。

・見学授業や俳句大会・かる
た大会等に学生は積極的に
取り組んだ。
・見学授業に使うバスの定員
（２０名）から受講者数は限
界である。

１９年春期
～

２１年春期

日本事情２

［膽吹覚］
［山中和樹］１）

プリント ・日本の風土・
年中行事を学
ぶ（１９年）。
・基礎的な日本
地理や歴史を
学ぶ（２０年）。
・福井県各市町
村の研究（２１
年）

・学生は十分な資料収集・準
備をして発表に臨んだこと
は評価できる
・講義形式の場合は、一方通
行的になりがちである。

２０年秋期
～

２１年秋期

多文化コミュ
ニケーション
１２）

［山中和樹］

プリント ・日本人学生と
留学生との質
疑応答を通じ
て異文化との
交流方法を学
ぶ。

・日本人を含む学部学生との
日本語力格差が懸念された
が、本コースの学生のほう
が積極的であった。

２１年秋期 応用日本語１

［山中和樹］３）

ビデオ（『僕の
生きる道』）

・テレビドラマ
を通して日本
の社会・精神
風土を理解す
る。

・高視聴率を記録した人気ド
ラマは学生に好評であった。

２１年春期 応用日本語２

［山中和樹］

プリント
（「仕事常識」）

・日本企業の職
場マナーを学
ぶ。

・非正規生・正規生双方に有
用な記事を厳選していく必
要がある。

２１年春期 日本の文化

［膽吹覚］

プリント ・日本の伝統的
な遊戯を通し
て日本文化や
日本人の心性
を考える。

・学生に遊戯を体験させるこ
とで授業への意欲は高まっ
たが、文化論への展開が不
十分であった。

表�－１５ 日本事情科目

注１）：平成２０年度春期担当教員：山中和樹。
２）：「多文化コミュニケーション２」（平成２１年度春期）：受講者ゼロ。
３）：「応用日本語１」（平成２０年度秋期 担当教員：中島清）：受講者ゼロ。
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①「伝統産業１」「伝統産業２」

４．評 価

短期プログラムで開講している全科目において、毎年学期末に、受講者に対して授業に関する

アンケート調査を実施している。また、「かな教材」の渡日前送付に関しても秋学期終了時にア

ンケート調査を実施している。以下、教育の成果と学生の要望についてアンケート調査をもとに

述べる。

（１）教育の成果

１）開講科目

アンケートの結果（表Ⅱ－１８～Ⅱ－２０）によれば、教材の選定、教員の教授法、学生への対応、

授業に対する満足度など概ね高い評価を得ている。

自由記述の欄には、日本語が上達し、日本語学習の成果があったとの感想が「日本語初級」と

「日本語初中級」の受講生に多い。とりわけ初級に多く見られるのは、日本語未習で来日し、日

本語の授業を受けることで日本語力が日々上達していくのが実感できるからであろう。「冬休み

中も開講してほしい」「週４コマから５コマに増やして欲しい」「日本語の授業は一番楽しい」と

いった日本語学習に対する熱意が強いのも初級・初中級レベルの特徴といえよう。多くの学生が

「日本語初級」あるいは「日本語初中級」の他に技能別科目を受講し、必修単位数１０単位の倍近

くを履修していることからも、意欲的に日本語学習に取り組んでいることがわかる。

一方、「中級」レベルと判定される学生が本コースに参加するようになり、次の春学期には「上

級」科目を受講する学生も出てきた。平成２０年度から「日本語中級」、「日本語上級」は共通教育

の日本語科目と合同授業となった。「日本語上級」は１級取得者も受講するため、本コースの学

生、特に非漢字圏の学生にとってはレベルが少し高すぎる状況にあるが、日本語能力試験を目指

開講年度
科目名

［担当教員］

授業運営
評価と課題

教科書 目標および成績評価

１９年秋期
～

２１年秋期

伝統産業１＊

［中島清］

プリント ・福井の伝統産
業を見学する
ことで現代日
本社会への理
解を深める。

・生産現場を訪問して伝統工
芸士から直接話を聞くので
講義では得難い知識と体験
が得られる。
・福井市郊外に限定したため、
見学先の確保が難しく秋期
開講のみとなっている。
・２０名近い受講者全員に説明
が聞こえない（トランシー
バにより解決）
・訪問先は狭い工場が多く春
／秋期の分割受講が望まし
いがバスの手配の関係上実
現していない。

表�－１６ 「伝統産業」

＊「伝統産業２」（春期）：不開講。
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す漢字圏の学生にとってはよい刺激となろう。また、日本事情系科目は従来の「日本事情」に加

え、「多文化コミュニケーション」「応用日本語」「日本の文化」が開講されて、文化系科目が充

実し科目選択の幅が広がった。受講者の満足度が高い「伝統産業」（表Ⅱ－１６）とともに日本の

文化・社会についての知識を得るのに成果をあげている。

２）「かな教材」の渡日前送付

平成１８年度から「ひらがな・かたかな」の教材冊子と発音練習用テープを渡日前の７月中に短

期プログラムＡコースの全参加者に所属大学を通じて送付している。送付状には、渡日直後のプ

レースメントテストでひらがなとカタカナの確認テストを行う旨を記して、「ひらがな」の渡日

前習得を半ば義務づけている。本コースは原則として日本語未習者を対象に「かな・漢字」版の

教材を使用しており、本学における日本語学習をスムーズに行うためには、授業開始前に少なく

とも「ひらがな」を覚えてくることが不可欠と判断されるからである。

平成１８年度以前は、授業開始後もひらがなが覚えられず授業についていくことができない学生

が散見されたが、かな教材の渡日前送付以降はほとんどの学生がひらがなを習得してくるように

なった。アンケート調査の結果にも、初級の学生からは「役に立った」という意見が多く、「か

な教材」の渡日前送付により初級日本語学習の成果はあがっているといえよう。一方、初中級以

上の学生は「送付の必要なし」「かなを勉強していない人に送ればよい」というものが多い。当

然の結果であるが、渡日前の日本語学習歴および日本語力については自己申告に依っており、学

習歴から中級と判断して教材を送付しなかったところ「ひらがな」の習得も不十分な事例があっ

た経緯から、現在は全員に送付している。

（２）学生の要望

アンケートの自由記述の欄には授業に対する学生の要望が記述されている。表Ⅱ－１７に自由記

述を要約する。

科 目 自由回答（要望要約）

日本語初級 ・日本語を使う機会や自由会話の練習がもっとあるとよい
・日本語を忘れないよう冬休みも日本語クラスを開講してほしい。
・週４コマから５コマに増やして欲しい。
・４コマとも一人の先生のほうがいい。

日本語初中級 ・教室外（スーパー、駅など）での日本語の授業があるとよい。
・毎回全員３分間スピーチはよかった。
・クラスで他の学生と現代社会について討論したい。
・ゲームなどもっと取り入れてほしい。
・４コマとも一人の先生のほうがいい。
・初級のクラスが初中級に持ち上がる（変えない）ほうがよい。

日本語中級 ・このクラスは自分にとって簡単すぎた。テキストもレベルが低い。
・中・上級レベルの技能別科目（漢字、会話、作文）があるといい。
・授業のスピードが少し遅い。

はじめての漢字 ・週１コマは少なすぎる。
・週２コマ開講または日本語クラスで漢字をもっと教えてほしい。

表�－１７ 授業に対する要望
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はじめての会話 ・人数が多くて、時々声が聞こえない。

日本事情 ・見学授業でもう少し時間に余裕があるとよい。

伝統産業 ・天候のよくない秋学期でなく、春学期にしてほしい。
・見学の後、意見交換の機会があるとよい。
・イヤホーンはあまり良くない。全員必ずしも必要ない。

１．このクラスについて、こたえの□に×をかいてください

強く
そう思う

少し
そう思う

どちらとも
言えない

あまりそう
思わない

まったくそう
思わない

strongly
agree

somewhat
agree

Neither agree
or disagree

somewhat
disagree

strongly
disagree

（１）テキストや教材は満足できるものだった
The textbooks and/or teaching materials used were satisfactory.
初中級Ａ（７名中７名回答） ６ １ ０ ０ ０
初中級Ｂ（６名中６名回答） ５ １ ０ ０ ０
中級Ａ（１名中１名回答） １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ（１名中１名回答） １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ（２名中１名回答） １ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ（２名中２名回答） ０ １ １ ０ ０
はじめての漢字（５名中５名） ４ １ ０ ０ ０
はじめての作文（５名中５名） ３ ２ ０ ０ ０
はじめての会話（９名中９名） ６ ３ ０ ０ ０
日本事情２（２名中２名回答） ０ ０ ２ ０ ０
多文化コミュニケーション２（４名中３名回答） ０ ３ ０ ０ ０
日本の文化（４名中４名回答） ３ ０ １ ０ ０
応用日本語２（２名中２名回答） ０ ２ ０ ０ ０

（２）テキストや教材の内容は理解できた
I could understand the content of the textbooks and/or teaching materials used.
初中級Ａ ６ １ ０ ０ ０
初中級Ｂ ５ １ ０ ０ ０
中級Ａ １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ ０ １ １ ０ ０
はじめての漢字 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての作文 ４ １ ０ ０ ０
はじめての会話 ８ １ ０ ０ ０
日本事情２ ０ ０ ２ ０ ０
多文化コミュニケーション２ ０ ３ ０ ０ ０
日本の文化 ３ ０ １ ０ ０
応用日本語２ ０ ２ ０ ０ ０

（３）先生の声や言葉は聞き取りやすかった
The instructor spoke clearly.
初中級Ａ ６ １ ０ ０ ０
初中級Ｂ ６ ０ ０ ０ ０
中級Ａ １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ ０ １ １ ０ ０
はじめての漢字 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての作文 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての会話 ７ ２ ０ ０ ０
日本事情２ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション２ ２ １ ０ ０ ０

表�－１８ 「日本語・日本事情科目」アンケート結果（平成２１年度春学期）

―３３―



日本の文化 ４ ０ ０ ０ ０
応用日本語２ １ ０ １ ０ ０

（４）先生は適切な板書を行った
The instructor wrote clearly on the board.
初中級Ａ ７ ０ ０ ０ ０
初中級Ｂ ６ ０ ０ ０ ０
中級Ａ １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ ０ １ １ ０ ０
はじめての漢字 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての作文 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての会話 ６ ３ ０ ０ ０
日本事情２ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション２ ３ ０ ０ ０ ０
日本の文化 ２ ２ ０ ０ ０
応用日本語２ １ １ ０ ０ ０

（５）先生の説明はわかりやすかった
The explanations by the instructor were easy to understand.
初中級Ａ ５ ２ ０ ０ ０
初中級Ｂ ６ ０ ０ ０ ０
中級Ａ １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ ０ １ １ ０ ０
はじめての漢字 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての作文 ４ １ ０ ０ ０
はじめての会話 ６ ２ １ ０ ０
日本事情２ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション２ ２ １ ０ ０ ０
日本の文化 ４ ０ ０ ０ ０
応用日本語２ １ １ ０ ０ ０

（６）先生は学生の質問に対して適切に答えた
The instructor answered our questions properly.
初中級Ａ ６ １ ０ ０ ０
初中級Ｂ ５ １ ０ ０ ０
中級Ａ １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ ０ ０ １ ０ ０
はじめての漢字 ４ １ ０ ０ ０
はじめての作文 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての会話 ６ ２ １ ０ ０
日本事情２ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション２ １ ２ ０ ０ ０
日本の文化 ２ ２ ０ ０ ０
応用日本語２ １ １ ０ ０ ０

（７）授業のスピードが速すぎた
The tempo of the class was too fast.
初中級Ａ １ １ ２ ２ １
初中級Ｂ ０ ０ ２ ２ ２
中級Ａ ０ ０ ０ １ ０
中級Ｃ ０ ０ ０ １ ０
上級Ｅ ０ １ ０ ０ １
上級Ｇ ０ ０ １ １ ０
はじめての漢字 ０ ０ ４ １ ０
はじめての作文 ０ ０ ３ １ １
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はじめての会話 １ ０ ４ ３ １
日本事情２ ０ ０ ０ ０ ２
多文化コミュニケーション２ ０ １ ０ １ １
日本の文化 ０ ０ ０ ２ ２
応用日本語２ ０ １ １ ０ ０

（８）宿題が多すぎた
There was too much homework.
初中級Ａ １ ０ ４ １ １
初中級Ｂ ０ ３ １ １ １
中級Ａ ０ ０ ０ １ ０
中級Ｃ ０ ０ ０ １ ０
上級Ｅ ０ ０ ０ ０ １
上級Ｇ ０ １ ０ １ ０
はじめての漢字 ０ ０ ３ ２ ０
はじめての作文 ０ ０ １ ３ １
はじめての会話 １ ０ １ ４ ３
日本事情２ ０ ０ ０ １ １
多文化コミュニケーション２ ０ ０ ０ １ ３
日本の文化
応用日本語２ ０ ０ １ １ ０

（９）テストが多すぎた
There was too much test/or quiz.
初中級Ａ １ ０ ４ ２ ０
初中級Ｂ ０ ２ ２ １ １
中級Ａ ０ ０ ０ １ ０
中級Ｃ ０ ０ ０ １ ０
上級Ｅ ０ ０ ０ ０ １
上級Ｇ ０ ０ １ ０ １
はじめての漢字 ０ ０ ３ ２ ０
はじめての作文 ０ ０ ２ １ １
はじめての会話 １ ０ １ ３ ４
日本事情２ ０ ０ ０ ０ ２
多文化コミュニケーション２ ０ ０ ０ ０ ３
日本の文化 ０ ０ ０ ２ ２
応用日本語２ ０ １ １ ０ ０

２．あなたは、総合的に判断して、この授業に満足しましたか。
Overall, were you satisfied with this class?

たいへん
満足 少し満足 どちらとも

言えない 少し不満 たいへん
不満

very
satisfied

somewhat
satisfied

Neither satisfied
nor dissatisfied

somewhat
dissatisfied

very
dissatisfied

初中級Ａ ６ １ ０ ０ ０
初中級Ｂ ６ ０ ０ ０ ０
中級Ａ １ ０ ０ ０ ０
中級Ｃ １ ０ ０ ０ ０
上級Ｅ ２ ０ ０ ０ ０
上級Ｇ ０ １ １ ０ ０
はじめての漢字 ３ ２ ０ ０ ０
はじめての作文 ５ ０ ０ ０ ０
はじめての会話 ８ １ ０ ０ ０
日本事情２ １ ０ １ ０ ０
多文化コミュニケーション２ １ ２ ０ ０ ０
日本の文化 ４ ０ ０ ０ ０
応用日本語２ １ １ ０ ０ ０
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１．このクラスについて、こたえの□に×をかいてください

強く
そう思う

少し
そう思う

どちらとも
言えない

あまりそう
思わない

まったくそう
思わない

strongly
agree

somewhat
agree

Neither agree
or disagree

somewhat
disagree

strongly
disagree

（１）テキストや教材は満足できるものだった
The textbooks and/or teaching materials used were satisfactory.
初級Ａ（８名中８名回答） ７ １ ０ ０ ０
初級Ｂ（５名中５名回答） ５ ０ ０ ０ ０
初中級（４名中４名回答） ４ ０ ０ ０ ０
中級Ｂ（３名中３名回答） １ ０ １ １ ０
中級Ｄ（３名中３名回答） ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１（３名中３名回答） １ ２ ０ ０ ０
応用日本語１（２名中２名回答） １ １ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１（１名中１名回答） １ ０ ０ ０ ０

（２）テキストや教材の内容は理解できた
I could understand the content of the textbooks and/or teaching materials used.
初級Ａ ８ ０ ０ ０ ０
初級Ｂ ４ １ ０ ０ ０
初中級 ４ ０ ０ ０ ０
中級Ｂ ３ ０ ０ ０ ０
中級Ｄ ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１ １ ２ ０ ０ ０
応用日本語１ １ １ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１ １ ０ ０ ０ ０

（３）先生の声や言葉は聞き取りやすかった
The instructor spoke clearly.
初級Ａ ８ ０ ０ ０ ０
初級Ｂ ５ ０ ０ ０ ０
初中級 ４ ０ ０ ０ ０
中級Ｂ ３ ０ ０ ０ ０
中級Ｄ ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１ ２ １ ０ ０ ０
応用日本語１ １ １ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１ １ ０ ０ ０ ０

（４）先生は適切な板書を行った
The instructor wrote clearly on the board.
初級Ａ ８ ０ ０ ０ ０
初級Ｂ ５ ０ ０ ０ ０
初中級 ４ ０ ０ ０ ０
中級Ｂ ３ ０ ０ ０ ０
中級Ｄ ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１ ２ １ ０ ０ ０
応用日本語１ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１ １ ０ ０ ０ ０

（５）先生の説明はわかりやすかった
The explanations by the instructor were easy to understand.
初級Ａ ８ ０ ０ ０ ０
初級Ｂ ３ １ ０ ０ ０
初中級 ３ １ ０ ０ ０
中級Ｂ ３ ０ ０ ０ ０
中級Ｄ ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１ ３ ０ ０ ０ ０
応用日本語１ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１ １ ０ ０ ０ ０

表�－１９ 「日本語・日本事情科目」アンケート結果（平成２１年度秋学期）
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（６）先生は学生の質問に対して適切に答えた
The instructor answered our questions properly.
初級Ａ ８ ０ ０ ０ ０
初級Ｂ ４ １ ０ ０ ０
初中級 ３ １ ０ ０ ０
中級Ｂ ０ ０ ０ ０ ０
中級Ｄ ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１ ３ ０ ０ ０ ０
応用日本語１ ２ ０ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１ １ ０ ０ ０ ０

（７）授業のスピードが速すぎた
The tempo of the class was too fast.
初級Ａ １ ０ ４ ０ ３
初級Ｂ １ ０ ０ ４ ０
初中級 ０ ０ ０ ３ １
中級Ｂ ０ ０ ０ １ ２
中級Ｄ ０ ０ ０ ２ １
日本事情１ ０ ０ １ ２ ０
応用日本語１ ０ ０ ０ ２ ０
多文化コミュニケーション１ ０ ０ ０ １ ０

（８）宿題が多すぎた
There was too much homework.
初級Ａ ０ ０ １ ２ ５
初級Ｂ ０ ０ ２ ３ ０
初中級 ０ ０ １ ２ ０
中級Ｂ ０ ０ １ ０ ２
中級Ｄ ０ ０ ０ ３ ０
日本事情１ ０ ０ １ ２ ０
応用日本語１ ０ ０ ０ ２ ０
多文化コミュニケーション１ ０ ０ ０ ０ １

（９）テストが多すぎた
There was too much test/or quiz.
初級Ａ ０ ０ １ ３ ４
初級Ｂ ０ １ ２ １ ０
初中級 ０ ０ １ ２ １
中級Ｂ ０ ０ １ ０ ２
中級Ｄ ０ ０ １ １ １
日本事情１＊ ３／１ ０／０ ０／１ ０／１ ０／０
応用日本語１ ０ ０ １ ０ １
多文化コミュニケーション１ ０ ０ ０ ０ １

２．あなたは、総合的に判断して、この授業に満足しましたか。
Overall, were you satisfied with this class?

たいへん
満足 少し満足 どちらとも

言えない 少し不満 たいへん
不満

very
satisfied

somewhat
satisfied

Neither satisfied
nor dissatisfied

somewhat
dissatisfied

very
dissatisfied

初級Ａ ８ ０ ０ ０ ０
初級Ｂ ５ ０ ０ ０ ０
初中級 ４ ０ ０ ０ ０
中級Ｂ １ ２ ０ ０ ０
中級Ｄ ３ ０ ０ ０ ０
日本事情１ １ ２ ０ ０ ０
応用日本語１ １ １ ０ ０ ０
多文化コミュニケーション１ １ ０ ０ ０ ０

＊日本事情１：見学授業について満足しましたか。 ①福井県立博物館 ／②福井市立郷土歴史博物館
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５．課 題

（１）学生の渡日時日本語力とクラス編成

学生の渡日までに、日本語学習時間数および日本語能力テスト結果など学生の日本語力に関す

る情報を収集している。特に、ここ数年来は本コースに既習者が参加するようになり、日本語既

習者の学習歴については、使用教科書、学習内容、日本語クラスのレベル等、より詳細な情報が

必要になってきている。既習者の日本語力に関する自己認識と留学生センターが行うプレースメ

ントテストの結果に基づくレベル判定・クラス配属との間に齟齬が生じ、クラス変更を希望する

学生が出てきたからである（表Ⅱ－２１）。

平成１９年度のプレースメントテストでは、「初級」１２名、「初中級」２名、「中級」２名であっ

た。しかし、非常勤講師予算の点から、２名のために中級クラスを編成することが出来ず、中級

年度 受講者数 初級 初中級 中級 上級

平成１９年度 １６ １２ ４ ０ ０

平成２０年度 １８ １３ １ ２ ２

平成２１年度 ２０ １３ ４ ３ ０

表�－２０ 「伝統産業」アンケート結果（平成２１年度秋学期）

表�－２１ プレースメントテスト結果に基づくクラス編成
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レベルの２名を初中級クラスに振り分けた。その結果、以下のような学生の不満が生じた。

１）母校での日本語既習クラスが「中級」であり、自己の日本語力に対する自己認識も中級以

上である。

２）プレースメントテストの問題様式に不慣れなために、テストに自己の実力が反映されてい

ない（テストの得点が自分の予想以上に低い）

３）提携校との単位互換制度により、本学での「中級」「上級」の単位取得を目的としている。

４）中級レベル以上の学習内容を希望している（初中級クラスの授業では簡単すぎる）。

このような不満に対処すべく、平成２０年度から少数の中・上級学生が受講できる「日本語中級」

と「日本語上級」を共通教育の中級クラス（「日本語Ａ（中級）」～「日本語Ｄ（中級）」）、上級

クラス（「日本語Ｅ（上級）」～「日本語Ｈ（上級）」）と合同授業のかたちで開講した。同様に、

中・上級者が１年間で日本語・日本事情科目１０単位を取得できるよう、「多文化コミュニケーシ

ョン」「応用日本語」「日本の文化」を開講した。

（２）中級・上級学生の履修

中級・上級と判定された学生は合同授業の「日本語中級」あるいは「日本語上級」クラスを受

講することになるが、非漢字圏の学生は授業についていくのが困難な場合が多い。とりわけ、中

級レベルと判定された非漢字圏の学生が第１期（秋期）に「日本語中級」を履修後、第２期（春

期）に「日本語上級」を受講する場合は厳しい状況に置かれる。上級クラスは日本語能力１級あ

るいは超級（３３０点以上）レベルの漢字圏学生も受講し、テキストは読解・作文が中心となるた

め、漢字語彙力に劣る上に会話やコミュニケーションの上達を希望する非漢字圏の学生は授業に

対する満足度が低くなる傾向にある。したがって、今後は「日本語中級」履修後に「日本語上級」

を受講しないで、「日本事情」「日本の文化」「多文化コミュニケーション」「応用日本語」など日

本事情科目を選択するよう履修指導するのもひとつの方策と考えられる。

（３）日本語既習者の日本語学習に関する情報収集

短期プログラムＢコース（交換留学生）は日本語能力試験２級以上または日本留学試験日本語

科目２００点以上を出願資格として、その合格通知書または得点票の提出を義務づけている。これ

に対して、Ａコースは本来日本語未習者（日本語力ゼロ）を対象とするため、これまでは「日本

語学習歴無し」といった自己申告で事足りてきた。しかし、ここ数年来、提携校で日本語を学習

した既習者がＡコースに参加するようになり、既習者の日本語学習に関する情報収集が十分とは

言い難い事態となっている。本コース参加者の日本語力および日本語学習歴はすべて本人の渡日

前自己申告によるもので、既習者においても日本語能力テスト（Ｎ１～Ｎ４）など客観的な証明

書の提出はまれである。近年は本コースにも能力テスト受験を目指す学生が参加するようになり、

能力テスト結果を報告するケースがでてきた。しかし非漢字圏の学生の場合は、日本語学習歴や

日本語レベルだけでなく学習の目的も目標も曖昧なままである。このような状況下において満足

度の高い日本語教育を行うために、既習者の日本語学習に関する予備調査項目（日本語学習の目

的、日本語学習時間、使用教材など）を整備し、提携校に対して本コース参加者に関する詳細か

つ客観的な情報提供を求める必要があろう。また、提携校の日本語教育（使用教材、教授法、授
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業時間数など）に関する情報や、修了生についての情報のフィードバックなど、提携校との連絡

を密にして情報収集のための方策を検討する必要があろう。

２－３．日韓共同理工系学部留学生プログラム

（１）経 緯

平成１５年４月に本学の留学生センターが省令化されたのを機に、文部科学省高等教育局留学生

課学部留学生係より、日韓共同理工系学部留学生受入事業に関する事務連絡文書が平成１５年６月

１２日付で届き、本学留学生センターに日韓共同理工系学部留学生プログラム（以下「日韓プログ

ラム」と称す）を開設することとなった。

本事業は平成１０年に日韓両国首脳により発表された日韓共同宣言に基づき実施されている事業

であるが、本学は平成１６年１０月受入の第５期生から対応することとなった。

本日韓プログラムのカリキュラムを作成し、受入態勢を整えると同時に、平成１５年以降毎年「日

韓共同理工系学部留学生受入れ可能数等調査票」により受入可能である旨の回答をしているが、

残念ながら、本学入学を希望する留学生がなかったため、本プログラムによる留学生受入はこれ

までない。

（２）課 題

①本日韓プログラムによる留学生の入学先は留学生自身の希望を優先させるため、受入が実現

するためには、本学が如何に魅力的であるか、また、その魅力を如何に周知できるかにかか

っている。

②従って、渡日前に６ヶ月間韓国内で実施される前半期予備教育期間中に本学の情報を配信す

る手段を確保できるかの検討が必要である。

２－４．全学向け日本語コース

（１）目 的

全学向け日本語コースは、福井大学で学ぶすべての留学生に対して、日常生活でのコミュニケ

ーション能力、及び、勉学や研究活動に必要な日本語能力を養成することを目的とする。本コー

スはいわゆる補講であり、単位認定されず、その受講料は徴収していない。

（２）開講状況

各学期１３週間のコースとして開講している。通常であれば、前期は４月第４週から７月第４週

までの１３週間、後期は１０月第４週から２月第１週までの１３週間、それぞれ開講している。正規課

程より２週間遅れて開講したのは、４月あるいは１０月に渡日したばかりの留学生が初めての日本

での生活に少し慣れて、余裕をもって手続きができるようにとの配慮からである。なお、福井大

学の正規の課程の授業であれば、各期１５週が確保されているが、本コースはいわゆる補講であり、

その対象外と考えている。
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（３）教 室

本コースは、福井大学文京キャンパスにある留学生センターで開講されている。主として使用

されるＲ１２１教室の定員は約１２名である。

（４）受講対象者、並びに受講者の所属分布

本学で学ぶすべての留学生を対象とする。ただし、定員に余裕があれば、外国人教員並びに外

国人研究者の受講を認めている。本コースの受講者を所属別にみると、例年、工学研究科の大学

院生・研究生が全体の約９０％を占める。その１例として、平成２１年度後期のデータを表Ⅱ－２２と

して掲げる。

（５）受講の申請方法

①新規に受講を希望する場合―プレースメントテスト―

新たに本コースの受講を希望する学生は、必ずプレースメントテストを受験しなければなら

ない。前期は４月第３金曜日、後期は１０月第３金曜日に、それぞれプレースメントテスト（筆

記）を実施し、その結果に基づいて１レベルに限定して受講を認めている。なお、何らかの理

由によって渡日が遅れた留学生に対しては、前期は４月第４金曜日、後期は１０月第４金曜日に、

それぞれ第２回のプレースメントテスト（筆記）を実施し、対応している。

所 属 日本語Ⅰ 日本語Ⅱ 日本語Ⅲ 日本語Ⅳ 合 計

工学研究科大学院生 ３ ７ １１ １２ ３４

工学研究科研究生 ９ ２ １ ０ １２

工学部 ０ ０ ０ １ １

教員研修生 ０ １ ２ ０ ３

短期留学生（Ｂコース） ０ １ ０ １ ２

外国人教員・研究者 １ ０ ０ ０ ０

合 計 １３ １１ １３ １４ ５１

日本語Ⅰ 日本語Ⅱ 日本語Ⅲ 日本語Ⅳ 合 計

１９年度前期 ２ ５ ７ ５ １９

１９年度後期 １５ ３ ３ ４ ２５

２０年度前期 ３ ５ ６ ７ ２１

２０年度後期 １４ ４ ０ ０ １８

２１年度前期 ４ ２ ６ １ １３

２１年度後期 １１ ６ ５ ２ ２４

合 計 ４９ ２５ ２７ １９ １２０

平 均 ８．２ ４．２ ４．５ ３．２ ２０．０

表�－２２ 平成２１年度後期・全学向け日本語コース受講者の所属別人数

（数字は２１年１０月時点の登録者数）

表�－２３ プレースメントテスト受験者数
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表Ⅱ－２３に示したとおり、１９～２１年度に実施したプレースメントテストの受験者数は、平均

して１回に２０名であった。このプレースメントテストの受験者の中には、嘗て短期留学プログ

ラム（Ａコース）に参加し、そこで１年間、日本語（初中級レベルまで）を学習した経験をも

つ留学生も含まれている。彼らは、短期留学プラグラム終了後、一旦帰国し、その後、再度渡

日し、本学の大学院工学研究科博士前期課程の入学試験に合格して、本学の正規の大学院生と

して入学する。このように「短期留学プログラム（Ａコース）→本学工学研究科大学院生」と

いうコースを辿る留学生は、毎年一定数（約４、５名）存在する。彼らは短期留学プログラム

（Ａコース）において、既に初中級レベルの日本語能力を身に付けているが、再来日までに約

半年のブランクがあるために、彼らが本コースを希望する場合はプレースメントテストの受験

を義務付けている。「短期留学プログラム（Ａコース）→本学工学研究科大学院生」というコ

ースを辿る留学生は日本語の学習意欲が高く、大学院生となってからは本コースに参加し、日

本語学習に励むものが多い。その意味において、本コースは短期留学プログラムの日本語教育

と連携して、こうした進路を辿る留学生の日本語教育にも対応している。

②継続して受講する場合

前学期に全学向け日本語コースを受講し、新学期も継続して本コースの受講を希望する留学

生は、所定の期間内（２週間）に、国際課留学生係（現在の学生サービス課留学生係）に置か

れた申請用紙に署名することで、その申請が受理される。具体的には、前学期の修了テストで

合格し、次学期も継続して本コースの受講を希望する学生は、プレースメントテストを受験せ

ずに、その１つ上のレベルのクラスを受講できる。また、前学期の修了テストで不合格となっ

たが、次学期も継続して受講を希望する学生は、プレースメントテストを受験せずに、前学期

と同じレベルを再受講してもよい。また、あらためてプレースメントテストを受けて、前学期

より１つ上のレベルと判定された場合はそのレベルの受講が認められる。なお、日本語Ⅳは修

了テストの合否に関わらず、再履修を許可している。

日本語Ⅰ 日本語Ⅱ 日本語Ⅲ 日本語Ⅳ 合 計

１９年度
前期

登録可能人数 １１ ２０ １１ ２７ ６９

登録人数 ５ １５ ７ ２０ ４７

登録率（％） ４５ ７５ ６４ ７４ ６８

１９年度
後期

登録可能人数 ６ １３ １８ ２３ ６０

登録人数 ３ ８ １０ １１ ３２

登録率（％） ５０ ６２ ５６ ４８ ５３

２０年度
前期

登録可能人数 ５ １６ ９ １５ ４２

登録人数 １ １４ ９ １２ ３６

登録率（％） ２０ ８８ １００ ８０ ８６

２０年度
後期

登録可能人数 １ １５ １６ ２１ ５３

登録人数 ０ １２ １０ １６ ３８

登録率（％） ０ ８０ ６３ ６７ ７２

表�－２４ 継続受講学生数、並びに登録率
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表Ⅱ－２４は平成１９～２１年度の継続受講学生数とその登録率を示したものである。この表によ

ると、この３年間は、全体では平均して７１％の受講生が継続受講を申請している。この７１％と

いう数字は、本コースで学ぶ受講者の日本語学習に対する意欲の高さと、本コースの授業に対

する受講生の満足度の高さとを表わしていると解釈してよいであろう。ただし、科目別に見る

と、日本語Ⅰの登録率だけが５０％を下回り、４３％に止まっている。これは前学期に日本語Ⅰを

不合格になった留学生の再履修率が低さを示している。今後は、こうした初級レベルで日本語

学習に躓いた留学生への支援をどうすべきか、検討する必要があるだろう。

（６）教室運営

全学向け日本語コースは、コース全体を統括する総合コーディネーター（担当者：膽吹）のも

と、科目ごとにセンター専任教員１名がコーディネーターとして配置されている。そして、その

科目ごとのコーディネーターは、実際に授業を担当する謝金講師とともに、シラバス作成をはじ

め、教科書の選定、授業の進度計画、修了テスト、評価などに携わり、教室運営が円滑に進むよ

う務めている。

（７）開講科目

① 通常開講科目

平成１９～２１年度は学期ごとに日本語Ⅰ、日本語Ⅱ、日本語Ⅲ、日本語Ⅳの４科目を開講した。

日本語Ⅰはいわゆる初級レベルに、日本語Ⅱは初中級レベルに、日本語Ⅲは中級（前期）レベ

ルに、日本語Ⅳは中級（後期）レベルに、それぞれほぼ相当する。この３年間に開講された科

目ごとの概要を記すと表Ⅱ－２５の如くである。

２１年度
前期

登録可能人数 ９ １２ １１ １４ ４６

登録人数 ６ ９ １０ １０ ３５

登録率（％） ６７ ７５ ９１ ７１ ７６

２１年度
後期

登録可能人数 ８ ６ １３ １７ ４４

登録人数 ２ ５ １０ １０ ２７

登録率（％） ２５ ８３ ７７ ５９ ６１

合計

登録可能人数 ４０ ８２ ７８ １１７ ３１７

登録人数 １７ ６３ ６６ ７９ ２２５

登録率（％） ４３ ７７ ８４ ６８ ７１

―４３―



科目名 コマ／週 教 科 書 コーディネーター 担当教員

日本語Ⅰ ５ みんなの日本語初級Ⅰ 今尾ゆき子
市村葉子，沢崎幸江，
敷田紀子

日本語Ⅱ ５ みんなの日本語初級Ⅱ 桑原陽子
沢崎幸江，高瀬公子，
市村葉子，敷田紀子

日本語Ⅲ ４ 中級へ行こう 山中和樹
敷田紀子，高瀬公子，
村上洋子

日本語Ⅳ ４ ニューアプローチ中級基礎編 膽吹覚
敷田紀子，高瀬公子，
村上洋子

科目名 コマ／週 教 科 書 コーディネーター 担当教員

日本語Ⅰ ５ みんなの日本語初級Ⅰ 今尾ゆき子
市村葉子，高瀬公子，
村上洋子，斎藤ますみ

日本語Ⅱ ５ みんなの日本語初級Ⅱ 桑原陽子
斎藤ますみ，沢崎幸江，
高瀬公子

日本語Ⅲ ４ 中級の日本語 山中和樹
沢崎幸江，敷田紀子，
高瀬公子，村上洋子

日本語Ⅳ ４
日本語上級読解―３０の素材か
ら見えてくる日本人のいま―

膽吹覚
敷田紀子，市村葉子，
高瀬公子，村上洋子

科目名 コマ／週 教 科 書 コーディネーター 担当教員

日本語Ⅰ ５ みんなの日本語初級Ⅰ 今尾ゆき子
敷田紀子，酢谷尚子，
高瀬公子，沢崎幸江

日本語Ⅱ ５ みんなの日本語初級Ⅱ 桑原陽子
高瀬公子，沢崎幸江，
酢谷尚子

日本語Ⅲ ４ 中級の日本語（前半部） 山中和樹 沢崎幸江，村上洋子

日本語Ⅳ ４ 中級の日本語（後半部） 膽吹覚
酢谷尚子，高瀬公子，
村上洋子

科目名 コマ／週 教 科 書 コーディネーター 担当教員

日本語Ⅰ ５ みんなの日本語初級Ⅰ 今尾ゆき子
斎藤ますみ，高瀬公子，
酢谷尚子

日本語Ⅱ ５ みんなの日本語初級Ⅱ 桑原陽子
高瀬公子，酢谷尚子，
斎藤ますみ

日本語Ⅲ ４ 新日本語の中級 山中和樹 酢谷尚子，斎藤ますみ

日本語Ⅳ ４ 日本語上級話者への道 膽吹覚 酢谷尚子，高瀬公子

表�－２５ 通常開講科目等一覧

〈平成１９年度・前期〉

〈平成１９年度・後期〉

〈平成２０年度・前期〉

〈平成２０年度・後期〉
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②臨時開講科目 －日本語能力試験対策クラス－

平成２１年度後期に日本語能力試験対策クラスを臨時に開講した。これは、この学期から日本

語Ⅰを日本語研修コースとの合同授業の形態に変更したために、謝金講師費に若干のゆとりが

生じたために、受講生からの要望に応えるかたちで開講したものである。ただし、１２月に実施

される日本語能力試験の１級か２級を必ず受験することを受講資格の条件とした。今回の日本

語能力試験対策クラスの概要は下記の如くである。

科目名 コマ／週 教 科 書 コーディネーター 担当教員

日本語Ⅰ ５ みんなの日本語初級Ⅰ 今尾ゆき子
澤崎幸江，斎藤ますみ，
高瀬公子，酢谷尚子，
鶴町佳子

日本語Ⅱ ５ みんなの日本語初級Ⅱ 桑原陽子
斎藤ますみ，高瀬公子，
酢谷尚子，鶴町佳子

日本語Ⅲ ４ 新日本語の中級 膽吹覚
酢谷尚子，斎藤ますみ，
市村葉子

日本語Ⅳ ４
中級日本語文法要点整理ポイ
ント２０

山中和樹 酢谷尚子，村上洋子

科目名 コマ／週 教 科 書 コーディネーター 担当教員

日本語Ⅰ（注１） ５ みんなの日本語初級Ⅰ 桑原陽子
桑原陽子，敷田紀子，
沢崎幸江

日本語Ⅱ ５ みんなの日本語初級Ⅱ 今尾ゆき子
高瀬公子，酢谷尚子，
斎藤ますみ

日本語Ⅲ ４ 新日本語の中級 膽吹覚
市村葉子，酢谷尚子，
斎藤ますみ，鶴町佳子

日本語Ⅳ ４
日本語上級読解―３０の素材か
ら見えてくる日本人のいま―

山中和樹
鶴町佳子，斎藤ますみ，
高瀬公子，村上洋子

科目名 担当教員 受講生数 合格者数 合格率

１級対策クラス 村上洋子 ９ ６ ６７％

２級対策クラス 斉藤ますみ ７ ４ ５７％

〈平成２１年度・前期〉

〈平成２１年度・後期〉

（注１）２００９年後期から日本語Ⅰは日本語研修コースと合同授業となった。

表�－２６ 日本語能力試験対策クラスの概要

開講期間：平成２１年９月３日～１２月３日

開講コマ数：全１８コマ

コーディネーター：膽吹覚

教科書：プリント配布
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平成２１年度後期に臨時に開講した日本語能力試験対策クラスは、受講目標が明確なために、

受講生の学習意欲は極めて高く、教員・留学生ともに、今後も継続して開講されることを希望

する声が上がった。そこで、翌２２年度からは、その名称を日本語能力試験対策講座と改称し、

留学生センターの第２期中期目標・中期計画に位置づけ、全学向け日本語コースの新たな講座

として再出発することになった。今後、本講座の更なる充実を図りたい。

（８）受講者数の推移

平成１９年度から平成２１年度までの３年間に本コースに登録した留学生数を、学期ごとに平均化

すると、表Ⅱ－２７にあるとおり５５名であった。この期間の本学の留学生総数は約２３０名であるか

ら、留学生全体の約１／４が本コースに登録したことになる。また、留学生センターの規定であ

る２／３以上の出席を満たした学生は、学期あたり平均で３０名であった。この３０名という数字が、

本コースを実際に学んだ、学期ごとの留学生数といってよいであろう。これは、福井大学で学ぶ

留学生のおよそ８人に１人が、本コースを実際に受講した計算になる。全学向け日本語コースは、

留学生センターが実施する日本語教育の中で、最大の受け皿となっている。

このように本コースは留学生センターの日本語教育において重要な位置を占めるにも関わらず、

表Ⅱ－２７に示したとおり、この３年間は平成１５～１８年度の平均値と比較して、全科目を通じて、

登録者数、２／３以上出席者数、合格者数のすべての点において、３年連続して減少している。

これは深刻な問題であると理解している。その対応策については（１３）課題で述べる。

（９）修了テスト

全学向け日本語コースは単位が認定される正規のプログラムではないが、学期末には修了テス

トを実施し、その結果を優・良・可・不可で評価している。また、本コースの修了証明書を希望

する留学生には留学生センター長名で修了証明書（日本語版・英語版）を交付している。

科
目
名

項目
１９年度 ２０年度 ２１年度 １９～２１年度

の平均

（参考）
１５～１８年度
の平均前期 後期 前期 後期 前期 後期

日
本
語
Ⅰ

登録者数
３

（１００）
１７

（１００）
４

（１００）
１４

（１００）
１３

（１００）
１３

（１００）
１０．７
（１００）

１５．３
（１００）

２／３以上
出席者数

１
（３３）

１３
（７６）

３
（７５）

１０
（７１）

６
（４６）

８
（６２）

６．８
（６４）

１１．５
（７５）

合格者数
１

（３３）
１１

（６５）
３

（７５）
６

（４３）
４

（３１）
７

（５４）
５．３
（５０）

８．６
（５６）

日
本
語
Ⅱ

登録者数
２２

（１００）
１１

（１００）
１９

（１００）
１６

（１００）
９

（１００）
１１

（１００）
１４．７
（１００）

１６．８
（１００）

２／３以上
出席者数

１４
（６４）

７
（６４）

１４
（７４）

８
（５０）

８
（８９）

６
（５５）

９．５
（６５）

１１．１
（６６）

合格者数
１１

（５０）
５

（４５）
１１

（５８）
６

（３８）
８

（８９）
６

（５５）
７．８
（５３）

７．９
（４７）

表�－２７ 全学向け日本語コースの科目別・年度別の受講生数の推移
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（１０）情報公開

留学生センターでは「日本語プログラム」を学期ごとに作成し、それをオリエンテーションで

留学生に配布し、その中で、全学向け日本語コースの時間割や教科書、担当教員などの情報を公

開し、留学生の便宜を図ってきた。加えて留学生センターのホームページでシラバスなどを公開

し、本学で学ぶ留学生だけではなく、より広く学外にもその情報を公開し、提供している。

（１１）松岡キャンパスの日本語補講

松岡キャンパスでは、医学部という特殊性を考えて、医学系留学生のニーズに合わせた日本語

補講（通年）が開講されている。ただし、松岡キャンパスには留学生への日本語教育担当の専任

教員は配置されておらず、そこで開かれる日本語教室は補講講師が担当している。なお、この補

講講師の人事並びに経費、更には授業内容に至るまで、すべて医学部が管理運営しており、留学

生センターは全く関与していない。参考までに平成１９～２１年度に開講された授業の概要を表Ⅱ－

２８として掲出する。

日
本
語
Ⅲ

登録者数
１６

（１００）
１４

（１００）
１５

（１００）
１０

（１００）
１６

（１００）
１３

（１００）
１４．０
（１００）

１７．６
（１００）

２／３以上
出席者数

９
（５６）

９
（６４）

５
（３３）

６
（６０）

９
（５６）

６
（６０）

７．３
（５２）

１０．６
（６０）

合格者数
６

（３８）
８

（５７）
５

（３３）
６

（６０）
６

（３８）
６

（６０）
６．２
（４４）

６．４
（３６）

日
本
語
Ⅳ

登録者数
１９

（１００）
１５

（１００）
１９

（１００）
１６

（１００）
１１

（１００）
１４

（１００）
１５．７
（１００）

１４．４
（１００）

２／３以上
出席者数

７
（３７）

５
（３３）

８
（４２）

６
（３８）

８
（７３）

４
（２９）

６．３
（４０）

９．０
（６３）

合格者数
５

（２６）
４

（２７）
５

（２６）
５

（３１）
８

（７３）
２

（１４）
４．８
（３１）

６．６
（４６）

全

体

登録者数
６０

（１００）
５７

（１００）
５７

（１００）
５６

（１００）
４９

（１００）
５１

（１００）
５５．０
（１００）

６５．０
（１００）

２／３以上
出席者数

３１
（５２）

３４
（６０）

３０
（５３）

３０
（５４）

３１
（６３）

２４
（４７）

３０．０
（５５）

４２．６
（６６）

合格者数
２３

（３８）
２８

（４９）
２４

（４２）
２３

（４１）
２６

（５３）
２１

（４１）
２４．２
（４４）

２９．１
（４５）

科 目 名 コマ数 教 科 書 受講者数 担当教員

日本語課外補講（初級コース） １／週 みんなの日本語初級Ⅰ ７ 定啓子

日本語課外補講（中級コース） ２／週 みんなの日本語初級Ⅱ ７ 森田智子

（単位は名。括弧内の数値は各学期の科目ごとに登録者数を分母とした割合を示す）

表�－２８ 松岡キャンパス日本語補講の概要

＜平成１９年度＞
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（１２）評価

本コースでは受講生への授業アンケートを実施していない。しかし、表Ⅱ－２４に示したとおり、

本コースを受講した学生の７１％が、継続して本コースを登録している。この７１％という数字は、

本コースで学ぶ受講者の日本語学習に対する意欲の高さと、本コースの授業に対する受講生の満

足度の高さとを表わしていると解釈してよいであろう。今後はしかし、後述する受講者数の減少

という問題の解決に向けて、本コースの受講者への授業評価アンケート実施を視野に入れた検討

が必要であろう。

（１３）課題

本コースの最大の問題は、表Ⅱ－２７に示したとおり、全科目にわたって受講者数が減少してい

ることである。平成１５～１８年度の受講者数を１００とすると、平成１９～２１年度の３年間は、全体の

登録率が１５％減少し、２／３以上出席者数は３０％も大幅に減少している。

この問題を解決するためには、本コース受講者に対する授業評価アンケートを実施し、その原

因の解明を図る必要がある。アンケートでは、受講者への授業評価をはじめ、本コースで開講し

て欲しい科目など、受講生のニーズも探りたい。また、本コースに登録しながらも何等かの理由

で受講しなかった、あるいは受講できなかった学生に対しては、なぜ継続して受講できなかった

のか、その理由を率直に聞きだせるような質問を設けたい。そして、このアンケートの結果に基

づいて、本コースの改善を図りたいと考えている。

�．全学向けの教育

３－１．共通教育

１．センター教員の担当科目

表Ⅱ－２９に平成１９年度から平成２１年度まで留学生センター教員が担当した共通教育科目を示す。

科 目 名 コマ数 教 科 書 受講者数 担当教員

日本語課外補講（初級コース） １／週 みんなの日本語初級Ⅰ ５ 定啓子

日本語課外補講（中級コース） ２／週 日本語中級Ｊ３０１ ７ 森田智子

科 目 名 コマ数 教 科 書 受講者数 担当教員

日本語課外補講（初級コース） １／週 みんなの日本語初級Ⅰ ９ 定啓子

日本語課外補講（中級コース） ２／週 日本語中級Ｊ３０１ ７ 森田智子

＜平成２０年度＞

＜平成２１年度＞
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２．プレースメントテスト

３年次編入生の中には、上級クラスで受講する能力があるにもかかわらず、奨学金取得のため、

「優」の数を増やすのが目的で、プレースメントテストで故意に得点を低くして、中級クラスに

配属される学生が出てきた。このため、平成２２年度より、３年次編入生はすべてプレースメント

テストを免除して、上級クラスを受講させることにした。

科目群 科目名 単
位

担当教員

平成１９ 平成２０ 平成２１

基
礎
教
育
科
目

日本語Ａ（中級） ２ 山中 山中 桑原

日本語Ｂ（中級） ２ 膽吹 膽吹 山中

日本語Ｃ（中級） ２ 桑原 桑原 山中

日本語Ｄ（中級） ２ 山中 山中 膽吹

日本語Ｅ（上級） ２ 今尾 今尾 膽吹

日本語Ｆ（上級） ２ 今尾 今尾 桑原

日本語Ｇ（上級） ２ 膽吹 膽吹 今尾

日本語Ｈ（上級） ２ 桑原 桑原 今尾

教
養
教
育
・
副
専
攻
科
目

応用日本語Ⅰ ２ 中島 中島 山中

応用日本語Ⅱ ２ 中島 中島 山中

日本事情Ａ ２ 膽吹 山中 膽吹

日本事情Ｂ ２ 今尾 今尾 今尾

多文化コミュニケーションＡ１）

（異文化コミュニケーションＡ）
２ 山中 山中 山中

多文化コミュニケーションＢ２）

（日本語コミュニケーションＢ）
２ 不開講 今尾 不開講

多文化コミュニケーションＣ３）

（異文化コミュニケーション）
２ 山中 不開講 山中

日本の文化 ２ 膽吹 山中 膽吹

大学教育入門セミナー４） ２ 山中、桑原 担当なし 担当なし

表�－２９ 共通教育担当科目

注：１）「多文化コミュニケーションＡ」は留学生対象の「異文化コミュニケーションＡ」と合同授業。
２）「多文化コミュニケーションＢ」は偶数年開講で、留学生対象の「日本語コミュニケーションＢ」と

合同授業。
３）「多文化コミュニケーションＣ」は奇数年開講で、留学生対象の「異文化コミュニケーションＣ」と

合同授業。
４）異文化交流講座所属教員とのリレー講義。
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３．運営状況

下の表からわかるように、平成１９年度以降、１級レベルの能力を有する学生は明らかに減少傾

向にある。また、中級クラスのレベルも低下していて、全体的な学生のレベルの低下が懸念され

る。（表Ⅱ－３０）。しかしながら、２．プレースメントテストの項で述べたように、故意に得点を低

くする学生がいたので、特に、平成１９、２０年度のデータについては信頼性に疑問が残る。

（１）日本語科目

平成２１年度に開講時間の変更をしたが、その理由は次のとおり。

学部の専門科目との関係で、日本語科目を履修する時間帯が限られている（例えば、前期火曜

日４限）学生は日本語Ａを履修した翌年も同じ科目しか履修する科目がない。日本語Ｂを履修し

たくてもできないようになっていた。この問題を解消するために、開講時間の組み替え（担当者

の配置換え）を行った。

年度テスト結果 平成１９ 平成２０ 平成２１

上級クラスの平均点（人数） ６８点（１５） ７３点（７） ６３点（４）

中級クラスの平均点（人数） ４４点（１３） ４０点（１２） ３４点（５）

全体平均点（受験者総数＊） ５７点（２８／１２＊） ５２点（１９／６＊） ４７点（９／１＊）

科目
開講時間

履修者数

授 業 概 要Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

Ｈ１９，２０ Ｈ２１ 学 科 学 科 学 科

日本語Ａ
前期
火４限

前期
火３限

４ ０ ８ ０ ７ ２
作文・会話練習、初級文法の定着（Ｈ
１９，２０）、文型・語彙の拡充（Ｈ２１）

日本語Ｂ
後期
火４限

後期
火３限

２ ０ ２ ２ １１ ５
作文、会話練習（Ｈ１９，２０）、速読によ
る読解（Ｈ２１）

日本語Ｃ
前期
火３限

前期
火４限

１１ ２ １０ １ ６ ２
文型・語彙の拡充（Ｈ１９，２０）、雑誌記
事の読解（精読）（Ｈ２１）

日本語Ｄ
後期
火３限

後期
火４限

１０ ０ ６ ３ ２ ３
接続表現、「は」と「が」、「のだ」等（Ｈ
１９，２０）、文章作成の技術の習得（Ｈ２１）

日本語Ｅ
前期
火４限

前期
火３限

４ ５ ４ ９ １６ ８
日本語能力試験１級対策の文法・語彙
（Ｈ１９，２０）、会話練習（Ｈ２１）

日本語Ｆ
後期
火４限

後期
火３限

５ ３ ５ ３ ３ ５
日本語能力試験１級対策の文法・語彙
（Ｈ１９，２０）、新聞記事等の読解（Ｈ２１）

日本語Ｇ
前期
火３限

前期
火４限

１６ ４ １０ ６ ４ ７
聴解（Ｈ１９）、短文作成による副詞の用
法習得（Ｈ２０）、読解、作文（Ｈ２１）

日本語Ｈ
後期
火３限

後期
火４限

１０ １ ６ ６ ３ ６ 読解、作文

表�－３０ 正規学部留学生のプレースメントテスト結果

＊３年次編入者数：内数 平均点：小数点以下四捨五入。

表�－３１ 日本語科目
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（２）文化系科目

４．課 題

日本語科目の開講時間を分散させるためには、共通教育科目授業時帯における外国語科目との

調整が必要であるが、共通教育委員会での承認を得る必要があり、作業には多大な時間を要する

ため、いまだに実現しないでいる。

３－２．学部専門教育

１．現 状

留学生センター教員は、留学生センター省令化（平成１５年）以前における所属学部の専門科目

を継続して担当している。平成１９年度、教育地域科学部に所属していた教員は地域文化課程の課

程共通科目および異文化交流コ－ス専門科目を担当した。平成２０年度、地域文化課程は地域科学

科 目
開講
時間

履修者数（内数）１）
授 業 概 要

平成１９ 平成２０ 平成２１

応用日本語Ⅰ
前期
月２限

２６（９） ２３（５） ２１（６）
日本の職場マナーと企業文
化の理解

応用日本語Ⅱ２）
後期
月１限

２８（８） ２６（８） ２２（８）
ＴＶドラマに見る日本社会
と精神風土の理解

日本事情Ａ
前期
火１限

２２（５） １１（３） １７（３）
日本の地理・自然・気候・
伝統芸能の紹介及び学習

日本事情Ｂ
後期
火２限

３（３） １２（５） １８（３）
日本の年中行事・社会習慣
・文化の理解

多文化コミュニケーションＡ３） 後期
木１限

２０ １９ １９ 異文化理解のための態度や
スキルの習得等多角的な異
文化トレーニング異文化コミュニケーションＡ １４（１１）２０（１２）１６（１）

多文化コミュニケーションＢ 前期
木１限

不開講
２３

不開講
環境問題等に関する討論を
通じての異文化理解と多様
な価値観の受容日本語コミュニケーションＢ ９（０）

多文化コミュニケーションＣ４） 前期
木１限

２０
不開講

２０ 異文化トレーニングを通じ
ての異文化理解と適応能力
の向上異文化コミュニケーションＣ １４（３） １５（５）

日本の文化
前期
木１限

２４（０） １６（１） ２０（５）
日常生活（VTR）に見る日
本の文化の理解・受容

表�－３２ 日中言語文化系、日本語日本文化系科目

注：１）（内数）：日本語・日本文化研修生・交換留学生
２）平成１９年：火曜２限の開講
３）日本人学生対象の「多文化コミュニケーション科目」は留学生対象の「異文化（日本語）コミュニケ

ーション」科目と合同授業。
４）平成１９年：月曜２限の開講
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課程となり留学生センター教員担当科目は廃止されたが１）、平成１９年度入学の旧課程学生が受講

するため、平成２２年度まで引き続き旧課程の開講科目を担当することとなっている。専門セミナ

ーについても、異文化交流コースの学生２名を限度に卒業論文の指導をすることとなっており、

センター移籍後も教育地域科学部に大きく貢献している。なお、また、工学部留学生担当であっ

た教員はセンター移籍後も工学部基礎専門科目としての工業日本語を４科目担当し、本学学部留

学生の９０％以上を占める工学部留学生に対する専門日本語教育を担っている。表Ⅱ－３３に留学生

センター教員の担当科目を示す。

学
部 科 目 小科目 単

位
必修／
選択

担当
教員

受講者数（内数：科目等履修生）

平成１９ 平成２０ 平成２１

教

育

地

域

科

学

部

地域文化
課程
共通科目

地域研究
基礎科目

日本アジア文化論２） ２ 選必 膽吹 ２８（４） ― ―

基礎専門科目
異文化教育論 ２ 選必 桑原 ３５（１） ２（２） ２（２）

情報化と日本語 ２ 選必 今尾 ２７（２） ６（１） ３（２）

異文化交流
コース
専門科目

日本語科目

日本語文章表現 １ 必修 山中 ２３（２） ４（２） ０

日本語音声表現 １ 必修 桑原 ２３（２） ２（０） ０

日本語文法論 ２ 選択 今尾 ５１（５） ２３（３） １９（６）

日本語教育論３） ２ 選択 桑原 ― ２２（０） ―

異文化理解科目 日本文化講義４） ２ 選択 膽吹 ― ３０ ―

専門セミナー
専門セミナー
（卒業論文指導）

４ 必修

今尾 ０ ０ ０

山中 ０ ０ ０

桑原 ２ １ ０

膽吹 ２ ２ ２

工

学

部

基礎専門科目

工業日本語Ⅰ５）
２ 選択 中島 ４６（３） ３７（３） ３７（１）

工業日本語Ⅲ

工業日本語Ⅱ
２ 選択 中島 ４３（４） ３８（５） ３１（１）

工業日本語Ⅳ

表�－３３ 留学生センター教員の担当科目

注：１）新課程は地域政策領域と人間文化領域から成り、人間文化領域は生涯学習系、国際文化系、言語コミ
ュニケーション系で構成され、「日本語文法論」は新課程の人間文化領域専門教育科目（言語コミュ
ニケーション系科目群）として開講され、引き続き担当。

２）異文化交流講座教員との共同担当（平成１９年度：前半部を膽吹教員。）
３）偶数年開講。
４）偶数年開講。
５）「工業日本語Ⅰ」～「工業日本語Ⅳ」は工学部１、２年生の混合クラスで、「工業日本語Ⅰ」と「工業

日本語Ⅱ」は１年次受講科目、「工業日本語Ⅲ」「工業日本語Ⅳ」は２年次受講科目である。
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２．課 題

（１）「工業日本語Ⅰ」～「工業日本語Ⅳ」は受講者数が３０～４０名と多く、受講者の十分なフォ

ローと教材作成の負担を軽減するためにも、１年生と２年生の２クラスに分割することが望

ましい。

（２）「工業日本語Ⅰ」～「工業日本語Ⅳ」では最新の新聞・雑誌等から科学工業関連記事を編

集して教材として使用している。従来は中国人留学生が大半を占めていたが、近年、受講者

の大半をマレーシア人、ベトナム人等非漢字圏の留学生が占めるようになった。視聴覚教材

への要望の高まり、補助教材作成など配慮が必要となっている。

３－３．大学院教育

留学生センター教員はそれぞれの専門に応じて大学院教育に関わり、各研究科における講義を

担当している。留学生センター省令化以前に教育地域科学部に所属していた教員は、引き続き教

育学研究科教科教育専攻・国語教育専修の専任教員として、修士論文の審査、研究科会議への参

加、大学・大学院の入学試験問題作成および採点などを行っている。現在大学院教育を担当して

いる教員、該当研究科および担当科目を表Ⅱ－３４に示す。

研究科 区分・分野 担当科目 担当教員

教育学研究科
教科教育専攻・
国語教育専修

国語学 国語学特別演習Ⅱ 今尾

国語学 国語学特論Ⅱ 今尾

国語学 日本語教育特論 桑原

国語学 日本語教育特別演習 桑原

国文学 国文学特論 膽吹

国文学 国文学特別演習Ⅰ 膽吹

国語科教育 国語科教育実践研究＊ 今尾、桑原、膽吹

工学研究科
共通 工業日本語特論Ⅰ 中島

共通 工業日本語特論Ⅱ 中島

表�－３４ センター教員の担当科目

＊国語教育専修全教員のリレー講義。平成１９年度担当。平成２０年度「協同実践研究」開始により廃止。
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留学生センターはその規程第３条（業務）第３項に「外国人留学生に対する修学上及び生活上

の指導相談に関すること」及び第４項に「海外留学希望学生に対する修学上及び生活上の指導助

言に関すること」を掲げている。更に、中期目標として「留学生センターに国際交流機能を持た

せ、国際交流の一層の推進を図る。」を掲げている。

外国人留学生及び日本人学生双方の指導助言においては、中期目標でもある「国際交流の推進」

と統合的にとらえて、業務を遂行している。

�．学生支援の考え方

学生支援、特に留学生への相談業務の考え方は次の通りである。

（１）各種学内活動及び地域交流活動を通して、留学生と留学生、留学生と日本人学生、留学生

と地域市民、留学生と産業界、等々のネットワークを構築し、そのネットワークを通して、

学生を支援する。

（２）問題が発生してから対応する問題解決型の相談から、問題発生を未然に予防する、更には、

自己研鑽・社会活動展開のための相談へと、その重点の移行を目指す。

（３）精神的な落ち込み等のケアにおいても、多くの場合、その背後にある、より具体的な問題

の解決なしには対処できないことに留意する。

（４）発生した問題解決においては、学内外の諸機関・専門家と連携して解決する。

（５）可能な限り授業を多く担当し、留学生との日常的な接点を構築する。

（相談担当者が持つ授業に毎学期約１００名の受講生がいるので、在学留学生２５０名、ほぼ全員と

顔が見える関係にあり、且つ、e-mail address等を把握している）

�．留学生支援

２－１．相談業務

（１）相談・交流部門の人員体制

福井大学留学生センターでは相談・交流部門に中島教員１名が配置されている。他方、国際課

には課長以下職員が４名、事務補佐員が２名いる。国際課には主に事務手続き関係の質問が行き、

相談・交流担当教員の方には、より複雑な問題について、腰を据えてゆっくり相談したい場合に

やってくる。

それぞれの相談に費やす時間は１回３０分から１時間程度である。

（２）相談の場所と時間帯

いわゆる相談専用室はなく担当教員の研究室で相談を受ける。研究室には５人用のソファーセ

ットがあり、寛いだ雰囲気が提供できる環境にある。相談時間帯は留学生センターホームページ

��．．学学生生支支援援
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（http://ryugaku.isc.u-fukui.ac.jp/）に掲載されている。また、研究室入口ドアには「いつでも
はい ふ ざ い ば あ い うえ かご

どうぞお入りください。不在の場合のメモは上の籠にいれてください」との掲示があり、籠が用

意されている。つまり、下記時間外でも、授業中でない限り相談を受ける。

（３）相談状況

相談・交流担当教員の本学着任日（平成１２年８月１日）以降の全相談データを記録し、身分別、

内容別に分類してあるので、いつでも統計資料が作成できる状態になっている。

①身分別相談状況

平成１９年度～平成２１年度における身分別相談状況は下記の通りである。

以下相談件数はすべて、相談・交流担当教員の研究室来訪による相談のみである。e-mailによ

る相談、国際課における相談等は含まれていない。

さて、在学留学生の身分別の割合が、概ねそのまま、身分別相談件数の分布割合と符合して

いる。

ただ、大学院生はその在学生割合（４２％）よりも相談件数が４５．６％と多くなっている。それ

は、大学院生の場合は、母国で学部教育を受けた後来日し、半年とか１年の研究生生活を経て、

院生になる学生が多いためである。日本滞在期間が短く、日本語力も低いため、適応力、問題

曜日 午前 午後

月 １４：００～１７：００

水 ９：００～１２：００

木 ９：００～１２：００

金 ９：００～１２：００

医 学 部 ・
医学系研究科

教育地域科学部・
教育学研究科

工 学 部 ・
工学研究科

小 計
合計 割合

男 女 男 女 男 女 男 女

大学院生 ０ １ ４ ２５ １７６ ５１ １８０ ７７ ２５７ ４５．６％

学部学生 ０ ０ ６ ０ ７９ ４８ ８５ ４８ １３３ ２３．６％

研究生 ０ ０ １６ １４ ３９ １５ ５５ ２９ ８４ １４．９％

特別聴講生 ０ ０ １２ ４７ １８ １２ ３０ ５９ ８９ １５．８％

小 計 ０ １ ３８ ８６ ３１２ １２６ ３５０ ２１３ ５６３ １００．０％

合 計 １ １２４ ４３８ ５６３

割 合 ０．２％ ２２．０％ ７７．８％ １００．０％

表�－１ 相談の時間帯

表�－２ 平成１９～２１年度の留学生身分別相談状況

（相談件数）
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解決力が弱い。更に、修了者の大半が日本国内就職を目指すこと、研究の壁にぶつかることが

多いこと、それらも相談件数の増加要因となっている。

他方、学部生は在学生割合（３１％）に比べて相談件数が低い。それは、日本語学校を経て日

本語力を身につけ日本語による留学生試験を突破し、授業もすべて日本語で受講するなど、日

本語力もある上に、日本滞在経験も長く問題解決力があるからである。

また、大学院生や研究生の場合は、研究室に所属しているので、指導教員や研究室仲間との

緊密な人間関係が構築できるが、そのような環境にない科目等履修生は周りに相談する相手が

少なく、孤立することがある。

尚、医学部・医学研究科の場合、留学生数自体が少ないこと、それに両キャンパスが地理的

に離れていることから相談はほとんどない。全員が大学院生又は研究生で、研究室に所属し、

指導教員や研究室の仲間の支援を受けていると思われる。尚、学内交流活動や地域交流活動に

は医学研究科の学生も積極的に参加している。相談・交流担当教員から交流関係情報が常時メ

ールで配信されているからである。

②内容別相談状況

平成１９年度～平成２１年度における内容別相談状況は下記の通りである。

� 研究・学習

研究学習に関する相談は例年多いが、院生からの相談がほとんどである。研究室内の人間関係、

研究テーマそのもの、学位論文執筆の壁、などがある。修士論文で悩んで相談に来る学生は皆無

に近いが、博士論文の場合にはかなりの学生がノイローゼ気味になる。査読の結果が届かない、

規定の論文数になっているのに指導教員が予備審査を開いてくれない、今のテーマでは論文が書

医 学 部 ・
医学系研究科

教育地域科学部・
教育学研究科

工 学 部 ・
工学研究科

小 計
合計 割合

男 女 男 女 男 女 男 女

研究・学習 ０ ０ ５ １２ ５３ １５ ５８ ２７ ８５ １５．１％

就職・アルバイト ０ ０ １５ ２０ ７９ ２９ ９４ ４９ １４３ ２５．４％

奨学金・授業料 ０ ０ ０ ０ １３ １６ １３ １６ ２９ ５．２％

生活一般 ０ ０ ５ ４ ２４ ２０ ２９ ２４ ５３ ９．４％

入学・進学 ０ １ ６ ２７ ４４ ２３ ５０ ５１ １０１ １７．９％

交流活動 ０ ０ ５ １７ ６２ １１ ６７ ２８ ９５ １６．９％

ビザ・在留 ０ ０ ２ ５ ７ ４ ９ ９ １８ ３．２％

事件・事故 ０ ０ ０ １ ３０ ８ ３０ ９ ３９ ６．９％

小 計 ０ １ ３８ ８６ ３１２ １２６ ３５０ ２１３
５６３ １００．０％

合 計 １ １２４ ４３８ ５６３

割 合 ０．２％ ２２．０％ ７７．８％ １００．０％

表�－３ 平成１９～２１年度の相談内容別相談状況

（相談件数）
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けない、などである。研究テーマや指導教員を変更したいということで、関係者と協議の上、結

局研究室を変更するケースもある。

近年目立っているのが、博士の学位が取れずに、失意のまま帰国するケースが増えていること

である。学ぶ側だけでなく、指導する教員の方にも問題点があると思われるケースもある。本国

政府の奨学金を受給している場合は、大使館等とも連絡調整しながら、本人の将来設計への影響

を最小限にすべく対応している。

� 就職・アルバイト

本学留学生の国内就職者数が、２００７年度３０名、２００８年度２０名、２００９年度１５名となっているよう

に、この３年間就職環境は年々厳しくなっている。エントリーシートに登録しても、なかなか面

接まで行けない。面接まで行っても落ちてしまう。連戦連敗の就職戦線に行き詰まり、自信を喪

失する学生も多い。そのような学生に対して、心のサポートをすることが増えた。

一方、どんなに心のサポートをしても、就職が決まらないと問題は解決しないので、留学生セ

ンターラウンジにおける個別企業会社説明会を実施したり、希望分野の会社をインターネットで

一緒に検索したり、商工会議所等での講演で採用を呼びかけたりして、側面から支援している。

就職に関する相談が例年相談件数のトップであるが、商工会議所、福井労働局、福井入国管理

事務所との連携、特に産業界とのネットワークを通して支援している。

� 奨学金・授業料

奨学金・授業料の相談件数が少ないのは、まず奨学金案件そのものが少ないこと、また、授業

料免除は学生課が窓口であるためと思われる。ここ数年目立ってきたのが、授業料が払えずに除

籍処分になって大学を去る学生が増えていることである。アルバイトもしないでのんびり過ごし

て、納入期限の土壇場で相談に来るなど、資金計画、生活設計の習慣が身についていないことが

その主な原因であった。成績も芳しくなく、授業料免除もなく、バイトもせず、という学生への

対応に苦慮している。

� 生活一般

生活一般に関する相談は少ないが、健康問題、アパート隣人とのトラブル、異国での生活によ

る情緒不安、結婚直後に妻を残しての来日、子供を母国に残しての来日、また、逆に、日本語が

出来ない妻を同伴したことによる問題、乳幼児を同伴しての単身来日等々、その問題発生要因は

他方面にわたる。

住宅賃貸契約における保証人問題は外国人留学生支援会発足により機関保証制度が整ったため、

皆無であった。

� 入学・進学

入学進学に関する相談は学内進学、学外進学、更には第三国への進学相談があり、特に最近は

第三国への進学相談が増えている。相談内容は、指導教員の探し方、研究計画作成の指導、推薦

状作成依頼がほとんどである。
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� 交流活動

学生の地域理解や親日感は、パーティ等に招待されることからではなく、地域の国際化への積

極的貢献から生まれるとの認識から、小中学校や県内機関に留学生を講師として積極的に派遣し

ている。相談内容としては、小学校等での発表方法や、準備内容等に関するものが相変わらず多

いが、その他に、引き受けたいが、指導教員が厳しくて許可がもらえそうにないというのもある。

指導教員が交流活動と研究活動のバランスに苦慮している面が見られる。

� ビザ・在留

相談件数が少ないのは、各種ビザの取得・更新手続き等に関しては国際課留学生係が中心に処

理して、国際課段階で解決されているからだと思われる。相談担当教員への相談案件は、家族や

友人のビザ取得に関しての相談が中心である。

２００８年度には南米の留学生が帰国途中に東京に滞在したまま、なかなか帰国しなかったため、

フライトの再取得、帰国経由国ビザの再取得などについて現地日本国大使館とも連携しながら対

応する事案もあった。

� 事件・事故

事件・事故に関する相談は全般に少ないが、その大半は交通事故案件である。被害者としてだ

けでなく、加害者の場合もあり、対応が難しい。いずれの場合も、国際課職員、指導教員、保険

会社、警察などと緊密な連携をとりながら対処している。

留学生が郊外大型店で万引きをし、逮捕され、１２日間勾留される事件が発生した。担当刑事と

面談や電話での調整をしつつ、日本司法支援センター（法テラス）派遣の弁護士とも打ち合わせ

を重ねながら、面会、差し入れを続け、フォローした。本件は、留学生本人の将来を考慮し、且

つ、他の留学生への影響を避けるべく、学内的には関係者数人のみで協議を重ね、慎重に対応し

た。不起訴処分となったのちは、身元引受人として定期的に本人と面談し、指導支援した。帰国

した後も、本学の温かい対応に感謝のメールをもらい続けている。

� その他

海外から直接メールが入り、修士課程、博士課程への入学等に関する問い合わせや相談を受け

ることが多い。主に工学部・工学研究科に関するもので、指導教員を紹介してほしいというもの

である。その場合には、当該学科の留学生委員会委員に情報を転送し、学科内全教員に受入意思

を確認するように依頼している。毎年このような形で２、３名が本学研究科に入学している。

（４）相談業務における課題

① 学生を支援するためには、幾重もの人的ネットワーク作りを更に推進すること必要がある。

② 留学生センターの施設が分散し、且つ、日本語教育の教室から離れた場所に相談担当教員

の研究室があるため、留学生が相談に来ても不在なことがある。相談業務を含め、センター

業務全体が有機的な機能を果たすためには、センター施設の集中化が望まれる。
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２－２．就職支援

（１）支援の流れ

社会・経済のグローバル化が進む中で、地域経済界が生き延びる、更に発展するためには、各

企業の国際化は喫緊の課題である。そして、その柱となるのが、国際戦略を担う人材確保である。

他方、留学生も卒業後、実務経験を身につけたい、更には、人生設計を日本の産業界に求めたい

という学生が増えている。留学生センターは双方のニーズを調整しながら、留学生支援および経

済界、特に県内企業の国際化支援を行っている。

（２）日本企業就職希望者支援のための日本勤務中先輩及び就職内定者との交流会

平成２１年１１月の「福井大学留学生同窓会日本支部」総会開催に合わせて、日本企業就職希望者

支援のための交流会を実施した。東京、大阪、名古屋を含む国内就職中の先輩１４名も駆けつけ、

まず先輩３名が日本企業での就業体験談を、次に平成２２年春国内就職が内定している在学生３名

が就職活動体験談をそれぞれ発表し、就職希望在学生を勇気づけた。

昨今の厳しい就職状況から、今後も福井大学留学生同窓会日本支部の支援を受けて、この種の

交流活動を展開していきたい。

２月中旬

内容 ：過去の就職実績・平成２０年度（２００８年度）の内定状況について
：これからの就職活動と相談について（就職の心構え、就職ナビ登録、履歴書
作成法、自己ＰＲ書の書き方、内定後の注意事項等）

：各種資料配布
「就職活動の手引き２００９年」福井大学作成
「日本で働こうとする外国人のみなさんへ」
（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語版）厚生労働省作成

「ふくい企業ガイドブック２００９年」福井労働局作成
：就職が内定している先輩の就職活動体験談
：就職希望者リスト登録

５月

６月以降随時

随時

内定決定

表�－４ 就職支援の流れ（平成２１年度の例）

留学生向け就職説明会実施

福井大学就職希望者リストを県内企業１２０余社に送付

求人票、会社説明会等を e-mailで配信。及び個別に就職相談を
受ける。

留学生センターラウンジにおいて、県内企業及び中部・近畿圏
の個別企業採用説明会を実施。

中島研究室に内定決定を連絡後、在留資格変更手続き等の相談を受ける。
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日 時 平成２１年１１月２２日（日曜日） １０：３０－１２：００

場 所 福井大学アカデミーホール

参加者 ５０名（日本企業就職希望者、日本企業勤務中の留学生先輩、日本企業内定済

み在学生）

主 催 福井大学留学生センター、福井大学留学生同窓会日本支部、福井大学留学生

会、福井大学中国人留学生学友会

（３）アジア人材資金構想平成２１年度高度実践留学生育成事業

留学生の就職支援の一環として、アジア人材資金構想平成２１年度高度実践留学生育成事業を留

学生センターとして、導入実施した。

事業名 アジア人材資金構想平成２１年度高度実践留学生育成事業（経済産業省受託事業）

内 容 ビジネス日本語研修、日本ビジネス・文化研修、インターンシップ、就職支援

期 間 ２年間（授業は平成２１年７月４日から平成２２年１２月まで）

授 業 毎週土曜日１３：００－１６：００

場 所 留学生センターラウンジ

参加者 １０名（工学研究科博士前期課程７名、教育地域科学部３名）

講 師 管理法人派遣の外部講師

管理法人 社団法人中部産業連盟

（４）就職実績

留学生の国内就職実績は平成１９年度３０名（内県内１１名）、２０年度２０名（内県内９名）、２１年度１５

名（内県内６名）であった。詳細は留学生センターホームページに掲載してある。

（５）就職支援における課題

①就職支援の最大のポイントは求人会社の確保である。平成１３年度、１４年度、１８年度と過去３

回「県内企業と留学生の懇談会」を開催したが、平成１９年度より、本学留学生センターラウ

ンジでの個別会社採用説明会に力点を移している。その呼び込みを更に推進する必要がある。

②本学就職支援室との連携をさらに推進する必要がある。

③県内企業採用担当者のメーリングリストの拡充が必要である。

④就職後熱意をもって仕事を継続できるように、働くことの意義、動機付け教育を推進するこ

とも課題である。

⑤各国同窓会支部網を通しての母国企業への就職支援も強化する必要がある。

２－３．留学生支援会

（１）支援会発足の経緯

平成１８年９月の教育研究評議会決議を経て福井大学外国人留学生支援会が正式に発足した。そ

して、毎年４月に「支援会設立のお知らせと会員加入のお願い」という文書を全教職員に配信し、

会員加入を呼びかけている。会費は一口１，０００円（但し、留学生会員は一口５００円）。
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従来、留学生が賃貸住宅に入居する際には、主に指導教員が賃貸契約の保証人になっていたが、

連帯債務の可能性等があり、その精神的な負担は大きかった。支援会発足に伴い機関保証制度が

確立し、その重圧から開放されることになった。また、重篤な病気による帰国、入院・手術、火

災、事故、事件など、多額の経費負担を伴う場合に支援できる態勢が整った。

「福井大学外国人留学生支援会会則」は巻末参照。

（２）支援実績

平成１９年度は実績なし。

平成２０年度は、自転車転倒による左頬骨骨折で入院手術した留学生（本人負担額約８万５千円）、

及びサッカー試合中の左ひざ半月板損傷で入院手術した留学生（本人負担額約８万１千円）、計

２名に高額医療費援助金５万円をそれぞれ支給した。

平成２１年度は、来日直後に母国にいる実弟が死亡した為、急遽帰国することになった留学生の

申請により、航空券を購入する資金３１万円を貸し付けたが、再来日後半年の間に返済した。

（３）留学生支援会の課題

①留学生数の増加に伴い、事故・事件被害者への対応、または重篤病気罹患者の支援等を賄え

るだけの資金確保のために、教職員の理解と会員加入を如何に進められるかが課題である。

②本会の支援対象者である留学生にも、自助意識をもってもらい、一口５００円の会員として募

集することになっているが、それを如何に進めるかも課題である。

③更に、このような支援の必要性が発生しないような、予防活動を如何に展開できるかがもっ

とも大きな課題である。

�．日本人学生の海外留学支援

３－１．人員体制

日本人学生の海外留学を支援する専任教職員は現在配置されていないが、日本語・日本事情教

育部門に配置されている山中教員が担当し、平成１５年１０月以降その業務を行っている。

３－２．相談状況

平成１９年度の相談件数は教育地域科学部の学生４名から、述べ１０件あった。うち、留学全般に

関する相談は８件、ドイツ留学希望が１件、英語圏への留学希望が１件であった。協定校へのド

イツ留学については教育地域科学部に窓口となる教員がいるので、そちらへも相談に行くよう指

導した。相談交流部門の相談担当教員へも１件海外留学に関する相談があった。国際課（現・学

生サービス課）への留学相談は１１件。内訳は奨学金２件、留学制度・種類について９件、特定の

プログラムについて１件。交流相談担当教員への留学相談は教育地域科学部学生からの１件。内

容はオーストラリア、米国への留学希望。

平成２０年度の相談件数は工学部の学生１名からの１件。ドイツ留学を希望していたので、教育
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地域科学部のドイツ留学の窓口となる教員のほうへも相談に行くように指導した。また、本学の

留学説明会や JASSO等の機関も紹介した。国際課（現・学生サービス課）への留学相談は１０件。

内訳は留学制度・種類について９件、特定のプログラムについて１件。交流相談担当教員への留

学相談は工学部学部生２名。内容はいずれもオーストラリア、米国への留学希望。

平成２１年度の相談件数は３件。工学部から２名、教育地域科学部から１名であった。いずれも

英語圏への語学留学を希望。国際課（現・学生サービス課）への相談は特定のプログラムについ

て２件あった。交流相談担当教員への留学相談は工学部学部生２名。オーストラリア、米国への

留学希望が１名、イギリス留学希望が１名であった。

３－３．情報提供

（１）学外からの海外留学案内ポスターの掲示及び海外留学案内パンフレット等の配布

国内外の各種団体から海外留学案内ポスターやパンフレット等が送付されてくるので、随時、

留学生センターロビーの掲示板に貼ったり、書架に展示したりしている。また、部数に余裕があ

るときは、学生が自由に持ち帰れるようにしている。

（２）電子メールによる海外留学情報の提供

教育地域科学部異文化交流コースの学生を中心として、海外留学に興味を持つ学生に、随時メ

ールで海外留学情報を発信しているが、平成１９年度に教育地域科学部の組織改編に伴い、異文化

交流コースがなくなり、海外留学支援教員と教育地域科学部との接点が少なくなってきた。その

ため、異文化交流コースの学生へのメール配信は平成２２年度で終了する。

しかしながら、国際課（現・留学生係）では平成１９年度に海外留学情報メーリングリストを作

成し、プログラム参加者募集、説明会開催、奨学金応募者募集等の情報を月１～２回のペースで

配信している。

メーリングリスト登録者は次のとおり。

（３）海外留学説明会の実施

海外留学を希望する学生への説明会を毎年実施している。平成１９年度の実施要領は次のとおり。

第１回

説 明 会 名 平成１９年度韓国東亜大学校サマーセッション説明会

日 時 平成１９年５月１８日（金）１４：００～１５：３０

場 所 留学生センター Ｒ１２１教室

教育地域科学部 工学部 工学研究科 合 計 備 考

平成１９年度 １９ １６ ３ ３８ Ｈ１９．１２現在

平成２０年度 ３０ ２５ １８ ７３ Ｈ２０．６現在

平成２１年度 ２９ ３５ ３１ ９５ Ｈ２１．４現在

表�－５ メーリングリスト登録者数
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担 当 海外留学支援担当教員、国際課職員

対 象 本学学生で韓国短期留学に興味を持つ学生

参加学生数 １０名

説 明 項 目 コース内容：韓国語、韓国の政治・文化・歴史に関する講義やテコンド

ー等の文化体験、釜山市内・慶州でのフィールドトリップ等

費用

宿泊施設

前年度に派遣された学生による体験談

東亜大学校の交換留学生による東亜大学校や釜山市の紹介

第２回

説 明 会 名 平成１９年度海外留学・語学研修説明会（第１回）

日 時 平成１９年６月２９日（金）１３：３０～１５：３０

場 所 留学生センター 国際交流ラウンジ

担 当 海外留学支援担当教員、国際課職員、福井大学生活協同組合

対 象 本学学生で海外留学または海外経験に興味を持つ学生

参加学生数 ２５名

説 明 項 目 ・日本人学生の海外留学状況について

・海外留学の計画にあたって

・日本人学生の海外留学のための奨学金制度について

・短期留学推進制度について

・長期海外留学支援制度について

・福井大学の学術交流協定締結状況

・公的な海外留学情報機関及び海外における安全問題に関する情報提供

機関について

第３回

説 明 会 名 平成１９年度海外留学・語学研修説明会（第２回）

日 時 平成１９年１１月２６日（月）１８：１５～２０：１５

場所、担当、対象、説明項目は第２回説明会と同じ。

参加学生数 ２５名

第４回

説 明 会 名 インド・アンナマライ大学交換留学報告会

日 時 平成２０年２月７日（木）１８：１５～２０：１５

場 所 留学生センター 国際交流ラウンジ

担 当 海外留学支援担当教員、国際課職員

対 象 本学学生で海外留学または海外経験に興味を持つ学生

参加学生数 ４名
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説 明 項 目 交換留学に行っていた学生による、インドでの勉強や研究、生活のこと

についての報告

平成２０年度の説明会は次のとおり。

第１回

説 明 会 名 平成２０年度新入生オリエンテーション海外留学説明会

日 時 平成２０年４月９日（水）１２：２０～１２：５０

担当、対象、説明事項は前年度の海外留学説明会とほぼ同じ。

説明項目に追加した点：海外留学メーリングリストについて

参加学生数 ３０名

第２回

説 明 会 名 平成２０年度韓国東亜大学校サマーセッション説明会

日 時 平成２０年５月９日（金）１３：００～１４：００

担当、対象、説明項目は平成１９年度に準じる。

参加学生数 １４名

第３回

説 明 会 名 平成２０年度アメリカ交換留学・大学院留学説明会

日 時 平成２０年６月６日（金）１３：００～１４：３０

場 所 総合研究棟２階 総合小２講義室

担 当 海外留学支援担当教員、国際課職員、福井大学生活協同組合

対 象 本学学生でアメリカ留学に興味を持つ学生

参加学生数 ８名

説 明 項 目 ・日本人学生のアメリカ留学状況について

・海外留学の計画にあたって

・日本人学生の海外留学のための奨学金制度について

・短期留学推進制度について

・長期海外留学支援制度について

・クレムソン大学、フィンドレー大学の学生による大学紹介

・大学院留学、交換留学体験説明

第４回

説 明 会 名 平成２０年度 International Education Fair

日 時 平成２０年７月１１日（金）１１：３０～１４：００

場 所 大学会館１階談話室

担 当 海外留学支援担当教員、国際課職員、福井大学生活協同組合

対 象 本学学生及び職員で海外や国際交流に興味を持っている人

参 加 者 数 約１００名

―６４―



説 明 項 目 ・福井大学で学ぶ交換留学生などのよる出身大学の紹介

・留学準備コースの学生による学習成果発表

・大学生協による夏休みの海外語学研修プログラムの説明

・JICA北陸支部による海外協力ボランティアプログラムの紹介

・福井県国際交流協会による国際交流活動紹介

第５回

説 明 会 名 平成２０年度海外留学説明会・ワーキングホリデー体験紹介

日 時 平成２０年１２月１９日（金）１３：００～１４：００

場 所 総合研究棟２階 総合小２講義室

担 当 海外留学支援担当教員、国際課職員、福井大学生活協同組合

対 象 本学学生で海外留学または海外経験に興味を持つ学生

参加学生数 ３名

説 明 項 目 ・本学学生によるオーストラリア・ワーキングホリデー体験紹介（英語

によるプレゼンテーション）

平成２１年度の説明会は次のとおり。

第１回

説 明 会 名 平成２１年度新入生オリエンテーション海外留学説明会

日 時 平成２１年４月９日（木）１２：２０～１２：５０

担当、対象、説明項目は平成２０年度と同様。

参加学生数 １９名

第２回

説 明 会 名 平成２１年度韓国東亜大学校サマーセッション説明会

日 時 平成２１年４月１７日（金）１２：３０～１３：３０

担当、対象、説明項目は従来どおり。

参加学生数 ７名

第３回

説 明 会 名 海外留学説明会 ～アメリカ交換留学・大学院留学～

日 時 平成２１年１２月２４日（木）１５：００～１６：００

担当、対象は平成２０年度と同様。

参加学生数 ７名

説 明 項 目 ほぼ前年度と同様。新たな説明事項は次の１点。

・工学部・工学研究科スプリングプログラム in上海について
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３－４．海外留学状況

（１）交換留学による海外留学者数

平成２１年５月現在、本学には留学生が２３４名在籍しているが、その在籍者数はここ数年あまり

変化はない。一方、日本人学生の交換留学による海外留学は毎年数名に過ぎないが、韓国への短

期語学研修生は人数は毎年４～５人であるが、これは募集枠があるためで、希望者は増えてきて

いる。本学の理念である、「地域、国及び国際社会に貢献し得る人材の育成」、特に［国際社会に

貢献し得る人材の育成］のためには、日本人学生の海外留学の推進が引き続き重要である。

（２）協定校が開催する短期研修プログラムへの派遣

短期語学研修は、本学各学部が主導するプロジェクトとして毎年実施されているが、センター

においても、平成１８年度より、本学が学術交流協定を締結している韓国の東亜大学校の夏季短期

研修プログラム「KOREAN SUMMER SESSION」に毎年学生を派遣することにした。現在も継

続しており、１９年度から２１年度は下記のとおり実施した。

平成１９年度

派遣学生： ４名（教育地域科学部２名 教育学研究科２名）

期 間： 平成１８年８月６日～８月１７日（約２週間）

目 的： 韓国語初級コースと韓国の政治・経済、社会、文化などに関する特別講

義等により構成された、日本人学生向けのプログラムで、韓国社会につ

いての全般的な理解を深める機会を提供することを目的とする。

備 考： プログラム参加費、宿泊費等は無料。

平成２０年度

派遣学生： ５名（教育地域科学部１名 教育学研究科１名、工学部３名）

期 間： 平成１８年８月１１日～８月２２日（約２週間）

目的、備考は平成１９年度に同じ。

平成２１年度

派遣学生： ４名（工学部２名、工学研究科２名）

期 間： 平成２１年８月１０日～８月２１日（約２週間）

目的、備考は平成１９年度に同じ。

３－５．日本人学生の海外支援プログラム

工学部・工学研究科「留学準備コース」

工学部及び留学生センターでは、増加する留学希望者のニーズに応えるために、「留学準備コ

ース」が平成２０年度に発足した。

目 的：留学を希望する学生の語学学習を支援するとともに、留学中の生活情報等の
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提供や、留学準備に関する指導を行い、海外留学の実現を多面的に支援し、

より多くの学生を海外に派遣する。

平成２０年度の内容は次のとおり。

開講コース：

１．留学英語初級コース（週２コマ）

・TOEFL ４００点以下の学生が対象

・TOEFL ４５０点の獲得を目指す

２．留学英語中級コース（週２コマ）

・TOEFL ４００点～５００点の学生が対象

・TOEFL ５００点の獲得を目指す

３．My Preferred Destination Abroad

・自分に合った留学先や留学方法及び留学する意味を考える。留学に関する様々なトピ

ックを話し合い、自分に合った留学スタイルを見つける。

４．TOEFL Class

・英語圏の大学におけるプレゼンテーションの方法、エッセイの書き方、効率的なリー

ディング等、大学生活に必要なアカデミックイングリッシュのスキルを身につける。

業 務 所 掌：留学英語コースの講師は工学研究科非常勤講師（英語担当）とする。留学英語コ

ースの事務は留学生センターにて担当する。

実 施 期 間：平成２０年４月より半年間及び平成２０年１０月より半年間

対 象 学 生：工学部及び工学研究科に在籍し、海外留学を希望する、意欲ある学生

開講授業数：初級コース 週２コマ×１５週＝全３０コマ

中級コース 週２コマ×１５週＝全３０コマ

My Preferred Destination Abroad 週２コマ×１５週＝全３０コマ

TOEFL Class 週２コマ×１５週＝全３０コマ

参加者の負担：語学力テスト受験料２，８２０円×２回＝５，６４０円

テキスト代

平成２１年度の内容は次のとおり。

開講コース

１．初級クラス International Exchange Class

・リラックスした雰囲気の中でロールプレイ等を交えながら、海外生活に必要な日常会

話能力やライティングのスキルを身につける

２．My Destination Abroad

・自分に合った留学先や留学方法、様々な国と日本の、文化的・政治的・社会的な違い

を考える。留学に関するトピックを英語で話し合い、英語での情報収集能力や、会話

力、プレゼンテーション能力などを身につける

３．スピーキングクラス Learning to Speak English

・日常会話を重視したスピーキングクラスで、オーラルコミュニケーション力を高める。
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クラスの初めと終わりに実施するオーラルテストのスコアで、自分の会話力の上達が

把握できる。

業 務 所 掌：留学準備コースの講師は工学研究科非常勤講師（英語担当）とする。留学準備コ

ースの事務は留学生係にて担当する。

実 施 期 間：平成２１年４月から半年間および平成２１年１０月から半年間

対 象 学 生：工学部および工学研究科に在籍し、海外留学や語学力アップに興味があり、意欲

のある学生

開講授業数：１．初級クラス （週に１コマ）

２．My Destination Abroad （週に１コマ）

３．スピーキングクラス （週に２コマ、１コマのみの受講も可）

３－６．日本人学生の海外留学支援における課題

２００７年度に今後の課題として挙げられた以下の項目のうち、①、②、④は実行に移された。

①留学、短期語学研修、その他の海外諸活動など、日本人学生の海外留学等に関する情報を一

元管理し、活動推進策を企画・実施していくこと。

②留学情報を随時周知・配信できる体制を構築すること。

③日本人学生だけでなく、教職員を含む本学全体の海外留学に対する意識改革を図ること。

④動機付けを行うための「海外留学のための語学講座」の開講。

③については、まだまだ十分とは言えない。今後とも課題として取り組むべき項目である。

�．留学生と日本人学生の学内交流活動

留学生相互の交流、日本人学生との学内交流活動を推進している。その目的は人間関係のネッ

トワークを通して、①留学生の精神的な安定を図ること。②相互扶助関係を構築すること。③留

学生および日本人学生の国際性の涵養を図ることなどである。

また、学内交流活動は福井大学留学生会が中心となり、福井大学生協学生組織 SOSEN部など

と協力しながら実施している。

４－１．定期交流活動

毎週第一、第三、及び第五木曜日には国際交流ラウンジを、また、第二、第四水曜日はビデオ

ショウを実施している。
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（１）国際交流ラウンジ

案内文（和文例： 実際には和英併記でメール配信する）

（２）ビデオショウ

案内文（和文例： 実際には和英併記でメール配信する）

４－２．その他学内活動

その他の主な活動としては、福井大学留学生会主催による、国際交流サマーキャンプ（１泊２

日、越前海岸での水泳、国見岳でのキャンプ。毎年４０名程参加）、及び国際交流スキー旅行（１

留学生及び日本人学生の皆さん

下記の通りお話会「第９５回国際交流ラウンジ」を行います。

英語、日本語のレベルアップに、お友達づくりに。

ぜひ お誘い合わせの上、ご参加ください。

日 時 １２月３日（木曜日）１８：１５－１９：１５

（毎月第一、第三及び第五木曜日 １８：１５－１９：１５開催）

場 所 留学生センター ラウンジ

参加者 留学生及び日本人学生

内 容 前半３０分英語、後半３０分は日本語によるグループ自由会話

留学生及び日本人学生の皆さん、

下記のとおり、第95回ビデオショウをします。

お誘い合わせのうえ、おいでください。

日 時 ２０１０年１月１５日（木曜日）１８：１５－２０：３０

題 名 スラムドッグミリオネア

（本編英語、日本語字幕付き）http://saludo.gaga.ne.jp/

場 所 留学生センターラウンジ

料 金 無料（コーヒー、お菓子付き）
＊＊ いい映画の推薦をぜひお願いします。

（内外、どこの国の映画でも）

Fady Alnajjar,

Secreratry,

University of Fukui International Student Association(UFISA)
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泊２日、福井大学六呂師山荘宿泊、毎年３５名参加）がある。両行事とも参加費３，５００円であるが、

申込み初日で定員オーバーとなる人気行事である。その他に、サッカー、バレーボール、バスケ

ットボール、ビリヤードなどのスポーツ大会、歓送迎会、忘年会などを実施している。特に平成

２０年度から福井大学留学生事務局の種目別スポーツ委員会が編成され、毎週日曜日午後１５：００－

１９：００に本学体育館を予約して、スポーツ大会を月間予定表に従って実施しているが、毎回３０名

前後が参加している。

４－３．福井大学留学生会

（１）設立背景と事務局構成

平成１５年１１月に福井大学留学生同窓会が発足したが、それを機に、福井大学留学生会が平成１６

年４月に発足した。その目的は、留学生相互の交流と相互扶助、日本人学生および地域社会との

交流である。福井大学留学生会の会長は福井大学中国人留学生学友会会長が務めることになって

いるが、毎学期開始時に、各種行事毎の実行委員会が編成され、実行委員会を中心に行事を企画

運営している。

（２）福井大学留学生会の活動

福井大学生協学生組織ＳOSEN部などと協力しながら、国際交流ラウンジ、ビデオショウ、

歓送迎会、国際交流キャンプ、国際交流スキー旅行、各種スポーツ大会などを実施している。ま

た、地域社会との交流活動としては、県内国際交流団体が主催する行事に積極的に参加している。

また、地震・津波など災害救援のための募金活動なども行っている。平成２０年５月に発生した中

国四川大地震においても、被災者支援のために福井大学留学生会が中心となり、５月１７日と１８日

の両日ＪＲ福井駅前等で募金活動を行った。また、従来の協力関係から若狭町観光協会、越前町

国際交流協会等からも支援金をいただき、福井大学中国人学友会を通して、総額２００万円の支援

金を被災地に届けた。

４－４．学内交流活動の課題

（１）相談・交流担当教員は日本人学生との接点が少ないので、e-mail網等の構築が難しい。

現在は、各種活動に参加する学生から個別に情報を収集しネットワークを構築している。

（２）留学生の大半は私費留学生であり、生計維持のためにバイトをしなければならず、且つ、

実験やレポートなど課題が多く、時間が取れないため、参加したくても参加できない学生が

多い。

（３）他方、留学生個々人が様々な活動に参加できないと、相談・交流担当者との接触が薄くな

り、徐々に顔が見えなくなる。そして、ある日突然大きな問題を抱えて相談に来ることにな

る。

（４）従って、各種交流活動に参加しなくても、常に目の届くような体制構築が課題である。

（５）学内外の交流活動に参加するあまり研究が疎かにならないかと懸念する指導教員もいるの

で、それも考慮する必要がある。
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�．留学生センターとしての研究活動

１－１．研究紀要の刊行

留学生センターでは、平成１７年度から「福井大学留学生センター紀要」を刊行している。平成

１９～２１年度の掲載論文題目は以下の通りである。

平成１９（２００７）年度

・「ディクテーション用 CALL教材開発とその評価」 桑原陽子・中園博美・敷田紀子

・「議論における「よね」の談話機能」 市村（田中）葉子

平成２０（２００８）年度

・「学部留学生の日本語能力と日本語科目の履修」 今尾ゆき子

・「漢字未知語の意味推測に及ぼす語構成の影響 －中上級非漢字系日本語学習者のケースス

タディより－」 桑原陽子

平成２１（２００９）年度

・「非漢字系日本語学習者の漢字未知語の意味推測における統語情報の利用－中上級学習者の

ケーススタディより－」 桑原陽子

・「全学向け日本語コースにおける漢字指導 －初級後半レベルの日本語学習者に対する漢字

指導のケーススタディ」 高瀬公子・酢谷尚子・齋藤ますみ・桑原陽子

なお、平成２１年度より、留学生センター紀要の掲載論文は PDFファイルを留学生センターホ

ームページに掲載し、自由にダウンロードできるようになっている。

１－２．助成金によるプロジェクト

留学生センターの各教員は、個々に外部助成金を申請し研究活動を行っている。それらについ

ては、巻末の個人データを参照されたい。

留学生センターの日本語プログラムに関わる助成金としては、以下の福井大学内の競争的配分

経費が採択されている。

・平成１９年度福井大学競争的配分経費（教育に関する評価経費）「初級学習者向け仮名教材の

作成」（研究代表者 桑原陽子） ２００，０００円

この経費により、留学生センターの日本語プログラムに沿った独自のかな教材「Japanese

KANA workbook ひらがな・カタカナれんしゅう」を作成した。この教材の作成によって、以

下のような成果が得られた。

・文法の教科書に沿ったかな教材を使用できるようになったことで、学習効率が上がった。

・毎学期、市販の仮名教材を大量にコピーする必要がなくなり、授業準備の負担が軽減された。

・製本されたテキストを使用できるようになり、学生の学習状況の把握・管理が容易になった。

��．．研研 究究
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１－３．研究大会等開催

留学生センターはその規定第３条（業務）第６項に「外国人留学生と地域社会の交流に関する

こと」及び第７項に「留学生ネットワーク構築に関すること」を掲げている。更に、中期目標と

して「留学生センターに国際交流機能を持たせ、国際交流の一層の推進を図る。」を掲げている。

留学生センターでは、国際交流推進とネットワーク構築を目指し、下記の①から③の研究大会を

主催者として開催した。

①第３回留学生国際シンポジウム

～福井大学留学生同窓会上海支部と福井県産官学民との交流ネットワーク構築に向けて～

福井大学留学生同窓会上海支部編成による「教育交流と経済交流ミッション」（平成１９年１０

月１日～５日、１６名）の主たる行事として、県内産官学民の代表をパネラーに招き、彼我の交

流のために、具体的に何ができるのか、どのようなネットワークを構築すべきか、を議論する

ため、本シンポジウムを実施した。シンポジウムでの貴重な提案、会場からの意見を踏まえて、

今後の連携活動に生かしていきたい。本シンポジウムの報告書（７２頁）を３００部印刷し、各関

係機関及び関係者に配布した。

尚、本シンポジウムは、（独）日本学生支援機構が実施する『平成１９年度 （財）中島記念国際

交流財団助成留学生地域交流事業』により７５万円の助成を受け開催された。

開 催 日 時 平成１９年１０月２日

会 場 福井大学アカデミーホール

基 調 講 演 中村敬（独立行政法人日本学生支援機構留学生事業部次長）

パ ネ ラ ー 沈萬樟（福井大学留学生同窓会上海支部会長）

嶋田浩昌（福井商工会議所地域振興部長）

柿木孝勇（福井県産業労働部国際・マーケット戦略課長）

中川英之（福井大学留学生センター長）

中村哲夫（インターナショナルさかい会長）

劉 �（福井大学留学生会長）
コーディネータ 中島清（福大学留学生センター教授）

出 席 者 １０７名（産官学民関係者、在学留学生、日本人学生等）

主 催 福井大学留学生センター、福井大学留学生同窓会上海支部

共 催 福井商工会議所、インターナショナルさかい、福井大学留学生会

後 援 福井県

②第４回留学生国際シンポジウム

「地震・津波等自然災害被災者支援のための国際ネットワーク構築に向けて」

－スマトラ沖津波被災地者支援活動と復興、その現状と課題－

平成１６年１２月に発生したスマトラ沖地震・津波では２０万人以上が犠牲となった。福井大学留

学生センターは、在学中のインドネシア及び各国留学生と協力して、募金活動を展開し、約１００

万円の募金を集めた。また、本学教育地域科学部理数教育講座と協力して、現地の高校理科教

員を対象に Syiah Kuala大学と共催で「物理教育ワークショップ（身の回りの材料を用いる効

果的な物理実験法）」を実施し、教育復興の援助を試みた。更に、平成１８年５月発生のジャワ
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中部地震及び平成２０年５月に発生した中国四川大地震においても、被災者支援のための募金活

動を行った。

本学教育地域科学部理数教育講座が日本学生支援機構より２５０万円の助成をいただき、スマ

トラ沖地震・津波で最も被害を受けたアチェ州の基幹大学である Syiah Kuala大学の学生１０名

及び教員２名を平成２０年９月１８日から２９日まで１２日間招聘し、再度「理数教育ワークショップ」

を実施したのを機に、スマトラ沖津波被災地者支援活動に参加した彼我の関係者に集まってい

ただき、支援活動とその復興状況を考察し、今後の支援ネットワーク作り及び支援活動実施上

の課題について議論をした。

開 催 日 時 平成２０年９月２７日（土）１０：００－１２：００

会 場 福井大学アカデミーホール

基 調 講 演 松森和人（特定非営利活動法人ふくい災害ボランティアネット理事長）

パ ネ ラ ー Dr. Mustanir（Syiah Kuala大学理学部長）

Dr.Nasrullah（同大学理学部講師、留学生同窓会インドネシア支部事務局長）

香川喜一郎（福井大学教育地域科学部理数教育講座教授）

酒井明子（福井大学医学部看護学科臨床看護学講座教授）

董博宇（福井大学中国人留学生学友会長、福井大学留学生会長）

コーディネータ 中島清（留学生センター教授）

出 席 者 ７６名（一般市民、留学生、日本人学生、教職員等）

主 催 福井大学留学生センター、Syiah Kuala大学理学部

共 催 福井大学教育地域科学部理数教育講座、福井大学医学部看護学科臨

床看護学講座、福井大学留学生同窓会インドネシア支部、福井大学

中国人学友会、福井大学留学生会

③第５回留学生国際シンポジウム

「留学生の就職・採用促進のための産官学民ネットワーク構築に向けて」

－現状と課題、及び経験の共有－

社会・経済のグローバル化が進む中で、企業が生き延び、更に発展するためには、その国際

戦略を担う人材確保は喫緊の課題である。また、留学後、実務経験を身につけたい、更には、

人生設計を日本の産業界に求めたいという留学生も増えている。福井大学でも平成１９年春留学

生３０名が日本企業に就職し、内１１名は県内企業に就職した。

他方、福井大学留学生同窓会は平成１５年に発足し、アジアを中心に１０支部が活動中であった

が、平成２０年１１月２３日、就職等で日本に在住している卒業留学生（約１５０名）の代表１９名（県

外８名）がシンポジウム当日午前本学に集い、１１番目の支部である福井大学留学生同窓会日本

国内支部を設立した。

そこで、その機会に国内企業で活躍している留学生先輩社員、留学生採用に積極的な県内企

業、その他関係者を交えて、留学生就職及び採用の両面から実務的経験交流を図った。本シン

ポジウム成果は報告書（５８頁）として３００部印刷し、各関係機関及び関係者に配布した。

尚、本シンポジウム実施においては財団法人げんでんふれあい福井財団より福井市日本中国

友好協会を通して１５万円の助成をいただいた。

開 催 日 時 平成２０年１１月２３日（日）１４：００－１６：３０
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会 場 福井大学総合研究棟１３階会議室

現 状 報 告 中島清（福井大学留学生センター教授）

パ ネ ラ ー 草壁光二（日華化学㈱執行役員スペシャリティーケミカルカンパニ

ープレシデント）

松井弘（法務省名古屋入国管理局福井出張所長）

野尻景嗣（厚生労働省福井労働局職業安定部職業対策課長）

劉 �（前福井大学中国人留学生学友会長、㈱マツダ勤務）
県内外企業就職中先輩報告

雷軍 ㈱日本エー・エム・シー（福井市）

井上マルシオ アイテック㈱（�江市）
袁丹 エフティアパレル㈱（福井市）

郭登極 三菱電機㈱名古屋製作所（名古屋市）

唐巍立 ㈱ GBA（東京都）

留学生就職先県内企業関係者

青木哲也 ㈱タケダレース総務部長兼経営企画部長

山本敏樹 パナソニックモータエキスパート㈱人事チームリーダー

山口康生 ㈱日本エー・エム・シー社長

コーディネータ 中島清（福井大学留学生センター教授）

出 席 者 １５０名（産官学民関係者、在学留学生、教職員等）

主 催 福井大学留学生センター、福井大学中国人留学生学友会、福井市日

本中国友好協会

共 催 福井商工会議所

後 援 福井県、福井市、福井県国際交流協会、福井市国際交流協会、福井

県日中友好協会、福井大学留学生会、福井新聞社、NHK福井放送

局、FBC福井放送、福井テレビ、FM福井

特 別 協 賛 財団法人 げんでんふれあい福井財団

また、上記の研究大会の他に下記の研究会を開催した。

④日本語教育学会北陸地区研究集会

開催日時 平成２０年７月５日（土）

会 場 福井大学総合研究棟Ⅰ １３階会議室

主 催 日本語教育学会

研究発表 ３件

講 演：「相互学習を中心とした日本語ボランティア活動」講師：足立祐子氏（新潟

大学国際センター准教授）

参 加 者：７２名
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�．各教員の研究活動

各教員は、以下のような各分野の研究を行っている。各教員の業績の詳細については、巻末資

料の個人データを参照されたい。

日本語・日本事情教育部門

今尾ゆき子：日本語学、日本語教育学

山中 和樹：日本語教育学、音声学、異文化教育学

膽吹 覚：日本文化論

桑原 陽子：日本語教育学

相談・交流部門

中島 清：工業日本語教育、地域国際化支援

�．課 題

研究紀要の掲載論文は、毎年２本ずつであり、もう少し掲載論文数が多くなることが望ましい。

特に、留学生センターの日本語プログラムにおける授業実践や教材作成について、その妥当性や

効果について検討した論文・実践報告がさらに増えることが望まれる。

学内の競争的配分経費の獲得によって、留学生センターの日本語プログラムに沿ったかな教材

が作成されたことは、大きな成果であった。現在、この教材に準じた配布用の音声教材の作成が

必要とされており、今後はそのための助成金獲得を目指したい。

留学生センター主催の研究大会としては、留学生交流シンポジウムを３回実施し、県内産官学

民関係者を巻き込んで、ネットワーク構築等について議論したが、大変有効であった。今後も幅

広いテーマについて、関係機関と連携しながら、開催していきたい。一方、日本語・日本事情分

野における研究成果、実践活動に関する研究大会やセミナー等については、留学生センター主催

によるものは過去に開催されたことがない。今後はこの分野においても開催したい。
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�．社会貢献活動の概要とその考え方

留学生センターはその規程第３条（業務）第６項に「外国人留学生と地域社会との交流推進に

関すること」及び第７項に「留学生ネットワーク構築に関すること」を掲げている。更に、中期

目標として「留学生センターに国際交流機能を持たせ、国際交流の一層の推進を図る」を掲げて

いる。

本項では、社会貢献活動を「２．留学生諸活動を軸とした社会貢献活動」と「３．各教員の社

会貢献活動」に分けてそれぞれ概説する。

「留学生諸活動を軸とした社会貢献活動」における、その事業推進の基本理念は、「地域の産

官学民各層とのネットワーク、福井大学留学生同窓会各国支部網とのネットワーク、在学留学生

組織である福井大学留学生会を軸とした学内ネットワーク、以上３つのネットワークを活用して

地域産官学民との重層的な交流活動を展開し、地域社会の国際化に貢献すること」である。それ

は、地域社会の国際化にとどまらず、在学留学生の日本理解と日本人学生の異文化理解を深化さ

せ、帰国留学生各国との交流を促進し、世界平和を構築すると共に、わが国の国際的な地位確立

に貢献するものである。留学生センターには相談・交流部門の教員（中島清教員）が１名配置さ

れ、主にその担当教員と国際課が連携しながら、これらの事業を積極的に展開している。

他方、本学は福井県における基幹大学として、地域各界の諸活動に対して、各教職員がその専

門性を生かした支援や連携活動を展開することを推奨している。そして、留学生センター教員も

個々の専門性を生かした社会貢献活動を展開している。

�．留学生諸活動を軸とした社会貢献活動

２－１．地域社会との相互支援交流活動

地域社会は温かく留学生を迎え、受入れ、支援してくれている。留学生も地域の国際化のため

に、何かをし、喜んでもらう。その満足感、達成感、充実感こそが自己の存在意義、社会貢献の

証しとして懐かしい思い出となる。ギブ＆テイクのベクトルは常に双方向の満足感を伴うが、ギ

ブによる思い出こそが知日派、親日派を育てると認識している。その認識から、小中学校の総合

学習、企業への通訳・語学講師派遣など、地域社会の国際化支援活動を展開している。

留学生センターとしての留学生派遣状況は平成１４年度（２５件）から全て記録してあるが、本報

告書該当年度での派遣実績は平成１９年度６９件、２０年度６１件、２１年度５６件となっている。

尚、これらの件数はあくまでも、相談・交流担当教員が直接介在して派遣したもので、地域社

会と関係が重層に構築される中で、留学生センターを通さず、留学生が直接、地域各交流協会の

語学講座講師や文化教室講師、また公民館や幼稚園の活動等に参加している例も多い。

派遣の流れと、派遣実績は下記表Ⅴ－１及び表Ⅴ－２の通りである。

��．．社社会会貢貢献献
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派遣１ヶ月以上前

↓
派遣１ヶ月前

↓

↓
４週間前

↓

↓

↓
２週間前

↓

↓
実施日

１ ５月１４日 松本小学校５、６年生英語活動（月１回、１回２時間、１年間） １

２ ５月１７日 ふくい市民国際交流協会「福井発見！ツアー」 ６

３ ５月２０日 インターナショナルクラブ「三国祭り」の山車引き ５

４ ５月２３日 インターナショナルさかい外国文化紹介の集い（フィリピン共和国＆ウガンダ共和国） ２

５ ６月２日 ふくい市民国際交流協会：さつき児童館「中国からこんにちは」 １

６ ６月１８日 啓蒙小学校４年「ワンダフル日本の遊び」の発表を聞いて、一緒に楽しむ ３

７ ６月２０日 福井県国際交流協会「留学生と県民のための交流会」 ６

８ ６月２７日 インターナショナルさかい「The 2nd International Barbecue Party」 ７

９ ６月２７日 福井県国際交流協会「留学生と県民のためのバスツア」 ６

１０ ７月４日 啓蒙小学校 国際交流集会 １８

１１ ７月４日 和田公民館（ふくい市民国際交流協会）「少年学級」（料理を作りながら文化紹介） １

１２ ７月２４日 大学生協「留学生支援かき氷」 ３

１３ ７月２４日 ESS英語スピーチコンテスト審査員 ３

表�－１ 留学生派遣の流れ

各小中学校等からの派遣要請受付

派遣依頼概要書（Ａ４ １頁）を交流担当教員に e-mail 送付

派遣依頼概要書の内容調整と確定

派遣依頼情報を全留学生に e-mail で一斉発信し、参加希望者募集

留学生⇔交流担当教員⇔派遣依頼小中学校等で調整

派遣者確定及び派遣者名簿を小中学校へ送付

小中学校長等より学長宛派遣依頼書を正式送付

国際課派遣稟議起案・決済→結果を当該指導教員に連絡

留学生派遣

表�－２ 平成２１年度の留学生派遣実績
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１４ ８月４日 社南公民館「インドの文化紹介、ゲームなど」 １

１５ ８月１９日 円山公民館「外国文化に触れよう（ベトナムの言葉や文化紹介、ゲームなど）」 １

１６ ８月２３日 福井県国際交流協会「浴衣で養浩館庭園を歩こう！」 ６

１７ ８月２４日 敦賀「原子力」夏の大学英語討論会（福井大学、（独）日本原子力研究開発機構、（財）若狭湾エネルギー研究センター） ３

１８ ９月２日 附属中学校学校祭「世界の歯の衛生、文化」インタビュー １５

１９ ９月２０日 附属中学校学校祭「世界の歯の衛生、文化」アンケート ６０

２０ ９月２７日 インターナショナルさかい「市民とのボウリング交歓会」 ５

２１ １０月１日 中央公民館「世界雑学講座」ギニアの国や文化の紹介 １

２２ １０月６日 科学技術高校第３６回学校祭「異文化交流」 ３

２３ １０月１０日 福井市民国際交流協会「インドお菓子作り」講座 幾久地区地域公民館 １

２４ １０月２１日 社南小学校「世界のみなさん、こんにちは」 ３

２５ １０月２４日 世界の文化紹介講座（福井県国際交流協会） １

２６ １１月３日 福井市民国際交流協会『福井市環境展』：自国での環境への取り組みについての討論会 ３

２７ １１月４日 本郷公民館「本郷フェスティバルにて、母国の紹介および料理披露」ふくい市民国際交流協会 ３

２８ １１月６日 済生会病院インドネシア看護士研修生フォロー １

２９ １１月８日 福井国際フェスティバル「APECファッションショー」他 ３５

３０ １１月８日 越前町国際交流フェスティバル １０

３１ １１月１４日 福井市民国際交流協会異文化理解促進事業 第３回「天ぷらを作ろう！」 ３

３２ １１月１８日 湊小学校国際交流集会「ファンタスティックフェスティバル」 ３

３３ １１月２１日 日本赤十字社福井県支部「高校生国際交流のつどい」 ６

３４ １１月２６日 さつき児童館「インドの国や文化の紹介、ヨガ体験」 １

３５ １２月５日 インターナショナルさかい「チャリティ世界文化紹介の集い」 １

３６ １２月９日 湊小学校インターナショナル DAY １

３７ １２月１１日 乗泉寺「高齢者への自国、生活習慣や文化の紹介」ふくい国際交流協会 １

３８ １２月２９日 インターナショナルクラブ餅つき大会 ５

３９ １月２０日 日本 APECカウントダウンボード除幕式 ５

４０ １月２１日 藤島高校の１年生 SSH「研究基礎」「他文明から見た日本」 １

４１ １月２２日 福井市酒生小学校「バングラディシュの文化紹介、調理実習等」 ２

４２ １月２８日 社南小学校３年生 ハローワールド ３

４３ １月３０日 福井市国際交流協会 節分 １０

４４ ２月１０日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 敦賀市西浦中学校 １

４５ ２月１２日 福井県立武生高校 Exchange Event at Takefu High School １７

４６ ２月１２日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 坂井市坂井中学校 １

４７ ２月１５日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 �江市中央中学校 １

４８ ２月１７日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 永平寺町上志比中学校 １
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２－２．福井県等官界とのネットワークと交流活動

福井県、その傘下の福井県国際交流協会、同嶺南センター、その他各自治体の国際交流協会と

の連携交流活動を積極的に実施している。

（１）福井県との連携活動

①「海外観光客誘致のための福井県の観光地等に関するアンケート調査」への協力

アンケート実施時期 平成２１年７月

ア ン ケ ー ト 対 象 帰国及び在日卒業生、在学留学生

ア ン ケ ー ト 方 法 アンケート用紙（和英中文）を e-mailで一斉発信。

回 答 者 数 １１０名（卒業生５４名、在学生６６名）

県 側 連 携 部 署 福井県観光営業部国際・マーケット戦略課

②「スプリングプログラム in上海」を共同事業として実施

本学日本人学生の国際性涵養をはかるため、大学院入学前導入教育として、平成２０年度及び

２１年度に実施した。２週目は中島清相談・交流担当教員が企画・運営を担当し、全期間上海に

出張し調整に当たっている。本講座の履修科目は「工学研究科共通科目」として単位認定され

る。今後も毎年継続実施する予定である。

（２１年度の例）

講座開設期間 平成２２年３月５日から２０日まで２週間

講座開設場所 上海理工大学（中国、上海市）、宿泊先も同大学ゲストハウス

参 加 者 福井大学工学部４年生１２名

内 容 １週目 「中国語・中国文化」「工学関係の講義」

２週目 「海外企業経営・技術論」及び「海外インターンシップ」

講 師 １週目 上海理工大学講師

２週目 福井県上海事務所長、現地進出福井県企業経営者

及び福井大学留学生同窓会上海支部会員（会社経営者）

共同事業者 福井大学、上海理工大学、福井県、福井大学留学生同窓会上海支部

県側連携部署 福井県観光営業部国際・マーケット戦略課、及び福井県上海事務所

４９ ２月１８日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 若狭町上中中学校 １

５０ ２月１９日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 福井市明倫中学校 １

５１ ２月１９日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 大野市上庄中学校 １

５２ ２月１９日 APECジュニアフォーラム事前学習交際交流講座 越前市武生第二中学校 １

５３ ２月２１日 福井県 AALA 「新春の集い」 ４

５４ ２月２７日 さざんか児童館「母国インド紹介、ヨガ体験」 １

５５ ３月１２日 福井県環境・エネルギー懇話会「エネルギー関連施設等見学会」各国総領事随行 ７

５６ ３月２０日 福井市国際交流協会 森田公民館「中国紹介」 １
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③「２０１０年日本 APECエネルギー大臣会合」関連事業の実施

平成２２年６月１９日及び２０日の「２０１０年日本 APECエネルギー大臣会合」開催に向け、本学

留学生センターはその歓迎気運醸成のための各種事業に留学生派遣等により貢献した。

平成２１年１１月８日の福井国際フェスティバル「APECファッションショー」他に３５名、平

成２２年１月２０日「日本 APECカウントダウンボード除幕式」に５名、留学生をそれぞれ派遣

した。また、大臣会合のプレイベントとして県内中学校１０校の代表参加発表による「APEC

ジュニアフォーラム」（平成２２年３月１８日、参加者２００名、敦賀市プラザ萬象大ホール）が実施

されたが、「ジュニアフォーラム」準備段階での事前学習において、８つの中学校に本学の留

学生８名を派遣し、各国の歴史や文化、そしてエネルギー事情を説明した。

また、中島相談・交流担当教員は「APECジュニアフォーラム」の事業企画運営業務委託

企画提案審査会委員として、平成２１年１２月２５日の審査会に出席審査にあたるとともに、その後

も、各種関連事業への助言、調整を行った。（県側連携部署：福井県総合政策部政策推進課

APEC開催推進室）

（２）福井県若狭町観光課との連携活動

①若狭町観光振興のための１泊２日のモニターツアと座談会

実施日 平成２０年３月６日及び７日、

参加者 福井大学留学生２０名

内 容 若狭町内の観光地を巡り、最後に観光振興のため座談会とアンケートに回答

②福井大学留学生同窓会西安支部編成「母校訪問及び観光交流ミッション」による「若狭観光

モニターツア」とシンポジウム

実施日 平成２０年１０月２５日～２７日２泊３日

参加者 福井大学留学生同窓会西安支部７名及び中島清相談・交流担当教員

内 容 若狭町内の観光地を巡り、最後に観光振興のためのシンポジウムにパネリスト

として参加。（中島清相談・交流担当教員がシンポジウムのコーディネータを

務める）

２－３．商工会議所等産業界とのネットワークと交流活動

社会・経済のグローバル化が進む中で、地域経済界が生き延びる、更に発展するためには、各

企業の国際化は喫緊の課題である。そして、その柱となるのが、国際戦略を担う人材確保である。

留学生センターは留学生の県内就職を推進すると同時に、商工会議所等の会合において「国際

化人材としての留学生活用」についての講演を行い、県内企業のグローバル化に貢献している。

また、在学留学生だけでなく、帰国留学生との連携活動も推進している。

（１）福井大学留学生同窓会上海支部「教育交流と経済交流ミッション」参加者と県内企業との

商談会

福井大学留学生同窓会上海支部編成による「教育交流と経済交流ミッション」（平成１９年１０月

１日～５日）で１６名が来訪したが、内１２名が会社経営者であったため、ミッション参加者と県内
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企業との商談会を実施した。

日 時 平成１９年１０月３日（水）１４：００－１７：００

場 所 福井県商工会議所地下会議室

参加者 福井大学留学生同窓会上海支部会員１５名（内会社経営者１２名）

県内企業１３社２０名

内 容 各参加者が所属企業の概要紹介、商談会で希望する事業内容を発表。

その後個別商談会を実施

２－４．国際交流ネットワーク構築のためのネットワーク誌「こころねっと」の発行

卒業留学生、在学留学生、教職員、日本人学生、地域産官学民各界とのネットワーク構築のた

めにネットワーク誌「こころねっと」を毎年発刊している。平成１９年から２１年には第８号から第

１０号をそれぞれ発行した。

２－５．福井大学留学生同窓会

昭和４５年に福井大学第１号留学生 Lim Kim Teck氏が工学部繊維染料学科に入学して以来、約

１，４００名の留学生が福井大学で学んでいる。その内、約１，０００名が帰国し、約１５０名が日本国内に

就職して在住している。そして、約２５０名が現在本学に在学している。

文部科学省より特別配分予算を受け、平成１５年１１月３０日に「第１回福井大学留学生同窓会大会」

を開催。招聘した帰国留学生１３名、及び在学留学生等計９１名が参加し、同窓会設立宣言文を採択

して、福井大学留学生同窓会が正式に発足した。

平成１６年１２月マレーシアのクアラルンプールで「福井大学留学同窓会マレーシア支部設立大

会」が開催され、支部設立宣言の採択と事務局選出が行なわれた。その後、タイ、インドネシア、

韓国、西安、上海、杭州、台湾、北京に支部が設立された。そして、平成１９年にハンブルク支部、

平成２０年に日本支部、平成２１年にバングラデシュ支部がそれぞれ設立され、合計１２の支部網がで

きている。

発行部数 ２，５００部

体 裁 Ａ５版、４６ページ、カラー印刷

配 布 先 卒業留学生、在学留学生、本学教職員学生、地域国際交流機関・

個人、県下全小中高校、各大学留学生センター、他

編 集 在学留学生中心の編集委員会（約１０名）

内 容 在学・卒業留学生投稿記事２／３、センター行事等１／３が目安。

行事感想、生活・旅行・映画・読書等体験、各国文化・社会紹介

各国挨拶紹介、各国料理紹介、帰国留学生からのメッセージ等

表�－３ 「こころねっと」概要
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（１）同窓会の活動

同窓会の活動としては、①支部会員相互の情報交換、交流や連携活動 ②他国支部との情報交

換、交流や連携活動 ③福井大学を含む福井県産官学民との交流 ④各国と日本の経済・文化交

流 などがある。各支部では年次総会などを開催しているが、本報告書当該年度における、同窓

会の今後の方向を示唆するような活動は下記のとおりである。

①福井大学留学生同窓会上海支部「教育交流と経済交流ミッション」来訪

上海支部会員１６名からなる交流ミッションが平成１９年１０月１日から５日まで５日間福井に来

訪して、福井県の産官学民と交流した。具体的には（独）日本学生支援機構が実施する『平成１９

年度（財）中島記念国際交流財団助成留学生地域交流事業』により助成をいただき実施した第３

回福井大学留学生国際シンポジウム「福井大学留学生同窓会上海支部と福井県産官学民との交

流ネットワーク構築に向けて」（１０７名参加）、福井県内企業１３社との商談会、工場見学、上海

支部大会等を実施した。ミッションメンバー１６名中１２名が社長等会社経営者であったため、商

談会では具体的な商談の成立もあり、上海支部及び福井県産官学双方にとって有意義なミッシ

ョンであった。

②福井大学留学生同窓会西安支部企画「母校訪問及び観光交流ミッション」来訪

平成１９年度の上海支部に続き、平成２０年度は１０月２４日から４泊５日で西安支部企画による「母

校訪問及び観光交流ミッション」一行７名が来訪した。主な行事は福井県若狭町の観光振興の

ための「２泊３日の若狭観光モニターツア」参加で、民宿に宿泊しながら、観光地を訪問し、

最後に「若狭町観光振興いかにあるべきか」のシンポジウムを行った。そして、１０月２７日には

本学アカデミーホールにおいて、関係教職員及び西安地区出身留学生も交えて、「西安支部ミ

ッションと教職員学生との交流会」を実施した。

③「スプリングプログラム in上海」

本稿２－２、（１）の②に記載したとおり、平成２０年度及び２１年度に実施したが、今後も継

続実施の予定である。このプログラムは上海理工大学、留学生同窓会上海支部、福井県（特に

その上海事務所）、及び現地進出福井県企業、４者の共同事業であり同会活動のモデル事業と

位置付けている。受講科目は工学研究科博士前期課程入学後、履修科目として単位認定される。

また、本プログラムの最終日には関係者への感謝を込めて、上海理工大学の食堂で交流会を実

施しているが、福井大学留学生同窓会上海支部会員も毎年１５名ぐらいが合流している。

２－６．福井県留学生交流推進協議会

県内産官学民の計３０団体機関が会員となり、「福井県における留学生の円滑な受入れの促進及

び留学生と地域住民との交流活動を推進する」ことを目的として活動しているが、留学生センタ

ーからは、センター長及び相談・交流担当の中島清教員がその運営委員会委員として参画してい

る。また、福井大学国際課がその事務局となっている。

その主な活動としては、「留学生救済援助金」による国民健康保険料助成、情報交換などであ

る。また、毎年、「福井県留学生だより」を事務局である本学国際課が編集し、発行している。

センターの諸活動もそこで発信している。
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２－７．課 題

①地域社会相互支援活動と教育・研究活動のバランス

留学生の本分は学習・研究等であるため、交流活動によってそれが阻害されてはならない。

交流活動に熱中し過ぎて研究論文作成が疎かになっているという苦情を時折指導教員よりいた

だく。その意味で、募集においてはあくまで学生個々に直接依頼せず、一斉メールで募集し、

派遣稟議決済後その写しを指導教員に回付することにしている。

又、留学生は遠方の派遣先に自転車で向かうことが多いことから、事故等に備えて派遣先に

一日傷害保険をかけるよう依頼徹底している。

実験などに追われる留学生は交流活動に参加する余裕がなく、小学校等からの要請に沿う留

学生を確保するのはなかなか難しい。従って、余り積極的な派遣活動を展開することは出来ず、

そのバランスが大切である。

②同窓会各国支部網の活用

同窓会各国支部網、ネットワーク誌「こころねっと」を通したネットワーク、帰国及び在日

卒業生の住所や e-mailアドレス網は本学、及び地域社会の国際化戦略における重要なインフ

ラと考えている。小規模大学が海外事務所を持つことは難しいが、同窓会支部には本学の海外

支部としての役割を期待し、それを既にお願いしている。

③今後の活動方向

・同窓会及び在学生が連携して、地域社会の国際化に貢献できるような活動の模索が必要であ

る。上海支部及び西安支部が編成し来訪したミッション型交流もそのプロトタイプであると

言えるが、ミッション型交流をいかに継続実施できるかも課題である。

・本学教員が各国支部と協力して、現地で産官学民の参加者を集めて、シンポジウムや講演会

を実施し、その中から国際共同研究のシーズを発掘し、更にそれに県内企業を巻き込む活動

も望まれる。

・同窓会支部網の活性化と、活動内容に関する情報交換のために、福井大学同窓会世界大会の

開催も望まれるが、その予算確保も課題である。

�．教員の社会貢献に関する活動

３－１．地域在住外国人のための日本語ボランティアスタッフの育成

福井県では、地域在住日本語学習者の日本語学習支援は、福井県国際交流協会及び各ボランテ

ィア団体が中心となって行われている。日本語学習支援者はまだまだ不足しており、その人材育

成のための講座が、各種団体により開講されている。平成１９～２１年度は、留学生センター桑原陽

子准教授が以下の講座の講師を担当した。

平成１９～２１年度 福井県国際交流協会主催「日本語指導ボランティア養成講座」基礎Ⅰ、基礎

Ⅱ（平成１８年度より継続）

平成１９年度 日本語の輪を広げる会主催「日本語指導ボランティア専門講座」

平成２１年度 インターナショナルさかい主催「日本語指導ボランティア養成講座」基礎Ⅰ

―８３―



３－２．国際ゾンタ福井クラブ主催「留学生論文」審査

国際有職婦人奉仕団体である国際ゾンタクラブ福井は、福井県内の留学生を対象とする留学生

論文募集事業を行っている。平成１４年度より留学生センター今尾ゆき子教授が参画して、ゾンタ

クラブ役員とともに論文審査を行っており、平成１９～２１年度も引き続き審査を担当した。

３－３．福井北ロータリ－クラブ・福井県国際交流協会主催「外国人による日本語
弁論大会」及び「外国人による日本語スピーチコンテスト」審査

平成２０年度に、福井北ロータリークラブ・福井県国際交流協会主催「外国人による日本語弁論

大会」が初めて開催され、留学生センター今尾ゆき子教授が、審査委員長を担当した。さらに、

平成２１年度に同団体が開催した「外国人によるスピーチコンテスト」においても、今尾教授が審

査委員長を担当している。

３－４．県内企業国際化、特に外国人採用及び雇用に関する講演

留学生センターは経済界特に福井の経済界の国際化を支援する視点から、各種活動を展開して

いるが、国際化における留学生雇用推進もその一つである。一方、福井県は香港及び上海に駐在

員事務所を設置し、県内企業の海外進出・販路拡大等の側面支援を行っている。

海外事業の展開においては、我が国及び現地国の双方の社会文化事情に詳しく、双方の言語運

用能力を持つ留学生の活用が望まれるが、県内の中小企業においては、外国人採用の経験も少な

く、積極的な雇用姿勢は生れていないのが実情である。

そこで、福井大学留学生センターでは、福井労働局、福井県、商工会議所等と連携して、外国

人採用や雇用における諸問題に関する講演会を行い、人材面における県内企業の国際化を推進し

ている。これは、いわゆる留学生就職支援の側面もあるが、主として、企業人の啓蒙活動として、

講演したものである。

留学生３０万人計画の趣旨の柱の一つは、日本経済のグローバル化と活性化のために、優秀な外

国人留学生を獲得することであるが、受け皿である企業人の意識改革も課題である。

１）外国人雇用セミナー

講演日時 平成２０年９月３０日 １５：００－１５：４５

場 所 福井県生活学習館

講 師 中島清（福井大学留学生センター教授）

演 題 「企業の国際化と外国人留学生の就職状況について」

参 加 者 ３００名（県内企業人事担当者）

主 催 福井労働局

２）平成２１年度丹南雇用開発協議会通常総会での講演

講演日時 平成２１年４月１４日 １４：３０－１５：３０
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場 所 武生商工会館

講 師 中島清（福井大学留学生センター教授）

演 題 「企業の国際化と留学生の採用」

参 加 者 ５０名（丹南地区企業経営者と人事担当者）

主 催 丹南雇用開発協議会

３）�江めだかクラブ定例会での講演
講演日時 平成２２年２月２３日 １９：００－２０：３０

場 所 �江シティホテル
講 師 中島清（福井大学留学生センター教授）

演 題 「企業の国際化における留学生の役割」

参 加 者 ２０名（会社社長、医師、文化人等）

主 催 �江めだかクラブ

３－５．家庭裁判所における家事調停活動

平成２１年１２月３１日現在福井県内に外国人登録者が１２，７１６人（内福井市４，１１９人）いるが、国際

結婚のカップルも多い。福井家庭裁判所では離婚、親権、養育費、婚費分担、婦権侵害等々家庭

における様々な問題の調停を行っているが、中島清留学生センター教授は平成１４年１０月に福井家

庭裁判所家事調停員、平成１６年１月に同参与にそれぞれ任命され、それ以降今日まで家事調停及

び家事審判業務を行っている。

留学生や研修生等国際関係業務に３５年間携わった経験を生かし、また、海外生活１０年の経験を

生かして、その語学力を活用しながら、主として国際結婚における夫婦関係調整の調停を担当し

ている。

調停業務は申立人と相手方の双方から話を聞きながら、お互いに譲り合いを促し、合意点を構

築していく作業であり、裁判官と協議しながら進める仕事である。申立人や相手方は弁護士を代

理人として同席させることもある。そして、調停の結果である調停条項は裁判における判決と同

等の拘束力を伴う。

月１、２回、そして１回３時間ほどの業務であるが、異文化摩擦に起因する夫婦関係の調整を

するという社会的貢献だけでなく、調停作業を通して調停員自身の社会規範等に関する認識を深

めることもできるので、本学での相談業務にも役立っている。

３－６．学外者による来訪各種相談

福井大学留学生センターでは、県内産官学民レベルの国際交流や国際化を推進しているが、各

界との連携業務を展開していく中で、学外者が幅広いテーマについて相談に訪れる。

平成１９年度５２件、平成２０年度５８件、平成２１年度５７件と、過去３年間に１６７件の相談に、県内各

層の関係者が中島清相談・交流担当教員の研究室に各種相談のために来訪している。

交流活動に関する相談が５０．３％、留学生採用に関する相談が３４．７％で、この二つで８５％を占め

―８５―



ているが、その外に、研究への協力依頼とか、事件・事故の加害者や被害者の来訪相談もある。

例えば、小学校等で交流活動を開始するに当たって、内容や時間配分、注意点や謝礼金の是非

等についての相談があれば、過去の例を提示しながら、アドバイスするようにしている。

留学生採用について相談があれば、過去の成功例、失敗例を提示しながら、アドバイスするよ

うにしている。事業計画が未熟な場合には、留学生採用には時期尚早であるとした上で、福井県

海外駐在員事務所、福井大学留学生同窓会各支部事務局を紹介するなどして、Feasibility Studyを

十分やるように促している。日米両国証券業協会の投資相談業務等の有資格者として、やや専門

的なアドバイスも行っている。

３－７．課 題

各教員の社会活動は、平成１９年度以前と比較すると多様化している。さらにその活動は一回限

りのものではなく、継続して行われていると言える。これは、各教員の専門を生かした活動が、

地域に根付いた結果であり、評価されるべきであると考える。今後もこれらの活動を各教員が継

続していくと同時に、教員個人の活動から留学生センター全体としての活動へと発展させていく

ことが望まれる。

―８６―



資資 料料 ��

１． 教員個人データ（今尾ゆき子）

２． 教員個人データ（中島 清）

３． 教員個人データ（山中 和樹）

４． 教員個人データ（膽吹 覚）

５． 教員個人データ（桑原 陽子）



今尾 ゆき子 ＩＭＡＯ ＹＵＫＩＫＯ

【個人情報】

【担当授業】

【学内運営】

着任年月 専門分野 研究内容 所属学会

２００２．４
日本語教育
日本語学

談話文法、語用論
接続助詞に関する研究
福井方言に関する研究

日本語教育学会・日本語学会・
言語学会・日本語文法学会・
Association of Teachers of Japanese

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語（作文） ２００７－２００９ 日本語研修コース科目

日本語（特別演習） ２００８－２００９ 日本語研修コース科目

日本語初級 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

日本事情１ ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

はじめての漢字 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

日本語上級（日本語Ｆ） ２００８ 短期留学プログラム科目

日本語上級（日本語Ｇ） ２００９ 短期留学プログラム科目

日本語上級（日本語Ｈ） ２００９ 短期留学プログラム科目

日本語Ｅ ２００７－２００８ 共通教育科目

日本語Ｆ ２００７－２００８ 共通教育科目

日本語Ｇ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｈ ２００９ 共通教育科目

日本事情Ｂ ２００７－２００９ 共通教育科目

多文化コミュニケーションＢ ２００８ 共通教育科目

情報化と日本語 ２００７－２００９ 教育地域科学部科目

専門セミナー ２００７－２００９ 教育地域科学部科目

日本語文法論 ２００７－２００９ 教育地域科学部科目

国語学特別演習Ⅱ ２００７－２００９ 教育学研究科課目

国語学特論Ⅱ ２００７－２００９ 教育学研究科課目

国語教科教育実践研究 ２００７ 教育学研究科課目

委員会名 役職名 就任年月 退任年月 特記事項

留学生委員会 委員 ２００２．５ 現在に至る

留学生センター運営委員会 委員 ２００２．５ 現在に至る

共通教育委員会 第３分野・幹事 ２００８．４ ２０１０．３

―８７―



【論文】

【口頭発表】

【学外運営】

【会議運営】

【社会活動】

論文題名 著者名
応募・
招待

掲載誌名
（または会議名）

発行
年月

編者名
論文
分類

査読
有無

特記
事項

学部留学生の日本語
力と日本語科目の履
修

今尾ゆき子 応募
『福井大学留学生センタ
ー紀要』第４号 pp.１‐１９．

２００９．３

福井大
学留学
生セン
ター

研究
論文

有

気づかない方言文法
－福井県坂井市丸岡
町方言における「ナ
形容詞」の用法－

今尾ゆき子 応募
『福井大学教育地域科学
部紀要第Ⅰ部人文科学』
第５９号 pp.１‐１６．

２００９．１

福井大
学教育
地域科
学部

研究
論文

有

運営分類 役職名 機関名 就任年月 退任年月
特記
事項

学会
日本語教育学会研究集
会委員会委員

日本語教育学会 ２００２．４ 現在に至る

会議・講演会名 役職名 主催者名 開催年月 特記事項

２００９年度日本語教育学会
研究集会―第４回―

研究集会世話人 日本語教育学会 ２００９．６ 於：富山大学

２００８年度日本語教育学会
研究集会―第４回―

研究集会開催校代
表

日本語教育学会 ２００８．７ 於：福井大学

２００７年度日本語教育学会
研究集会―第４回―

研究集会世話人 日本語教育学会 ２００７．７ 於：金沢大学

社会活動名 社会活動内容 開始年月 終了年月 特記事項

国際ゾンタ福井クラブ 「留学生論文」審査委員 ２００２．７ 現在に至る

福井北ロータリークラブ
・福井県国際交流協会

「第１回外国人による日本語弁
論大会」審査委員長

２００７．１１ ２００８．２

福井北ロータリークラブ
・福井県国際交流協会

「第２回外国人による日本語ス
ピーチコンテスト」審査委員長

２００８．６ ２００９．２

論文題名 著者名
応募・
招待

発表学会など 主催者名
発表
年月

査読
有無

特記
事項

福井県坂井市丸岡町
方言における「ナ形
容詞」の用法

今尾ゆき子 応募
平成２１年度春季福井大学
言語文化学会

福井大学言語
文化学会

２００９．６ 有

―８８―



中島 清 ＮＡＫＡＳＨＩＭＡ ＫＩＹＯＳＨＩ

【個人情報】

【担当授業】

【学内運営】

着任年月 専門分野 研究内容 所属学会

２０００．８ 日本語教育
専門教育のための日本語教育、
地域国際化支援

日本語教育学会

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語（会話） ２００７－２００９ 日本語研修コース

はじめての会話 ２００７－２００８ 短期留学プログラム

伝統産業Ⅰ ２００７－２００９ 短期留学プログラム

応用日本語Ⅰ ２００７－２００８ 学部共通教育科目

応用日本語Ⅱ ２００７－２００８ 学部共通教育科目

工業日本語Ⅰ＆Ⅱ ２００７－２００９ 工学部基礎専門科目

工業日本語Ⅱ＆Ⅳ ２００７－２００９ 工学部基礎専門科目

工業日本語特論Ⅰ ２００７－２００９ 工学研究科共通科目

工業日本語特論Ⅱ ２００７－２００９ 工学研究科共通科目

海外企業経営・技術論 ２００８－２００９
スプリングプログラム in上海
（工学研究科共通科目）

海外インターンシップ ２００８－２００９ スプリングプログラム in上海

委員会名 役職名 就任年月 退任年月 特記事項

留学生委員会 委員 ２０００．１０

留学生センター運営委員会 委員 ２０００．１０

国際交流委員会 委員 ２００３．４

国際交流推進機構企画会議 委員 ２００７．６

安全保障輸出管理委員会 委員 ２００９．９

高等教育推進センター学生支援部門 委員 ２００９．９

工学部・工学研究科留学生委員会 委員 ２０００．１０
２００５．４以降
副委員長

工学部・工学研究科英語教育実施運営委員会 委員 ２０００．１０

工学部・工学研究科ネットワーク委員会 委員 ２００５．４

工学部・工学研究科情報セキュリティ管理委員会 委員 ２００９．５

―８９―



【外部資金及び学内競争的配分経費】

【論文】

【講演会】

外部資金の分類 研究題目 代表者名
分担
題目名

出資団体名
受入金額
（千円）

実施
年度

新
規
・
継
続
の
別

（独）日本学生支援
機構が実施する
「平成１９年度（財）
中島記念国際交流
財団助成留学生地
域交流事業」

福井大学及び福井大学
留学生同窓会上海支部
と福井地区産官学民各
界との相互ネットワー
ク整備事業

中島 清 代表者
（財）中島記念
国際交流財団

５２０ ２００７ 新
規

平成１９年度福井大
学学術・地域交流
支援金

福井大学留学生同窓会
上海支部「教育及び経
済交流ミッション」受
入事業

中島 清 代表者 福井大学 ２５０ ２００７ 新
規

９月入学実施検討
経費

「アジア地域国際相互
交流大学院工学教育」
プログラムの構築他

服部修次
国内企業
訪問調査

福井大学 ５，７５０ ２００８ 新
規

（独）日本学生支援
機構国際交流セミ
ナー事業

平成２０年度国際大学交
流セミナー「大津波被
災地アチェ州（インド
ネシア）教育支援を目
的とした理数教育ワー
クショップ」

香川喜一郎

助成申請
補助及び
シンポジ
ウム企画
・運営

（独）日本学生
支援機構

２，５００ ２００８ 新
規

論文題名 著者名
応募・
招待

掲載誌名
（または会議名）

発行年月 編者名
論文
分類

査読
有無

福井大学における卒
業留学生のフォロー
アップ体制

中島 清 招待
留学交流
２００９年１０月号
１０－１３ページ

２００９．１０
（独）日本学生
支援機構

事例紹
介

無

講演会名 題目 主催者名 開催年月 特記事項

外国人雇用セミナー
企業の国際化と外国人
留学生の就職状況につ
いて

福井労働局 ２００８．９
参加者３００名
（県内企業人
事担当者）

研究会例会での講演
福井大学における国際
交流

福井県立大学国際交
流研究会

２００８．１２
参加者１０名
（福井県立大
学教員）

―９０―



【学外運営】

【会議運営】

運営分類 役職名 機関名 就任年月 退任年月 特記事項

留学生交流推進 委員 福井県留学生交流推進協議会 ２００２．４

家事調停 家事調停員 福井家庭裁判所 ２００２．１０

家事審判 参与員 福井家庭裁判所 ２００５．１

国際理解教育
国際理解教
育出張講座
選定委員

財団法人福井県国際交流協会
及び独立行政法人国際協力機
構

２００４．６

講演会名 題目 主催者名 開催年月 特記事項

通常総会での特別講演
企業の国際化と留学生
の採用

丹南雇用開発協議会 ２００９．４

参加者５０名
（企業経営者
及び人事担当
者）

定例会での特別講演
企業の国際化における
留学生の役割

�江めだかクラブ ２０１０．２

参加者２０名
（会社社長、
医師、文化人
等）

会議・講演会名 役職名 主催者名 開催年月 特記事項

第３回留学生国際シン
ポジウム「福井大学留
学生同窓会上海支部と
福井県産官学民との交
流ネットワーク構築に
向けて」

企画・運営及び
シンポジウムのコ
ーディネーター

福井大学留学生センター
福井大学留学生同窓会
上海支部

２００７．１０ 参加者１０７名

第４回留学生国際シン
ポジウム「地震・津波
等自然災害被災者支援
のための国際ネットワ
ーク構築に向けて」

企画・運営及び
シンポジウムのコ
ーディネーター

福井大学留学生センター
Syiah Kuala大学理学
部

２００８．９ 参加者７６名

第５回留学生国際シン
ポジウム「留学生の就
職・採用促進のための
産官学民ネットワーク
構築に向けて」

企画・運営及び
シンポジウムのコ
ーディネーター

福井大学留学生センター
福井大学中国人留学生
学友会
福井市日本中国友好協
会

２００８．１１ 参加者１５０名

日本企業就職希望者支
援のための日本勤務中
先輩及び就職内定者と
の交流会

企画・運営及び
交流会のコーディ
ネーター

福井大学留学生センター
福大学留学生同窓会日
本支部
福井大学留学生会
福井大学中国人留学生
学友会

２００９．１１ 参加者５０名

―９１―



【報道】

山中 和樹 ＹＡＭＡＮＡＫＡ ＫＡＺＵＫＩ

【個人情報】

【担当授業】

報道機関名 報道年月 報道内容 特記事項

福井街角放送 ２００７．９
福井大学留学生活動紹介及び第３回
留学生国際シンポジウム紹介（１０分
間）

放送局で生出演

福井テレビ ２００８．３
「なるほどふくいズ（Fuquiz）」に
留学生３名が出演し、異文化交流関
係のクイズに解答（１５分間）

企画運営の支援
（全て、留学生セ
ンターラウンジで
撮影収録）

福井ケーブルテレビ ２００９．１２
もりもりふくい「福井在住外国籍市
民」で留学生の生活や同窓会活動等
を紹介（５分間）

出演
企画運営の支援
（中島研究室及び
本学体育館で撮影
収録）

着任年月 専門分野 研究内容 所属学会

２００３．１０ 日本語教育
多文化コミュニケーション、音
声教育

日本語教育学会・音声学会
異文化間教育学会・遊戯史学会

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語（漢字） ２００８．２００９ 日本語研修コース科目

日本語中級 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

はじめての作文 ２００８．２００９ 短期留学プログラム科目

はじめての会話 ２００９ 短期留学プログラム科目

日本事情２ ２００８ 短期留学プログラム科目

多文化コミュニケーション１ ２００８．２００９ 短期留学プログラム科目

多文化コミュニケーション２ ２００９ 短期留学プログラム科目

日本語Ａ ２００７．２００８ 共通教育科目

日本語Ｂ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｃ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｄ ２００７．２００８ 共通教育科目

日本事情Ａ ２００８ 共通教育科目

日本の文化 ２００８ 共通教育科目

多文化コミュニケーションＡ ２００７－２００９ 共通教育科目

―９２―



【学内運営】

【社会活動】

膽吹 覚 ＩＢＵＫＩ ＳＡＴＯＲＵ

【個人情報】

【担当授業】

授業科目名 開講年度 特記事項

多文化コミュニケーションＣ ２００７．２００９ 共通教育科目

日本語文章表現 ２００７．２００８ 教育地域科学部科目

委員会名 役職名 就任年月 退任年月 特記事項

全学留学生委員会 委員 ２００３．１０ 現在に至る

留学生センター運営委員会 委員 ２００３．１０ 現在に至る

共通教育委員会 第３分野幹事 ２０１０．４ 現在に至る

着任年月 専門分野 研究内容 所属学会

２００２．１０
日本文学
日本文化論

①留学生を対象とした福井学－郷
土かるた制作・普及を通じて－
②本居宣長における近世後期日本
文化論
③藩校の蔵書目録の研究（科研）

日本語教育学会
鈴屋学会
日本近世文学会
日本図書館文化史研究会
和漢比較文学会

社会活動名 社会活動内容 開始年月 終了年月 特記事項

国際協力フォーラム in
Fukui

企画 ２００７．４ ２００７．１１
福井県 JICA派遣専門家
OB会・（社）協力隊を育
てる会主催

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語（文化） ２００７－２００９ 日本語研修コース科目

日本語（特別演習） ２００７－２００９ 日本語研修コース科目

日本語初中級 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

日本語中級 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

日本語上級 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

日本事情２ ２００７，２００９ 短期留学プログラム科目

日本の文化 ２００９ 短期留学プログラム科目

日本語Ｂ ２００７，２００８ 共通教育科目

―９３―



【教育（学外）】

【学生指導】

【学内運営】

【外部資金及び学内競争的配分経費】

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語Ｄ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｅ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｇ ２００７，２００８ 共通教育科目

日本の文化 ２００７，２００９ 共通教育科目

日本事情Ａ ２００７，２００９ 共通教育科目

専門セミナー ２００７－２００９ 教育地域科学部科目

国文学特別研究Ⅰ ２００７－２００９ 大学院教育学研究科科目

国文学特論Ⅰ ２００７－２００９ 大学院教育学研究科科目

委員会名 役職名 就任年月 退任年月 特記事項

教育地域科学部・教育学研究
科留学生委員会

委員 ２００９．４

共通教育委員会（第１０部会） 委員 ２００８．４ ２０１０．３

留学生センター運営委員会 委員 ２００３．４

全学留学生委員会 委員 ２００２．１０

年度 学生数 留学生（内数） 特記事項

２００９ ２ ０
教育地域科学部地域文化課程異文化交流コース助言教員・
卒業論文指導

２００８ １ １
２００８年度大学推薦による国費外国人留学生（研究留学生）
の指導教員（ドイツ・ハンブルク大学、２００９年３月まで）

２００８ ２ ０
教育地域科学部地域文化課程異文化交流コース助言教員・
卒業論文指導

２００７ ２ ０
教育地域科学部地域文化課程異文化交流コース助言教員・
卒業論文指導

外部資金の分類 研究題目 代表者名
分担
題目名

出資
団体名

受入金額
（千円）

実施
年度

新規・
継続の別

科学研究費補助金
藩校の蔵書目録の研究－
北陸地方を中心に－

膽吹 覚 代表者
日本学術
振興会

８００ ２００７ 継続

大学名・機関名 授業科目名 実施年度 年間授業期間数 特記事項

放送大学福井学習センター 日本文化論を読む ２００７ ３０ 非常勤講師

―９４―



【論文】

【著書】

論文題名 著者名
応募・
招待

掲載誌名
（または会議名）

発行年月 編者名 論文分類
査読
有無

宝暦六年の御所拝観－
本居宣長『在京日記』
に見る京都風俗②－

膽吹 覚 応募
国語国文学，４９号，
pp６７‐７０

２０１０．３
福井大学言語
文化研究会

研究ノー
ト

無

本居宣長『在京日記』
に見る宝暦期京都の盆

膽吹 覚 応募
国語国文学，４９号，
pp１‐１６

２０１０．３
福井大学言語
文化研究会

学術論文 無

本居宣長『在京日記』
に見る宝暦期京都の年
末年始

膽吹 覚 応募
国文学論叢，５５輯，
pp５２‐７５

２０１０．２
龍谷大学国文
学会

学術論文 有

名所図会に見る近世後
期の若狭と越前（２）

膽吹 覚 応募

福井大学教育地域
科学部紀要，第Ⅰ
部人文科学６０号，
pp１‐４２

２００９．１２
福井大学教育
地域科学部

学術論文 有

宝暦京都福引き事情－
本居宣長『在京日記』
に見る京都風俗①―

膽吹 覚 応募
国語国文学，４８号，
pp３９‐４２

２００９．３
福井大学言語
文化研究会

研究ノー
ト

無

京都、島原の燈籠 膽吹 覚 応募
国文学論叢，５４輯，
pp４０‐４７

２００９．２
龍谷大学国文
学会

学術論文 有

名所図会に見る近世後
期の若狭と越前（１）

膽吹 覚 応募

福井大学教育地域
科学部紀要，第Ⅰ
部人文科学５９号，
pp１‐９

２００９．１
福井大学教育
地域科学部

学術論文 有

近江国大溝藩修身堂の
蔵書目録

膽吹 覚 応募
国文学論叢，５３輯，
pp５１‐５８

２００８．２
龍谷大学国文
学会

学術論文 有

藩校の蔵書目録に関す
る覚え書－滋賀・福井
・石川・富山を調査し
て－

膽吹 覚 応募
書籍文化史，９号，
pp１３‐２３

２００８．１
鈴木俊幸
（科研費）

学術論文 無

福井大学附属図書館蔵
『授業門人姓名録』

膽吹 覚 応募
鈴屋学会報，２４号，
pp１０３‐１１２

２００７．１２ 鈴屋学会 学術論文 有

福井藩藩校『改正学問
所書目』の韓書・琉書

膽吹 覚 応募

福井大学教育地域
科学部紀要，第Ⅰ
部人文科学５８号，
pp１‐９

２００７．１２
福井大学教育
地域科学部

学術論文 有

著書名 著者名 出版社名 発行年月 著書分類 執筆形態 担当ページ
特記
事項

越前若狭
いろはかるた

ふくい文化研
究会

ふくい文化
研究会

２００９．１２ 学習教材
読み句監
修担当

４８句全て

―９５―



【口頭発表】

【講演会】

桑原 陽子 ＫＵＷＡＢＡＲＡ ＹＯＫＯ

【個人情報】

【担当授業】

発表題目 発表者名
応募・
招待

発表学会名等 主催者名 発表年月
査読
有無

特記事項

藩校の管理運営に関する
研究

膽吹 覚 応募
図書館文化史
研究会，２００９
年度研究大会

図書館文化史
研究会

２００９．９ 有

藩校の蔵書目録の研究－
滋賀・福井・石川・富山
を対象として－

膽吹 覚 応募

図書館文化史
研究会，２００７
年度，第２回
例会

図書館文化史
研究会

２００７．１２ 有

講演会名 題 目 主催者名 開催年月 特記事項

福井大学公開講座 郷土かるたの魅力と活用 福井大学 ２００９．１２ 講師

福井大学公開講座 福井の名所今昔－敦賀・丹南－ 福井大学 ２００９．７ 講師

着任年月 専門分野 研究内容 所属学会

２００４．７
日本語教育
第二言語習得

日本語学習者の読みの方略
非漢字系学習者の文字、語彙学
習

日本語教育学会・日本教育心理学会
・留学生教育学会・カナダ日本語教
育振興会

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語（文型・文法） ２００７－２００９
日本語研修コース科目 ２コ
マ／週

日本語（情報処理） ２００７－２００９ 日本語研修コース科目

日本語（修了発表指導） ２００８，２００９ 日本語研修コース科目

日本語（文型・文法） ２００７ 日本語研修特別コース科目

日本語初中級 ２００７－２００９ 短期留学プログラム科目

日本語中級 ２００９ 短期留学プログラム科目

日本語Ａ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｃ ２００７，２００８ 共通教育科目

日本語Ｆ ２００９ 共通教育科目

日本語Ｈ ２００７，２００８ 共通教育科目

日本語教育論 ２００７ 教育地域科学部科目

―９６―



【学生指導】

【学内運営】

【外部資金及び学内競争的配分経費】

年度 学生数 留学生（内数） 特記事項

２００７ ２ ０
教育地域科学部地域文化課程異文化交流コース助言教員・
卒業論文指導

２００８ １ ０
教育地域科学部地域文化課程異文化交流コース助言教員・
卒業論文指導

授業科目名 開講年度 特記事項

日本語音声表現 ２００７，２００８ 教育地域科学部科目

異文化教育論 ２００７－２００９ 教育地域科学部科目

専門セミナー ２００７－２００９ 教育地域科学部科目

日本語教育特論 ２００７－２００９ 教育学研究科科目

日本語教育特別演習 ２００７－２００９ 教育学研究科科目

日本語Ⅰ ２００９ 全学日本語コース科目

委員会名 役職名 就任年月 退任年月 特記事項

共通教育委員会 第１０部会部会長 ２００６．４ ２００８．３

共通教育自己点検・評価実施
小委員会

委員 ２００６．４ ２００８．３

教育地域科学部・教育学研究
科留学生委員会

委員 ２００７．１１ ２００９．４

全学留学生委員会 委員 ２００４．７ 現在に至る

留学生センター運営委員会 委員 ２００６．４ 現在に至る

外部資金の分類 研究題目 代表者名
分担
題目名

出資
団体名

受入金額
（千円）

実施
年度

新規・
継続の別

平成１９年度福井大
学競争的配分経費
（教育に関する評
価経費）

初級学習者向け仮名教材
の作成

桑原陽子 ２００ ２００７

科学研究費補助金
非漢字圏日本語学習によ
る漢字語の意味の推測過
程についての縦断的研究

桑原陽子 １００ ２００７ 新規

科学研究費補助金
非漢字圏日本語学習によ
る漢字語の意味の推測過
程についての縦断的研究

桑原陽子 ５００ ２００８ 継続

科学研究費補助金
非漢字圏日本語学習によ
る漢字語の意味の推測過
程についての縦断的研究

桑原陽子 ５００ ２００９ 継続

―９７―



【論文】

【口頭発表】

論文題名 著者名
応募・
招待

掲載誌名
（または会議名）

発行年月 編者名
論文
分類

査読
有無

非漢字系日本語学習者
の漢字未知語の意味推
測における統語情報の
利用－中上級学習者の
ケーススタディより－

桑原陽子 応募
福井大学留学生センター
紀要，第５号，p．１‐１０．

２０１０．３
福井大学留学
生センター

学術
論文

有

全学向け日本語コース
における漢字指導－初
級後半レベルの日本語
学習者に対する漢字指
導のケーススタディ－

高瀬公子
・酢谷尚
子・斎藤
ますみ・
桑原陽子

応募
福井大学留学生センター
紀要，第５号，p．１１‐２３

２０１０．３
福井大学留学
生センター

学術
論文

有

漢字未知語の意味推測
に及ぼす語構成の影響
－中上級学習者のケー
ススタディより－

桑原陽子 応募
福井大学留学生センター
紀要，第４号，p．２１‐３０．

２００９．３
福井大学留学
生センター

学術
論文

有

ディクテーション用
CALL教材開発とその
評価

桑原陽子
・中園博
美・敷田
紀子

応募
福井大学留学生センター
紀要，第３号，p．１‐１２．

２００８．３
福井大学留学
生センター

学術
論文

有

非漢字圏日本語学習者
の漢字の再認に及ぼす
イメージ形成の効果

桑原陽子 応募

Canadian Association
for Japanese Language
Education Japanese
Linguistics and Peda-
gogy, Journal CAJLE,
9.21-38.

２００７．８
カナダ日本語
教育振興会

学術
論文

有

発表題目 発表者名
応募・
招待

発表学会名等 主催者名 発表年月
査読
有無

特記
事項

留学生の断りの Eメー
ルの分析－eラ－ニング
教材開発を目指して－

深澤のぞみ，
桑原陽子，濱
田美和，古本
裕子

応募

豪州日本研究
大会・日本語
教育国際研究
大会２００９年度
研究大会（シ
ドニー）

日本語教育学
会

２００９．７ 有

「読む」コミュニケーシ
ョンのための初級教材の
作成と試用

桑原陽子，中
道一世，野田
尚史

応募
２００８年度 日
本語教育学会
秋季大会

日本語教育学
会

２００８．１０ 有

非漢字圏日本語学習者の
漢字未知語の意味推測ス
トラテジーに関する一考
察－中級学習者のケース
スタディより－

桑原陽子 応募
年次大会
CAJLE ２００８
（トロント）

カナダ日本語
教育振興会
（CAJLE）

２００８．８ 有

―９８―



【社会活動】

発表題目 発表者名
応募・
招待

発表学会名等 主催者名 発表年月
査読
有無

特記
事項

ディクテーションで産出
される誤答とその訂正行
動に関する考察－CALL
教材の学習履歴データの
分析から－

桑原陽子・中
園博美

応募
２００８年日本語
教育国際研究
大会（釜山）

日本語教育学
会

２００８．７ 有

単語ディクテーション教
材試作

桑原陽子・中
園博美

応募

第４回「日本
語教育とコン
ピューター」
国際会議（ハ
ワイ）

日本語教育支
援システム研
究会

２００７．８ 有

社会活動名 社会活動内容 開始年月 終了年月 特記事項

福井県国際交流協会
日本語指導ボランティア養成講座
基礎Ⅰ

講師 ２００７．５ ２００９．７ 全４回／年

福井県国際交流協会
日本語指導ボランティア養成講座
基礎Ⅱ

講師 ２００７．１１ ２００９．１２ 全４回／年

‘日本語の輪を広げる会’日本語
指導ボランティア専門講座

講師 ２００８．３ ２００８．６ 全６回

インターナショナル坂井
日本語指導ボランティア養成講座
基礎Ⅰ

講師 ２０１０．２ ２０１０．３ 全７回

―９９―
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１． 福井大学の外国人留学生集計表

２． 福井大学の入学年度別・国別外国人留学生数一覧

３． 学術交流協定締結状況及び連絡担当者一覧一覧

４． 主な行事（平成１９～２１年度）

５． 福井大学留学生センター規程

６． 福井大学短期留学プログラム規程

７． 福井大学留学生センター紀要投稿規程

８． 留学生センター専任教員会議 議事録（平成２１年度）

９． 福井大学留学生同窓会登録用紙 兼

「こころねっと」向けメッセージ及び住所変更届け用紙
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３．学術交流協定締結状況及び連絡担当者一覧

―１０３―



４．主な行事

―１０４―



―１０５―



―１０６―



５．福井大学留学生センター規程

―１０７―



―１０８―



６．福井大学短期留学プログラム規程

―１０９―



―１１０―



―１１１―



７．福井大学留学生センター紀要投稿規程

―１１２―



８．留学生センター専任教員会議 議事録（平成１８年度）

―１１３―



―１１４―



９．福井大学留学生同窓会登録用紙 兼「こころねっと」向けメッセージ及び住所変更届け用紙

―１１５―
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